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(57)【要約】
　水晶体を除去した後に眼球内に埋め込まれるよう構成
された人工水晶体デバイスは、いくつかの実施形態にお
いて、眼球内デバイスおよび等凸屈折面を収納すること
ができるハウジング構造を含み得る。ハウジング構造は
、前方開口を含む前方部分と、後方開口を含む後方部分
と、前方部分と後方部分との間の連続側面部分と、を含
み得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水晶体を除去した後に眼球のナチュラル水晶体嚢内に挿入されるよう構成された人工水
晶体デバイスであって、
　眼球内デバイスを収納可能なハウジング構造であって、
　　前記ハウジング構造は、
　　前方部分であって、前記前方部分は、前記眼球内デバイスの挿入、除去、または交換
の少なくとも１つを可能にすることができる前方開口を含み、さらに、前記前方開口は、
前記前方開口を覆う屈折面と接合するよう、さらに構成されている、前記前方部分と、
　　後方部分であって、前記後方部分は、前記眼球内デバイスの挿入、除去、または交換
の少なくとも１つを可能とすることができる後方開口を含み、さらに、前記後方開口は、
前記後方開口を覆う屈折面と接合するよう、さらに構成されている、前記後方部分と、
　　前記前方部分と前記後方部分との間に位置する連続側面部分であって、前記連続側面
部分は、前記前方部分および前記後方部分を越えて放射状に突出しており、前記連続側面
部分は、前記ハウジング構造の側面を完全に取り囲んでおり、さらに、前記連続側面部分
の内部空洞は、前記眼球内デバイスを収納するための溝を形成している、前記連続側面部
分と、を含み、
　　前記ハウジング構造は、前記前側部分と前記後側部分との間の前記連続側面部分の中
点の面に関して対称である、前記ハウジング構造と、
　前記前方開口または前記後方開口の少なくとも１つに取り付けられるよう構成された屈
折面と、を含むことを特徴とする人工水晶体デバイス。
【請求項２】
　前記連続側面部分は、直線壁部分と、第１の湾曲部分と、第２の湾曲部分と、を含む請
求項１に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項３】
　前記直線壁部分は、前記前方開口および前記後方開口に対して略直交する請求項２に記
載の人工水晶体デバイス。
【請求項４】
　前記第１の湾曲部分は、前記前方部分から延伸しており、前記第２の湾曲部分は、前記
後方部分から延伸している請求項２に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項５】
　前記屈折面は、等凸である請求項１に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項６】
　前記屈折面は、前記屈折面を、前記前方開口または前記後方開口の少なくとも１つに固
定するための複数のタブを含み、前記複数のタブは、前後方向において交互に、前記屈折
面から突出している請求項１に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項７】
　前記複数のタブは、前記デバイスの内部および前記デバイスの外部に交互に固定される
よう構成されている請求項６に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項８】
　前記複数のタブのそれぞれは、前記タブを前記デバイスに固定する、または、強膜固定
のための縫合を保持するためのアイレット開口を含む請求項６に記載の人工水晶体デバイ
ス。
【請求項９】
　前記屈折面は、前記ハウジング構造に取り付けられることなく、前記ハウジング構造と
は別々に、前記ナチュラル水晶体嚢内に挿入可能である請求項１に記載の人工水晶体デバ
イス。
【請求項１０】
　前記屈折面は、－３５Ｄから＋３５Ｄの間の屈折力を含む請求項１に記載の人工水晶体
デバイス。
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【請求項１１】
　前記屈折面は、摩擦係合により、前記前方開口または前記後方開口の少なくとも１つに
固定されている請求項１に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項１２】
　前記屈折面は、縫合により、前記前方開口または前記後方開口の少なくとも１つに固定
されている請求項１に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項１３】
　前記屈折面は、前記連続側面部分の前記内部空洞内における配置のための眼球内レンズ
の選択のための参照点として利用可能である請求項１に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項１４】
　前記溝は、前記眼球内デバイスの水晶体テンションリングまたはハプティックを収納す
るよう構成されている請求項１に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項１５】
　前記眼球内デバイスは、眼球内レンズ、眼球内圧力センサー、電子眼球内圧力センサー
、光電池、太陽電池、バッテリー、コンピューター、アンテナ、センサー、固定デバイス
、水晶体テンションリング、電子デバイス、電子遠近調整眼球内レンズ、液晶ディスプレ
イオプティック、入力／出力デバイス、またはこれらの１つ以上のコンポーネントの少な
くとも１つである請求項１に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項１６】
　前記デバイスは、シリコーン、ヒドロゲル、コラマー、アクリル、またはアクリル誘導
体を含む請求項１に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項１７】
　前記デバイスは、前記ナチュラル水晶体嚢内に挿入された際に自己拡張可能である請求
項１に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項１８】
　前記デバイスは、前記ナチュラル水晶体嚢内への挿入のために変形可能である請求項１
に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項１９】
　前記眼球内デバイスは、ガリレオ望遠鏡または顕微鏡の少なくとも１つを含む請求項１
に記載の人工水晶体デバイス。
【請求項２０】
　前記眼球内デバイスは、電子遠近調整眼球内レンズを含む請求項１に記載の人工水晶体
デバイス。

 
【発明の詳細な説明】
【関連出願への相互参照】
【０００１】
　本出願は、２０１６年１０月２１日付で出願された米国仮特許出願第６２／４１１，１
２９号、２０１６年１１月１４日付で出願された米国仮特許出願第６２／４２１，９２９
号、２０１７年２月２１日付で出願された米国仮特許出願第６２／４６１，６７５号、お
よび２０１７年５月３日付で出願された米国仮特許出願第６２／５００，９３２の３５Ｕ
．Ｓ．Ｃ．§１１９（ｃ）に基づく利益を主張し、３７Ｃ．Ｆ．Ｒ．§１．５７に基づき
、これらのそれぞれの全体が参照により本明細書に援用される。本出願とともに提出され
た出願データシートにおいて特定される外国または国内優先権主張のための任意および全
ての出願が、３７Ｃ．Ｆ．Ｒ．§１．５７に基づき、参照により本明細書に援用される。
【技術分野】
【０００２】
　本出願は、眼球内への挿入のための人工水晶体デバイス、システム、および方法に関す
る。
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【背景技術】
【０００３】
［説明］
　白内障手術は、米国において、最も成功実績があり、最も頻繁に実行される外科手術処
置の１つである。毎年、数百万の人々が、本処置のおかげで、彼らの視覚機能の劇的な改
善を達成している。米国においてリタイア年齢に達した人口の割合の増加に伴い、これか
ら２０年に渡り白内障手術に対する需要が、毎年３百３十万人から６百万人超と、約２倍
となることが予想されている。増加する需要に応え、より多くの眼科医が訓練され、白内
障手術を実行する資格を得ることになるであろうし、訓練され資格を得た眼科医は、毎年
より多くの白内障手術を実行するであろう。
【発明の概要】
【０００４】
　本明細書で記述される様々な実施形態は、眼球内への挿入のための人工水晶体デバイス
、システム、および方法に関する。いくつかの実施形態において、人工水晶体デバイスは
、水晶体を除去した後に眼球内に挿入されるよう構成され、眼球内デバイスを収納可能な
ハウジング構造を含んでいる。特定の実施形態において、前記ハウジング構造は、前方部
分であって、前記前方部分は、前記眼球内デバイスの挿入、除去、または交換の少なくと
も１つを可能にすることができる前方開口を含み、さらに、前記前方開口は、前記前方開
口を覆う屈折面と接合するよう、さらに構成されている、前記前方部分と、後方部分であ
って、前記後方部分は、前記眼球内デバイスの挿入、除去、または交換の少なくとも１つ
を可能とすることができる後方開口を含み、さらに、前記後方開口は、前記後方開口を覆
う屈折面と接合するよう、さらに構成されている、前記後方部分と、前記前方部分と前記
後方部分との間に位置する連続側面部分であって、前記連続側面部分は、前記前方部分お
よび前記後方部分を越えて放射状に突出しており、前記連続側面部分は、前記ハウジング
構造の側面を完全に取り囲んでおり、さらに、前記連続側面部分の内部空洞は、前記眼球
内デバイスを収納するための溝を形成している、前記連続側面部分と、を含み、前記ハウ
ジング構造は、前記前側部分と前記後側部分との間の前記連続側面部分の中点の面に関し
て対称である。
【０００５】
　特定の実施形態において、人工水晶体デバイスは、屈折面および少なくとも１つの追加
的な眼球内デバイスを保持することができる。特定の実施形態において、前記溝は、前記
眼球内デバイスのハプティックまたは他の眼球内デバイスに取り付けられる可能性がある
水晶体テンションリングを収納するよう構成されている。特定の実施形態において、前記
眼球内デバイスは、眼球内レンズ、眼球内圧力センサー、電子眼球内圧力センサー、光電
池、太陽電池、バッテリー、コンピューター、アンテナ、センサー、固定デバイス、水晶
体テンションリング、電子デバイス、電子遠近調整眼球内レンズ、液晶ディスプレイオプ
ティック、入力／出力デバイス、またはこれらの１つ以上のコンポーネントの少なくとも
１つである。特定の実施形態において、人工水晶体デバイスは、シリコーン、ヒドロゲル
、コラマー、アクリル、またはアクリル誘導体の少なくとも１つを含む。特定の実施形態
において、前記人工水晶体デバイスは、前記ナチュラル水晶体嚢内に挿入された際に自己
拡張可能である。特定の実施形態において、前記人工水晶体デバイスは、前記ナチュラル
水晶体嚢内への挿入のために変形可能である。
【０００６】
　特定の実施形態において、前記連続側面部分は、直線壁部分と、第１の湾曲部分と、第
２の湾曲部分と、を含む。特定の実施形態において、前記直線壁は、前記前方開口および
前記後方開口に対して略直交する。特定の実施形態において、前記第１の湾曲部分は、前
記前方部分から延伸しており、前記第２の湾曲部分は、前記後方部分から延伸している。
特定の実施形態において、前記眼球内デバイスは、ガリレオ望遠鏡または顕微鏡の少なく
とも１つを含む。特定の実施形態において、前記眼球内デバイスは、電子遠近調整眼球内
レンズを含む。



(5) JP 2019-535362 A 2019.12.12

10

20

30

40

50

【０００７】
　特定の実施形態において、前記人工水晶体デバイスは、等凸屈折面を含み、前記屈折面
は、前記屈折面を、前記円形の前方開口または前記円形の後方開口の少なくとも１つに固
定するための複数のタブを含み、前記複数のタブは、前後方向において交互に、前記屈折
面から突出している。特定の実施形態において、前記複数のタブは、前記デバイスの内部
および前記デバイスの外部に交互に固定されるよう構成されている。特定の実施形態にお
いて、前記複数のタブのそれぞれは、前記タブを前記デバイスに固定する、または、強膜
固定のための縫合を保持するためのアイレット開口を含む。特定の実施形態において、前
記屈折面は、前記ハウジング構造に取り付けられることなく、前記ハウジング構造とは別
々に、前記ナチュラル水晶体嚢内に挿入可能である。
【０００８】
　特定の実施形態において、前記屈折面は、－３５Ｄから＋３５Ｄの間の屈折力を含む。
特定の実施形態において、前記屈折面は、摩擦係合により、前記円形の前方開口または前
記円形の後方開口の少なくとも１つに固定されている。特定の実施形態において、前記屈
折面は、縫合により、前記円形の前方開口または前記円形の後方開口の少なくとも１つに
固定されている。特定の実施形態において、前記屈折面は、前記連続側面部分の前記内部
空洞内における配置のための眼球内のレンズの選択のための参照点として利用可能である
。特定の実施形態において、前記屈折面は、－３５Ｄより小さい屈折力を含む。特定の実
施形態において、前記屈折面は、＋３５Ｄよりも大きな屈折力を含む。
【０００９】
　上において要約され、さらに以下において詳細に説明される方法は、１人の実施者によ
って行われる特定のアクションを記述するが、これらの工程は、第三者によるこれらのア
クションの指示をも含み得ることは理解されるべきである。よって、「眼球内レンズを人
工水晶体デバイス内に挿入する」とのようなアクションは、「人工水晶体デバイス内への
眼球内レンズの挿入を指示する」ことを含み得る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　添付の素面と共に以下の詳細な説明を参照することにより、以下に記述されるデバイス
および方法のより良い理解が適切になされるであろう。
【００１１】
【図１Ａ】図１Ａは、例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【００１２】
【図１Ｂ】図１Ｂは、図１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの別の前方側の斜視図である
。
【００１３】
【図１Ｃ】図１Ｃは、図１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの後方側の斜視図である。
【００１４】
【図１Ｄ】図１Ｄは、図１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図である。
【００１５】
【図１Ｅ】図１Ｅは、図１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図である。
【００１６】
【図１Ｆ】図１Ｆは、図１Ｅの１Ｆ－１Ｆ線に沿った、図１Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００１７】
【図１Ｇ】図１Ｇは、図１Ｅの１Ｇ－１Ｇ線に沿った、図１Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００１８】
【図２Ａ】図２Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【００１９】
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａの例示的な人工水晶体デバイスの別の前方側の斜視図である
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【００２０】
【図２Ｃ】図２Ｃは、図２Ａの例示的な人工水晶体デバイスの後方側の斜視図である。
【００２１】
【図２Ｄ】図２Ｄは、図２Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図である。
【００２２】
【図２Ｅ】図２Ｅは、図２Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図である。
【００２３】
【図２Ｆ】図２Ｆは、図２Ｅの２Ｆ－２Ｆ線に沿った、図２Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００２４】
【図２Ｇ】図２Ｇは、図２Ｅの２Ｇ－２Ｇ線に沿った、図２Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００２５】
【図３Ａ】図３Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【００２６】
【図３Ｂ】図３Ｂは、図３Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図である。
【００２７】
【図３Ｃ】図３Ｃは、図３Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図である。
【００２８】
【図３Ｄ】図３Ｄは、図３Ｂの３Ｄ－３Ｄ線に沿った、図３Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００２９】
【図４Ａ】図４Ａは、互いに接合された図３Ａの２つの（２）例示的な人工水晶体デバイ
スの前方側の斜視図である。
【００３０】
【図４Ｂ】図４Ｂは、互いに接合された図３Ａの２つの（２）例示的な人工水晶体デバイ
スの後方側の斜視図である。
【００３１】
【図４Ｃ】図４Ｃは、互いに接合された図３Ａの２つの（２）例示的な人工水晶体デバイ
スの前方側の平面図である。
【００３２】
【図４Ｄ】図４Ｄは、互いに接合された図３Ａの２つの（２）例示的な人工水晶体デバイ
スの側面側の平面図である。
【００３３】
【図４Ｅ】図４Ｅは、図４Ｃの４Ｅ－４Ｅ線に沿った、互いに接合された図３Ａの２つの
（２）例示的な人工水晶体デバイスの断面図である。
【００３４】
【図５Ａ】図５Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【００３５】
【図５Ｂ】図５Ｂは、図５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの後方側の斜視図である。
【００３６】
【図５Ｃ】図５Ｃは、図５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図である。
【００３７】
【図５Ｄ】図５Ｄは、図５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図である。
【００３８】
【図５Ｅ】図５Ｅは、図５Ｃの５Ｅ－５Ｅ線に沿った、図５Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００３９】
【図５Ｆ】図５Ｆは、図５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの別の側面側の平面図である
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。
【００４０】
【図５Ｇ】図５Ｇは、図５Ｆの５Ｇ－５Ｇ線に沿った、図５Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００４１】
【図６Ａ】図６Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【００４２】
【図６Ｂ】図６Ｂは、図６Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図である。
【００４３】
【図６Ｃ】図６Ｃは、図６Ｂの６Ｃ－６Ｃ線に沿った、図６Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００４４】
【図６Ｄ】図６Ｄは、図６Ｂの６Ｄ－６Ｄ線に沿った、図６Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００４５】
【図７Ａ】図７Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【００４６】
【図７Ｂ】図７Ｂは、図７Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図である。
【００４７】
【図７Ｃ】図７Ｃは、図７Ｂの７Ｃ－７Ｃ線に沿った、図７Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００４８】
【図７Ｄ】図７Ｄは、図７Ｂの７Ｄ－７Ｄ線に沿った、図７Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００４９】
【図８Ａ】図８Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【００５０】
【図８Ｂ】図８Ｂは、図８Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図である。
【００５１】
【図８Ｃ】図８Ｃは、図８Ｂの８Ｃ－８Ｃ線に沿った、図８Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００５２】
【図８Ｄ】図８Ｄは、図８Ｂの８Ｄ－８Ｄ線に沿った、図８Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００５３】
【図９Ａ】図９Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【００５４】
【図９Ｂ】図９Ｂは、図９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図である。
【００５５】
【図９Ｃ】図９Ｃは、図９Ｂの９Ｃ－９Ｃ線に沿った、図９Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００５６】
【図９Ｄ】図９Ｄは、図９Ｂの９Ｄ－９Ｄ線に沿った、図９Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図である。
【００５７】
【図１０Ａ】図１０Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【００５８】
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、図１０Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図であ
る。
【００５９】



(8) JP 2019-535362 A 2019.12.12

10

20

30

40

50

【図１０Ｃ】図１０Ｃは、図１０Ｂの１０Ｃ－１０Ｃ線に沿った、図１０Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００６０】
【図１０Ｄ】図１０Ｄは、図１０Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図であ
る。
【００６１】
【図１１Ａ】図１１Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【００６２】
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、図１１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図であ
る。
【００６３】
【図１１Ｃ】図１１Ｃは、図１１Ｂの１１Ｃ－１１Ｃ線に沿った、図１１Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００６４】
【図１１Ｄ】図１１Ｄは、図１１Ｂの１１Ｄ－１１Ｄ線に沿った、図１１Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００６５】
【図１２Ａ】図１２Ａは、図１１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの別の前方側の平面図
である。
【００６６】
【図１２Ｂ】図１２Ｂは、図１２Ａの１２Ｂ－１２Ｂ線に沿った、図１１Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００６７】
【図１２Ｃ】図１２Ｃは、図１２Ａの１２Ｃ－１２Ｃ線に沿った、図１１Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００６８】
【図１２Ｄ】図１２Ｄは、図１２Ａの１２Ｄ－１２Ｄ線に沿った、図１１Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００６９】
【図１２Ｅ】図１２Ｅは、図１２Ａの１２Ｅ－１２Ｅ線に沿った、図１１Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００７０】
【図１２Ｆ】図１２Ｆは、図１２Ａの１２Ｆ－１２Ｆ線に沿った、図１１Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００７１】
【図１２Ｇ】図１２Ｇは、図１２Ａの１２Ｇ－１２Ｇ線に沿った、図１１Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００７２】
【図１３Ａ】図１３Ａは、二次的なデバイスが内部に挿入された図１１Ａの例示的な人工
水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【００７３】
【図１３Ｂ】図１３Ｂは、二次的なデバイスが内部に挿入された図１１Ａの例示的な人工
水晶体デバイスの前方側の平面図である。
【００７４】
【図１３Ｃ】図１３Ｃは、図１３Ｂの１３Ｃ－１３Ｃ線に沿った、二次的なデバイスが内
部に挿入された図１１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図である。
【００７５】
【図１３Ｄ】図１３Ｄは、図１３Ｂの１３Ｄ－１３Ｄ線に沿った、二次的なデバイスが内
部に挿入された図１１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図である。
【００７６】
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【図１４Ａ】図１４Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【００７７】
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図であ
る。
【００７８】
【図１４Ｃ】図１４Ｃは、図１４Ｂの１４Ｃ－１４Ｃ線に沿った、図１４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００７９】
【図１４Ｄ】図１４Ｄは、図１４Ｂの１４Ｄ－１４Ｄ線に沿った、図１４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００８０】
【図１５Ａ】図１５Ａは、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの別の前方側の斜視図
である。
【００８１】
【図１５Ｂ】図１５Ｂは、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの別の前方側の平面図
である。
【００８２】
【図１５Ｃ】図１５Ｃは、図１５Ｂの１５Ｃ－１５Ｃ線に沿った、図１４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの別の断面図である。
【００８３】
【図１５Ｄ】図１５Ｄは、図１５Ｂの１５Ｄ－１５Ｄ線に沿った、図１４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの別の断面図である。
【００８４】
【図１６Ａ】図１６Ａは、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの別の前方側の平面図
である。
【００８５】
【図１６Ｂ】図１６Ｂは、図１６Ａの１６Ｂ－１６Ｂ線に沿った、図１４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００８６】
【図１６Ｃ】図１６Ｃは、図１６Ａの１６Ｃ－１６Ｃ線に沿った、図１４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００８７】
【図１６Ｄ】図１６Ｄは、図１６Ａの１６Ｄ－１６Ｄ線に沿った、図１４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００８８】
【図１６Ｅ】図１６Ｅは、図１６Ａの１６Ｅ－１６Ｅ線に沿った、図１４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００８９】
【図１６Ｆ】図１６Ｆは、図１６Ａの１６Ｆ－１６Ｆ線に沿った、図１４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００９０】
【図１６Ｇ】図１６Ｇは、図１６Ａの１６Ｇ－１６Ｇ線に沿った、図１４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００９１】
【図１６Ｈ】図１６Ｈは、図１６Ａの１６Ｇ－１６Ｇ線に沿った、図１４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【００９２】
【図１７Ａ】図１７Ａは、人工水晶体デバイスと共に用いられるよう構成された例示的な
ハプティックの前方側の斜視図である。
【００９３】
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【図１７Ｂ】図１７Ｂは、図１７Ａの例示的なハプティックの前方側の平面図である。
【００９４】
【図１７Ｃ】図１７Ｃは、図１７Ａの例示的なハプティックの側面図である。
【００９５】
【図１８Ａ】図１８Ａは、二次的なデバイスが内部に挿入された図１４Ａの例示的な人工
水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【００９６】
【図１８Ｂ】図１８Ｂは、二次的なデバイスが内部に挿入された図１４Ａの例示的な人工
水晶体デバイスの前方側の平面図である。
【００９７】
【図１８Ｃ】図１８Ｃは、図１８Ｂの１８Ｃ－１８Ｃ線に沿った、二次的なデバイスが内
部に挿入された図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図である。
【００９８】
【図１８Ｄ】図１８Ｄは、図１８Ｂの１８Ｄ－１８Ｄ線に沿った、二次的なデバイスが内
部に挿入された図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図である。
【００９９】
【図１８Ｅ】図１８Ｅは、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの一部分の前方側の平
面図である。
【０１００】
【図１９Ａ】図１９Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【０１０１】
【図１９Ｂ】図１９Ｂは、図１９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図であ
る。
【０１０２】
【図１９Ｃ】図１９Ｃは、図１９Ｂの１９Ｃ－１９Ｃ線に沿った、図１９Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１０３】
【図１９Ｄ】図１９Ｄは、図１９Ｂの１９Ｄ－１９Ｄ線に沿った、図１９Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１０４】
【図１９Ｅ】図１９Ｅは、図１９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図であ
る。
【０１０５】
【図１９Ｆ】図１９Ｆは、図１９Ｄの１９Ｆ－１９Ｆ線に沿った、図１９Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１０６】
【図２０Ａ】図２０Ａは、人工水晶体デバイスと共に用いられるよう構成された例示的な
オプティックの前方側の斜視図である。
【０１０７】
【図２０Ｂ】図２０Ｂは、図２０Ａの例示的なオプティックの前方側の平面図である。
【０１０８】
【図２０Ｃ】図２０Ｃは、図２０Ｂに示された前方側の平面図の長軸に沿った、図２０Ａ
の例示的なオプティックの側面側の平面図である。
【０１０９】
【図２０Ｄ】図２０Ｄは、図２０Ｂに示された前方側の平面図の短軸に沿った、図２０Ａ
の例示的なオプティックの側面側の平面図である。
【０１１０】
【図２１Ａ】図２１Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【０１１１】
【図２１Ｂ】図２１Ｂは、図２１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図であ



(11) JP 2019-535362 A 2019.12.12

10

20

30

40

50

る。
【０１１２】
【図２１Ｃ】図２１Ｃは、図２１Ｂの２１Ｃ－２１Ｃ線に沿った、図２１Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１１３】
【図２１Ｄ】図２１Ｄは、図２１Ｂの２１Ｄ－２１Ｄ線に沿った、図２１Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１１４】
【図２２Ａ】図２２Ａは、人工水晶体デバイスと共に用いられるよう構成され得る例示的
な屈折面または眼球内レンズの前方側の斜視図である。
【０１１５】
【図２２Ｂ】図２２Ｂは、図２２Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズの前方側の平面
図である。
【０１１６】
【図２２Ｃ】図２２Ｃは、図２２Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズの側面側の平面
図である。
【０１１７】
【図２２Ｄ】図２２Ｄは、図２２Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズの別の側面側の
平面図である。
【０１１８】
【図２３Ａ】図２３Ａは、人工水晶体デバイスと共に用いられるよう構成された例示的な
遠近調整オプティックデバイスの前方側の平面図である。
【０１１９】
【図２３Ｂ】図２３Ｂは、人工水晶体デバイスと共に用いられる図２３Ａの例示的な遠近
調整オプティックデバイスを含む例示的な遠近調整オプティックシステムの前方側の平面
図である。
【０１２０】
【図２３Ｃ】図２３Ｃは、人工水晶体デバイスの短軸に沿った、図２３Ｂの例示的な遠近
調整オプティックシステムの断面図である。
【０１２１】
【図２３Ｄ】図２３Ｄは、遠近調整オプティックシステムの例示的な制御プロセスを示す
ブロック図である。
【０１２２】
【図２３Ｅ】図２３Ｅは、遠近調整オプティックシステムの別の例示的な制御プロセスを
示すブロック図である。
【０１２３】
【図２４Ａ】図２４Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【０１２４】
【図２４Ｂ】図２４Ｂは、図２４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図であ
る。
【０１２５】
【図２４Ｃ】図２４Ｃは、図２４Ｂの２４Ｃ－２４Ｃ線に沿った、図２４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１２６】
【図２４Ｄ】図２４Ｄは、図２４Ｂの２４Ｄ－２４Ｄ線に沿った、図２４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１２７】
【図２４Ｅ】図２４Ｅは、図２４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図であ
る。
【０１２８】
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【図２４Ｆ】図２４Ｆは、図２４Ｄの２４Ｆ－２４Ｆ線に沿った、図２４Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１２９】
【図２５Ａ】図２５Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【０１３０】
【図２５Ｂ】図２５Ｂは、図２５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図であ
る。
【０１３１】
【図２５Ｃ】図２５Ｃは、図２５Ｂの２５Ｃ－２５Ｃ線に沿った、図２５Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１３２】
【図２５Ｄ】図２５Ｄは、図２５Ｂの２５Ｄ－２５Ｄ線に沿った、図２５Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１３３】
【図２６Ａ】図２６Ａは、人工水晶体デバイスと共に用いられるよう構成された別の例示
的な屈折面または眼球内レンズの前方側の斜視図である。
【０１３４】
【図２６Ｂ】図２６Ｂは、図２６Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズの前方側の平面
図である。
【０１３５】
【図２６Ｃ】図２６Ｃは、図２６Ｂの２６Ｃ－２６Ｃ線に沿った、図２６Ａの例示的な屈
折面または眼球内レンズの断面図である。
【０１３６】
【図２６Ｄ】図２６Ｄは、図２６Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズの側面側の平面
図である。
【０１３７】
【図２７Ａ】図２７Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【０１３８】
【図２７Ｂ】図２７Ｂは、図２５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図であ
る。
【０１３９】
【図２７Ｃ】図２７Ｃは、図２７Ｂの２７Ｃ－２７Ｃ線に沿った、図２７Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１４０】
【図２７Ｄ】図２７Ｄは、図２７Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図であ
る。
【０１４１】
【図２８Ａ】図２８Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【０１４２】
【図２８Ｂ】図２８Ｂは、図２８Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図であ
る。
【０１４３】
【図２８Ｃ】図２８Ｃは、図２８Ｂの２８Ｃ－２８Ｃ線に沿った、図２８Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１４４】
【図２８Ｄ】図２８Ｄは、図２８Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図であ
る。
【０１４５】
【図２９Ａ】図２９Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【０１４６】
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【図２９Ｂ】図２９Ｂは、図２９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図であ
る。
【０１４７】
【図２９Ｃ】図２９Ｃは、図２９Ｂの２９Ｃ－２９Ｃ線に沿った、図２９Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１４８】
【図２９Ｄ】図２９Ｄは、図２９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図であ
る。
【０１４９】
【図３０Ａ】図３０Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図である。
【０１５０】
【図３０Ｂ】図３０Ｂは、図３０Ａの３０Ｂ－３０Ｂ線に沿った、図３０Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１５１】
【図３１Ａ】図３１Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【０１５２】
【図３１Ｂ】図３１Ｂは、図３１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図であ
る。
【０１５３】
【図３１Ｃ】図３１Ｃは、図３１Ｂの３１Ｃ－３１Ｃ線に沿った、図３１Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１５４】
【図３１Ｄ】図３１Ｄは、図３１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図であ
る。
【０１５５】
【図３２Ａ】図３２Ａは、人工水晶体デバイスと共に用いられるよう構成された別の例示
的な屈折面または眼球内レンズの前方側の斜視図である。
【０１５６】
【図３２Ｂ】図３２Ｂは、図３２Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズの前方側の平面
図である。
【０１５７】
【図３２Ｃ】図３２Ｃは、図３２Ｂの３２Ｃ－３２Ｃ線に沿った、図３２Ａの例示的な屈
折面または眼球内レンズの断面図である。
【０１５８】
【図３２Ｄ】図３２Ｄは、図３２Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズの側面側の平面
図である。
【０１５９】
【図３３Ａ】図３３Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【０１６０】
【図３３Ｂ】図３３Ｂは、図３３Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図であ
る。
【０１６１】
【図３３Ｃ】図３３Ｃは、図３３Ｂの３３Ｃ－３３Ｃ線に沿った、図３３Ａの例示的な人
工水晶体デバイスの断面図である。
【０１６２】
【図３４】図３４は、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
【０１６３】
【図３５Ａ】図３５Ａは、例示的なチューブ状デバイスの側面側の斜視図である。
【０１６４】
【図３５Ｂ】図３５Ｂは、別の例示的なチューブ状デバイスの側面側の斜視図である。
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【０１６５】
【図３５Ｃ】図３５Ｃは、別の例示的なチューブ状デバイスの側面側の斜視図である。
【０１６６】
【図３５Ｄ】図３５Ｄは、別の例示的なチューブ状デバイスの側面側の斜視図である。
【０１６７】
【図３５Ｅ】図３５Ｅは、別の例示的なチューブ状デバイスの側面側の斜視図である。
【０１６８】
【図３６】図３６は、例示的な人工水晶体デバイスと、例示的なチューブ状デバイスと、
を含む例示的な人工水晶体システムの前方側の斜視図である。
【０１６９】
【図３７】図３７は、眼球内における図３６の例示的な人工水晶体システムの前方側の斜
視図である。
【０１７０】
【図３８Ａ】図３８Ａは、例示的な人工水晶体デバイスと、例示的なチューブ状デバイス
と、例示的な閉じ込め構造と、を含む例示的な人工水晶体システムの前方側の斜視－部分
解図である。
【０１７１】
【図３８Ｂ】図３８Ｂは、図３８Ａの例示的な人工水晶体システムの前方側の斜視図であ
る。
【０１７２】
【図３９】図３９は、眼球内における別の例示的な人工水晶体システムの前方側の斜視図
である。
【０１７３】
【図４０】図４０は、チューブ状デバイスを含む人工水晶体システムの例示的な制御プロ
セスを示すブロック図である。
【０１７４】
【図４１】図４１は、チューブ状デバイスを含む人工水晶体システムの別の例示的な制御
プロセスを示すブロック図である。
【０１７５】
【図４２】図４２は、眼球内におけるチューブ状デバイスを含む別の例示的な人工水晶体
システムの前方側の斜視図である。
【０１７６】
【図４３】図４３は、ユーザーの鼻梁を覆うように配置されるよう構成された例示的なＡ
Ｒ／ＶＲ投影デバイスまたはシステムの斜視図である。
【０１７７】
【図４４】図４４は、プリズムまたはプリズムバーを含む例示的な人工水晶体デバイスの
斜視図である。
【０１７８】
【図４５】図４５は、人工水晶体デバイス、および／または、ＡＲ／ＶＲ投影デバイスま
たはシステムと共に用いられるよう構成された例示的なプリズムまたはプリズムバーの斜
視図である。
【０１７９】
【図４６】図４６は、人工水晶体デバイスシステムの１つ以上の実施形態を実施するため
のソフトウェアを実行するよう構成されたコンピューターハードウェアシステムの例を示
すブロック図である。
【０１８０】
【図４７】図４７は、人工水晶体デバイスシステムの１つ以上の実施形態を実施するため
のソフトウェアを実行するよう構成されたコンピューターハードウェアシステムの別の例
を示すブロック図である。
【０１８１】
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【図４８】図４８は、人工水晶体デバイスシステムの１つ以上の実施形態を実施するため
のソフトウェアを実行するよう構成されたコンピューターハードウェアシステムの別の例
を示すブロック図である。
【発明の詳細な説明】
【０１８２】
　白内障手術の需要の増加に加え、技術的進歩は、手術についての患者の期待を高めてい
る。短時間で処置を実行できるようになり、さらに、患者は、視覚機能の迅速な回復を期
待する。また、患者は、彼ら／彼女らの眼科医に対し、いくつか例を挙げると、多焦点眼
球内レンズ、老眼修正レンズ、円環体レンズ、および単眼視野等のような眼鏡を使用する
ことなく、より若々しい頃の視覚の解像度を、彼ら／彼女らに与えてくれるよう求める。
手術前の正確な測定や素晴らしい手術テクニックにも関わらず、手術には多くの制御不能
な変数が含まれ、望まれているような屈折力の結果は、多くの幸運を必要とするものであ
る。過去の手術された白内障患者の２０－５０％は、眼鏡または後追いの屈折力強化手術
の恩恵を受け、彼ら／彼女らの望む屈折力のエンドポイントを達成する。この多くの屈折
率の予測不可能性の主たる理由の１つは、エフェクティブレンズポジション（ＥＬＰ：Ef
fective Lens Position）として数学的に表現され、白内障手術の現状では、大きく変化
し得、さらに、予測不能な、眼球内でのレンズインプラントの最終的な静止位置にあるも
のと信じられている。近年、何億ドルもの資金が、外科嚢切開術および角膜切開術のサイ
ズや形状をより正確に制御可能で、ＥＬＰの変動性を低減させるという所定の目標を持ち
、より良い屈折率の結果を補助することができる、より高度に洗練されたフェムト秒レー
ザーシステムの開発に投じられている。残念ながら、フェムト秒レーザーシステムの向上
された正確さは、いまだ、白内障、ナチュラル水晶体嚢、および眼球内レンズインプラン
ト（ＩＯＬ： Intraocular Lens Implant）間の体積差である、ＥＬＰの変動性を悪化さ
せる主たる課題に対応できていない。
【０１８３】
　米国特許第８，９００，３００号、米国特許第９，４１４，９０７号、および米国特許
第９，３５８，１０３号において、白内障手術における所望の屈折率のエンドポイントを
提供することを支援するデバイスおよび方法が記述されており、これらのそれぞれの全体
が、参照によりここに援用される。本出願において参照される全ての特許、特許出願、お
よび他の書類の全体が、参照によりここに援用される。
【０１８４】
　図１Ａは、人工水晶体デバイス１００の１例の前方側の斜視図を示している。図１Ｂは
、図１Ａの例示的な人工水晶体デバイス１００の別の前方側の斜視図を示している。
【０１８５】
　いくつかの実施形態において、デバイス１００は、参照により全体またはその変形がこ
こに援用される米国特許第９，３５８，１０３号に記述されたデバイスに対して記述され
た複数の特徴を備えている。例えば、デバイス１００は、前方面１０２と、後方面１０４
と、前方面１０２と後方面１０４との間で延伸する１つ以上の側壁１０６と、前方面１０
２、後方面１０４、および１つ以上の側壁１０６によって規定される空洞または開口１０
８と、を含み得、さらに、後方面１０４は、選択的に、屈折面１１０を含む。したがって
、デバイス１００は、屈折面１１０と、空洞１０８内において保持される二次的または追
加的な眼球内レンズ、電子デバイス、または他の眼球内デバイスとの双方を含むよう構成
され得る。
【０１８６】
　後方面１０４の少なくとも一部分は、例えば、既に眼球内にある既知のレンズと共に手
術中において偽水晶体屈折が実行されることを可能とし得る屈折面を含み得る。屈折面１
１０は、約＋１ジオプターの屈折力を含み得る。他の実施形態において、屈折面１１０は
、球面、非球面、波面、凸、凹、多焦点（回折、屈折、帯状）、円環、遠近調整可能、紫
外線（ＵＶ）フィルター、回折色収差低減レンズ、光量調整可能レンズ（紫外線光調整可
能、フェムト秒レーザーラッピング）、および任意の正のジオプター値（例えば、＋３５
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Ｄ以上を含む）から任意の負のジオプター値（例えば、－３５Ｄ以下を含む）までの範囲
の光学パワーを含むが、これに限定されない、眼球内レンズの分野において現在既知の任
意および全てのレンズパワーおよびデザインを含み得る。
【０１８７】
　屈折面１１０は、デバイス１００内に配置されるＩＯＬの屈折力を有利に低減してもよ
い。例えば、デバイスが屈折面１１０を備えていない場合（例えば、シンプルな、または
、変形されたリングから構成される場合）、１つ以上のＩＯＬデバイスが屈折力の全てを
提供する必要があり、これはＩＯＬの体積を増加させることになり得、より大きな切り口
および関連する合併症を引き起こす。眼球内に埋め込まれた屈折面１１０を含むデバイス
１００は、屈折面１１０に接合される（例えば、内部に位置する、隣接して位置する、お
よび／またはその上面に位置する）第２の屈折デバイスまたはＩＯＬの有効な使用を可能
とすることができる。後方屈折面１１０は、眼球のＥＬＰが、任意の残存屈折率エラーと
共に判別されることを可能とし得る。任意の更なる屈折エラーが発見された場合、第２の
屈折デバイスまたはＩＯＬを、屈折面１１０に（例えば、直ちに）追加することができ、
これにより、欠陥を無効化し、所望の結果が達成されることを確実にすることを支援する
ことができる。後方屈折面１１０は、正確に配置および固定され、および／または、視覚
の劣化に繋がり得る後方屈折面１１０の側方へのズレ、および／または、前後方向への位
置ズレ、回転、傾き等を抑制または防止し得る。
【０１８８】
　さらに、特定の実施形態において、デバイス１００は、１つ以上の追加的な特徴を備え
ている。例えば、デバイス１００は、箱型形状とは対照的な、全体として水晶体状または
レンズ状の形状を含み得る。換言すれば、デバイス１００の全体的な形状は、むしろナチ
ュラル水晶体の形状に近いものであってもよい。デバイス１００の全体的な水晶体状の形
状により、負および正の異常光視症のリスクを低減し得る。負の異常光視症は、白内障手
術における一般的な問題であり、一般的に、視覚内に一時的な暗い三日月状物が患者によ
り観測されるものであり、全内部反射として既知の光学的現象または光のケラレのいずれ
かによって引き起こされるものであると信じられている。これは、光学的エッジと、比較
的平坦な面を形成する、中身がなく、折り畳まれ、取り囲んでいる水晶体との接点におい
て発生し得、または、オプティックの一部分と重なる水晶体によって発生し得、最も一般
的には鼻の側面で発生し得る。インプラント可能なデバイス１００が全体としてレンズ状
の構成を備えている実施形態では、水晶体は、開かれたまま保持され、比較的平坦な面が
、後方および前方の水晶体の融合によって形成されないようになっている。より具体的に
は、光がデバイス１００の曲線スライス（例えば、シリコーンから形成可能である）に当
たったとき、光は、反射の代わりに、曲線スライスを通過してしまい、一般的に平坦面で
生じるように、負の影を生じさせてしまう。これは、１８０度平面における水平経線にお
いて特に当てはまる。したがって、いくつかの実施形態において、デバイス１００は、如
何なる平坦エッジまたは平坦面も含まない。換言すれば、デバイス１００の全ての面は、
曲面であり得る。平坦な光学面は、全内部反射を促進させ得るものであり、自然状態のナ
チュラルな人間の水晶体、または、水晶体皮膜には、存在しないものである。本明細書に
記述される実施形態のいくつかの１つの目的は、如何なる平坦光学面も有さないようにす
ることにより、負の異常光視症を低減することにある。
【０１８９】
　特定の実施形態において、デバイス１００の１つ以上の側壁１０６は、後方面１０４お
よび／または前方面１０２の周面全体から延伸する代わりに、後方面１０４および／また
は前方面１０２の一部分のみから延伸し得る。側壁１０６の外周面は、円の円弧を含み得
る。例えば、図示の実施形態では、デバイス１００は、それぞれ後方面１０４および／ま
たは屈折面１１０の周面の一部分のみから延伸する２つの側壁１０６Ａ、１０６Ｂを含ん
でいる。換言すれば、前方面１０２および後方面１０４の複数の特定の部分は、側壁によ
って接続されていない。
【０１９０】
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　デバイス１００の側面全体を取り囲む側壁を有する代わりに、側壁の一部分のみの存在
を有することによる数多くの利点が存在する。例えば、いくつかの箇所において側壁を有
さないようにすることにより、屈折面１１０の後方の領域に対してよりアクセスしやすく
なる。これは、デバイス１００のインプラント手術の際に、デバイス１００を埋め込んだ
直後またはすぐ後のレンズまたは屈折面１００の後方からの粘弾性物質の除去を容易にす
ることができるので、重要となり得る。側壁がデバイス１００の全体を取り囲んでいるデ
バイスでは、ナチュラル水晶体のスペースと、側壁水晶体嚢との間での操作を実行し、レ
ンズまたは屈折面１１０の後方に到達し、粘弾性物質を吸い取ることが困難となり得る。
後方面１０４のいくつかの部分に少なくとも沿って存在する側壁を有していない場合、粘
弾性物質を除去するためにレンズまたは屈折面１１０の後方の領域に到達することが実質
的に容易となり、さらに、粘弾性物質の残留による後方水晶体膨張症のリスクを実質的に
低減することができる。
【０１９１】
　さらに、後方面１０４のいくつかの部分に少なくとも沿って存在する側壁を有さないよ
うにすることにより、デバイス１００の全体体積を減少させることができる。したがって
、デバイス１００は、デバイス全体を取り囲む側壁を有するデバイスと比較して、より小
さなインジェクターおよび眼球内の切り口内に押し入れられることができる。換言すれば
、デバイス１００は折り畳み、巻き取り、また、図１Ｅの１Ｇ－１Ｇ線またはデバイスの
長軸が圧縮されるよう変形可能であり、これにより、デバイス１００の１Ｆ－１Ｆ線が圧
縮され、埋め込みのために、デバイス１００が小さなインジェクターおよび／または眼球
内の小さな切り口内に挿入されることを可能としている。例えば、いくつかの実施形態に
おいて、デバイス１００は、約２．２ｍｍの切り口を介して、眼球内に挿入され得る。他
の実施形態では、デバイス１００は、約１．５ｍｍ、約１．６ｍｍ、約１．７ｍｍ、約１
．８ｍｍ、約１．９ｍｍ、約２．０ｍｍ、約２．１ｍｍ、約２．２ｍｍ、約２．３ｍｍ、
約２．４ｍｍ、約２．５ｍｍ、約２．６ｍｍ、約２．７ｍｍ、約２．８ｍｍ、約２．９ｍ
ｍ、約３．０ｍｍ、約３．１ｍｍ、約３．２ｍｍ、約３．３ｍｍ、約３．４ｍｍ、約３．
５ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の切り口を介して眼球
内に挿入され得る。
【０１９２】
　また、デバイス１００のサイズを小さくすることにより、より大きなオプティックまた
はレンズの使用、例えば、前方面１０４上での使用および／または空洞１０８内に配置を
可能とすることができる。より具体的には、側壁のいくつかを除去することにより、デバ
イス１００自身の体積が減少するので、より大きなレンズまたは屈折面１１０をデバイス
１００において用いることができる。より大きなレンズまたは屈折面１１０の使用は、手
術後のハローおよび／またはグレアの低減に有利となり得る。例えば、夜間時のように、
瞳が５ｍｍより大きく拡張する際に、屈折面１１０の外側部分に到達する光は、集光され
ないであろう。より大きなレンズまたは屈折面１１０は、一般的に、このような問題に対
処、特に、瞳が、例えば、６ｍｍまたは７ｍｍに拡張する際の夜間の症状を防止するのに
より適している。
【０１９３】
　いくつかの実施形態において、レンズまたは屈折面１１０および／または１つ以上のハ
プティック１１２以外のデバイス１００の全体は、実質的に、シリコーンおよび／または
軟質のシリコーンポリマーを含み得る。さらに、特定の実施形態において、レンズまたは
屈折面１１０および／または１つ以上のハプティック１１２以外のデバイス１００の全体
は、実質的に、可撓性および／または弾性材料を含み得る。したがって、デバイス１００
は、小さな切り口を介した眼球内への埋め込みのために、折り畳み式または折り畳み可能
である。眼球内に挿入されると、デバイス１００は、ナチュラル水晶体嚢内において、自
然と折り畳みが解除され、図１Ａに示されているような自身の拡張構成となるよう自己拡
張する。特定の実施形態において、デバイス１００全体を取り囲む側壁を有さないデバイ
ス１００は、オプティックまたは屈折面１１０のサイズが、デバイスのインプラント手術
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における切り口に対する制限要素となるレベルにまで折り畳み可能である。
【０１９４】
　デバイス１００は、１つ以上の水晶体領域を含み得る。１つ以上の水晶体領域は、後方
側の屈折面１１０に加え、レンズまたは二次的なレンズを受ける、および／または、保持
するよう構成され得る。二次的なレンズ、ＩＯＬ、または他の光学デバイスをデバイス１
００内に挿入することにより、ガリレオおよび／または逆ガリレオ望遠鏡を提供すること
ができる。例えば、後方面１０４の一部分、前方面１０２の一部分、および側壁１０６Ａ
、１０６Ｂの一部分は、水晶体領域を規定することができる。図１Ａ－１Ｇに示された実
施形態において、デバイス１００は、２つの水晶体領域を含んでいる。第１の水晶体領域
は、後方面１０４の一部分と、前方面１０２の一部分と、側壁１０６Ａの一部分と、によ
って規定されている。同様に、第２の水晶体領域は、後方面１０４の別の一部分と、前方
面１０２の別の一部分と、側壁１０６Ｂの別の一部分とによって規定されている。他の実
施形態において、デバイス１００は、１、３、４、５、６、７、８、９、または１０個の
分離された水晶体領域を含み得る。
【０１９５】
　同様に、デバイス１００は、後方面１０４および／または屈折面１１０の周面の一部分
のみからそれぞれ延伸する１、２、３、４、５、６、７、８、９、または１０個の側壁１
０６を含み得る。いくつかの実施形態において、デバイス１００の１つ以上の側壁１０６
は、後方面１０４および／または屈折面１１０の周面の約１２０°から延伸し得る。他の
実施形態において、デバイス１００の１つ以上の側壁１０６は、後方面１０４および／ま
たは屈折面１１０の周面の約１５°、約３０°、約４５°、約６０°、約７５°、約９０
°、約１０５°、約１３５°、約１５０°、約１６５°、約１８０°、約１９５°、約２
１０°、約２２５°、約２４０°、約２５５°、約２７０°、約２８５°、約３００°、
約３１５°、約３３０°、約３４５°、および／または約３６０°から延伸し得る。特定
の実施形態において、デバイス１００の１つ以上の側壁１０６は、上述の値の２つによっ
て規定される周面範囲内で、後方面１０４および／または屈折面の周面の一部分から延伸
し得る。
【０１９６】
　いくつかの実施形態において、１つ以上の側壁１０６は、凹形状を含み得る。例えば、
１つ以上の側壁１０６の内面、および／または、屈折面１１０または後方面１０４の内面
は、空洞１０８を形成し得る。空洞は、例えば、ＩＯＬを保持するよう構成され得る。
【０１９７】
　いくつかの実施形態において、デバイス１００は、１つ以上のハプティック１１２を含
む。１つ以上のハプティック１１２は、ポリイミド、ＰＭＭＡ、ポリプロピレン、および
ナイロンのような硬質または半硬質材料から形成され得る。また、１つ以上のハプティッ
ク１１２は、代替的に、シリコーン、シリコーンポリマー、ＳＩＢＳ（ポリ（スチレン－
ブロック－イソブチレン－ブロック－スチレン））、アクリル、アクリルポリマー、ポリ
プロピレン、ポリカーボネート、およびゴアテックスのような生体適合性材料から形成す
ることができる。デバイス１００の１つ以上のハプティック１１２は、ナチュラル水晶体
嚢内においてデバイス１００のためのサポートを提供するために成長および係止する上皮
細胞を取り囲むための場所を提供することができる。
【０１９８】
　図示の実施形態において、デバイス１００は、例えば、ポリイミドから形成された２つ
のハプティック１１２を含む。他の実施形態において、デバイス１００は、１、３、４、
５、６、７、８、９、または１０個のハプティック１１２を含み得る。さらに、図示の形
態において、１つ以上のハプティック１１２は、側壁延伸の前方面に取り付け可能な四角
形または実質的に四角形の形状の外周の全体形状を含んでいる。図示のように、１つ以上
のハプティック１１２は、デバイス１００の後方面１０２と全体的に平行および／または
近くに位置し得、さらに、デバイス１００の外側に放射状に延伸しない。放射状に延伸す
るハプティックは瞳やナチュラル水晶体嚢の前方部分に引っかかる可能性があるので、こ
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れにより、インプラント手術の際の複雑性を防止することができ、インプラント手術の際
の利点を提供し得る。他の実施形態において、１つ以上のハプティック１１２は、デバイ
ス１００の後方面１０２および／または前方面１０４に対して全体的に平行および／また
は近くに位置する異なる形状、例えば、円形、楕円形、輪状、四角形、三角形等の形状を
含み得る。
【０１９９】
　いくつかの実施形態において、ハプティック１１２の一部分は、ハプティック１１２の
位置を保ち、ハプティック１１２の一部分が露出しないようにするために、デバイス１０
０内においてオーバーモールドされ得る。ハプティック１１２の別の一部分は、前方ナチ
ュラル水晶体嚢の下方に露出され得る。例えば、ハプティックの周辺部分は、オーバーモ
ールドされており、一方、中央部分は露出されている。ハプティック１１２の中央部分の
下方の、例えば、シリコーンから形成されているデバイス１００の一部分は、いくつかの
実施形態において、窪みをつけられ、または、凹状とされていてもよい。したがって、時
間と共に繊維バンドが形成され得、例えば、Ｙａｇ嚢切開術が実行される際に、接合（ア
ンカー）点として機能し、所定の場所で、デバイス１００を保持する。より具体的には、
前方および／または後方ナチュラル水晶体嚢を覆う上皮細胞が、ハプティック１１２の下
方のシリコーンデバイス１００の凹状領域内において複製および成長し、ハプティック１
１２の周囲で成長する。
【０２００】
　特定の実施形態において、デバイス１００の１つ以上のハプティック１１２は、「モン
キーバー（雲梯）」タイプの構成を含み得る。より具体的には、デバイス１００の一部分
、例えば、側壁の一部分が、凹状または窪みがつけられ得る。ハプティックは、凹状また
は窪んだ部分を越えて延伸し得る。例えば、ハプティックの一方の端部は、凹状または窪
んだ部分の一方の端部において、シリコーンまたはデバイス１００の他の材料によってオ
ーバーモールドされ得、ハプティックの他方の端部は、凹状または窪んだ部分の他方の端
部において、シリコーンまたはデバイス１００の他の材料によってオーバーモールドされ
得る。したがって、例えば、ポリイミドから形成されたハプティックは、デバイス１００
の外側面の外に放射状に延伸することなく、ハプティックの周りの全てに中身がない空間
が存在するよう形成され得る。これにより、いくつかの実施形態において、露出したハプ
ティックまたはポリイミドのより線を提供することができ、一方、ハプティックがデバイ
ス全体の一部として安定化される。上皮細胞は、ハプティックの周りで成長し、さらに、
モンキーバータイプの部分に沿った側面のサポートを提供するよう係止する。１つ以上の
このようなハプティックは、対称的な様態で、デバイス１００の各面上に設けられ得る。
【０２０１】
　いくつかの実施形態において、デバイス１００は、シングルモールドデザインを含む。
換言すれば、デバイス１００全体、または、レンズまたは屈折面１１０および／または１
つ以上のハプティック１１２を除くデバイス１００の実質的に全体が、材料の単一のピー
スから成形され得る。例えば、いくつかの実施形態において、デバイス１００の実質的に
全体が、シリコーン圧縮成形を用いたシリコーンの成形物であってもよい。特定の実施形
態において、例えばポリイミドから形成された１つ以上のハプティック１１２は、シリコ
ーンまたはデバイス１００の他の材料が金型内に流し込まれ、圧縮される前に、金型内に
配置される。他の実施形態において、デバイス１００またはその任意の部分が、３Ｄレー
ザーカッティング、二光子リソグラフィー、積層造形、３Ｄプリンティング、圧縮成形、
および／または、上述の製造プロセス等の組み合わせによって製造され得る。
【０２０２】
　図１Ｃは、図１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの後方側の斜視図を示している。図１
Ｄは、図１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図を示している。
【０２０３】
　デバイス１００は、選択的に、１つ以上の後方フィン１１４を含む。図示のデバイス１
００は、２つの後方フィン１１４Ａ、１１４Ｂを備えている。後方フィン１１４は、屈折
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面１１０の径と直線状になるよう配置されている。いくつかの実施形態において、複数の
後方フィン１１４（例えば、２、３、４、５、６、またはそれ以上のフィン１２４）は、
（例えば、約１８０°、約１２０°、約９０°、約７２°、約６０°等）で周方向にオフ
セットされていてもよい。いくつかの実施形態において、複数の後方フィン１１４（例え
ば、２、３、４、５、６、またはそれ以上のフィン１１４）の少なくともいくつか、また
は、全てが整列されていなくてもよい。
【０２０４】
　図示の形態において、２つの後方フィン１１４間の線は、デバイス１００の長軸に対し
て角度を形成する。例えば、２つの後方フィン１１４を接続する線と、デバイス１００の
長軸との間の角度は、約１０°、約２０°、約３０°、約４０°、約５０°、約６０°、
約７０°、約８０°、約９０°、約１００°、約１１０°、約１２０°、約１３０°、約
１４０°、約１５０°、約１６０°、約１７０°、約１８０°、および／または上述の値
の２つの間の範囲内であってもよい。特定の実施形態において、複数の後方フィン１１４
は、デバイス１００の長軸に沿って配置されている。他の実施形態において、複数の後方
フィン１１４は、デバイス１００の短軸に沿って配置されていてもよい。
【０２０５】
　後方フィン１１４は、デバイス１００と同じ材料またはデバイス１００とは異なる材料
を含んでいてもよい。後方フィン１１４は、ナチュラル水晶体嚢の後方面を、デバイス１
００の後方端１０４から、屈折面１１０の外側に放射状に離間させることを支援すること
ができる。ナチュラル水晶体嚢の後方面を、デバイス１００の後方端１０４から、屈折面
１１０の外側に放射状に離間させることは、液体が、屈折面１１０の外側に放射状に流れ
ることを可能とし、これにより、混濁の低減を支援することができる。ナチュラル水晶体
嚢の後方面を、デバイス１００の後方端１０４から、屈折面１１０の外側に放射状に離間
させることは、いくつかの残留ト捕捉フィブリンまたは炎症沈殿物が内部に含まれる粘弾
物質が残留する機会を減らすことができる。いくつかの実施形態において、後方フィン１
１４は、デバイス１００の後方から前方へ、デバイス１００の空洞内へ向けて延伸してい
てもよい。いくつかの実施形態において、後方フィンは、デバイス１００の粗いまたは不
透明化された内面および／または外面を含む（例えば、屈折面１１０の外側に放射状に延
伸する後方壁と同じ厚さおよび材料を有しているが、線列マークを提供するよう処置され
ている）。
【０２０６】
　デバイス１００は、フィン１１４の使用と共に、眼球内において戦略的に配列され得る
。例えば、眼球が乱視を有している場合、屈折面１１０が円環体レンズを含んでいるデバ
イス１００は、デバイス１００が適切に傾けられていた場合（例えば、角膜の傾き軸に合
わせて傾けられている場合）に、乱視を少なくとも部分的に修正するために使用され得る
。いくつかの実施形態において、少なくとも１つのフィン１１４は、デバイス１００の上
端または底を示すよう、異なっていてもよい（例えば、異なった形状、寸法等）。内部に
挿入されたＩＯＬの任意の回転傾きを許容するデバイスにおいて、円環ＩＯＬは回転し得
る。デバイス１００内に収納された円環屈折面１１０および／または円環ＩＯＬの配置の
ためにデバイス１００を配置することは、ＩＯＬ回転を制限し、体積を減らし、乱視を修
正するという利点を有利に提供し得る。例えば、二次的なＩＯＬのオプティックハプティ
ック接合は、１つ以上のフィン１１４に対して一列または他の関連付けとなるように配置
され、配置される二次的な円環ＩＯＬの最適な位置にデバイス１００を配置する手術を可
能とすることができる。いくつかの実施形態において、デバイスの後方の外側または前方
に放射状に延伸する１つ以上のフィン１１４は、例えば、デバイス１００の後方の透明お
よび／または半透明な自然物によって、屈折面１１０の内側から視認可能とされており、
二次的なＩＯＬまたはデバイスの整列を容易にすることができる。いくつかの実施形態に
おいて、１つ以上のフィン１１４は、二次的なＩＯＬまたはデバイスの整列を容易とする
ためにフィン１１４が視認可能となるよう、デバイス１００の後方の内側または前側に放
射状に延伸している。
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【０２０７】
　図１Ｅは、図１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図１
Ｆは、図１Ｅの１Ｆ－１Ｆ線に沿った、図１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を
示している。図１Ｇは、図１Ｅの１Ｇ－１Ｇ線に沿った、図１Ａの例示的な人工水晶体デ
バイスの断面図を示している。
【０２０８】
　図示の実施形態において、デバイス１００は、約５．５ｍｍの直径を有する屈折面１１
０を含む。他の実施形態において、デバイス１００は、約５．０ｍｍの直径を有する屈折
面１１０を含み得る。屈折面１１０、１１０は、約４ｍｍから約９ｍｍ（例えば、約４ｍ
ｍ、約５ｍｍ、約６ｍｍ、約７ｍｍ、約８ｍｍ、約９ｍｍ、およびこのような値の間の幅
等）の間の直径を有していてもよい。
【０２０９】
　このような実施形態において、デバイス１００は、約２．２ｍｍまたは約２．４ｍｍの
小さな切り口を介して挿入されるよう構成され得る。特定の実施形態において、デバイス
１００は、約１．５ｍｍから約３ｍｍ（例えば、約１．６ｍｍ、約１．７ｍｍ、約１．８
ｍｍ、約１．９ｍｍ、約２．０ｍｍ、約２．１ｍｍ、約２．２ｍｍ、約２．３ｍｍ、約２
．４ｍｍ、約２．５ｍｍ、約２．６ｍｍ、約２．７ｍｍ、約２．８ｍｍ、約２．９ｍｍ、
約３．０ｍｍ、およびこれらの値の間の幅等）の間の切り口を介して挿入可能である。
【０２１０】
　さらに、図示の実施形態において、デバイス１００の長軸の長さまたは１つの側壁１０
６Ａの最も外側の端部から別の側壁１０６Ｂの最も外側の端部まで、デバイス１００の長
軸に沿って測った長さは、約１０．００ｍｍであってもよい。他の実施形態において、デ
バイス１００の長軸の長さは、約５．００ｍｍ、約６．００ｍｍ、約７．００ｍｍ、約８
．００ｍｍ、約９．００ｍｍ、約１０．００ｍｍ、約１１．００ｍｍ、約１２．００ｍｍ
、約１３．００ｍｍ、約１４．００ｍｍ、約１５．００ｍｍ、および上述の値の２つによ
って規定される範囲内であってもよい。
【０２１１】
　さらに、図示の実施形態において、デバイス１００の短軸の長さ、または、側壁１０６
の一方の端部から同じ側壁１０６の他方の端部までデバイス１００の短軸に沿って測った
長さは、約６．５７ｍｍであってもよい。他の実施形態において、デバイス１００の短軸
の長さは、約４．０ｍｍ、約４．５ｍｍ、約５．０ｍｍ、約５．５ｍｍ、約６．０ｍｍ、
約６．５ｍｍ、約７．０ｍｍ、約７．５ｍｍ、約８．０ｍｍ、約８．５ｍｍ、約９．０ｍ
ｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内であってもよい。
【０２１２】
　図１Ｇに示されているように、いくつかの実施形態において、例えば、ポリイミドから
形成されるハプティック１１２の厚さは、約０．１３ｍｍであってもよい。他の実施形態
において、ハプティック１１２の厚さは、約０．０５ｍｍ、約０．０６ｍｍ、約０．０７
ｍｍ、約０．０８ｍｍ、約０．０９ｍｍ、約０．１０ｍｍ、約０．１１ｍｍ、約０．１２
ｍｍ、約０．１３ｍｍ、約０．１４ｍｍ、約０．１５ｍｍ、約０．１６ｍｍ、約０．１７
ｍｍ、約０．１８ｍｍ、約０．１９ｍｍ、約０．２０ｍｍ、および／または上述の値の２
つによって規定される範囲内であってもよい。
【０２１３】
　特定の実施形態において、１Ｇ－１Ｇ線またはデバイス１００の長軸によって形成され
る横断面を横切るハプティック１１２の長さ、または、デバイス１００の長軸に沿ったハ
プティック１１２の長さは、約１．４ｍｍであってもよい。他の実施形態において、デバ
イス１００の長軸に沿った横断面において見られるハプティックの長さは、約０．０５ｍ
ｍ、約０．０６ｍｍ、約０．０７ｍｍ、約０．０８ｍｍ、約０．０９ｍｍ、約０．１０ｍ
ｍ、約０．１１ｍｍ、約０．１２ｍｍ、約０．１３ｍｍ、約０．１４ｍｍ、約０．１５ｍ
ｍ、約０．１６ｍｍ、約０．１７ｍｍ、約０．１８ｍｍ、約０．１９ｍｍ、約０．２０ｍ
ｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内であってもよい。
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【０２１４】
　いくつかの実施形態において、シリコーンまたはデバイス１００の他の材料の厚さは、
約０．２ｍｍであってもよい。特定の実施形態において、シリコーンまたはデバイス１０
０の他の材料の厚さは、約０．１ｍｍ、約０．２ｍｍ、約０．３ｍｍ、約０．４ｍｍ、約
０．５ｍｍ、約０．６ｍｍ、約０．７ｍｍ、約０．８ｍｍ、約０．９ｍｍ、約１．０ｍｍ
、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内であってもよい。
【０２１５】
　いくつかの実施形態において、シリコーンまたはデバイス１００の他の材料の厚さは、
デバイス１００の部分に応じて変化する。換言すれば、デバイス１００のいくつかの部分
は、より薄い材料から形成され得、一方、デバイス１００の他の部分は、より厚い材料か
ら形成され得る。例えば、デバイス１００の前方部分に対するサポートを提供するデバイ
スの特定の部分は、追加的なサポートのために、より厚い材料から形成されていてもよい
。
【０２１６】
　いくつかの実施形態において、ハプティック１１２を覆うように成形されたシリコーン
またはデバイス１００の他の材料の厚さは、約０．０１ｍｍ、約０．０２ｍｍ、約０．０
３ｍｍ、約０．０４ｍｍ、約０．０５ｍｍ、約０．０６ｍｍ、約０．０７ｍｍ、約０．０
８ｍｍ、約０．０９ｍｍ、約０．１０ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定
される範囲内であってもよい。
【０２１７】
　特定の実施形態において、２つの側壁１０６の各端部によって形成される空洞の開口の
幅は、約５．８ｍｍであってもよい。いくつかの実施形態において、２つの側壁の各端部
によって形成される空洞の開口の幅は、約４．０ｍｍ、約４．２ｍｍ、約４．４ｍｍ、約
４．６ｍｍ、約４．８ｍｍ、約５．０ｍｍ、約５．２ｍｍ、約５．４ｍｍ、約５．６ｍｍ
、約５．８ｍｍ、約６．０ｍｍ、約６．２ｍｍ、約６．４ｍｍ、約６．６ｍｍ、約６．８
ｍｍ、約７．０ｍｍ、約７．２ｍｍ、約７．４ｍｍ、約７．６ｍｍ、約７．８ｍｍ、約８
．０ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内であってもよい。
【０２１８】
　また、いくつかの実施形態において、後方屈折面１１０の中点から、開口している側壁
１０６の上端まで測った空洞の高さは、約３．２１ｍｍであってもよい。特定の実施形態
において、後方屈折面１１０の中点から、開口している側壁１０６の上端まで測った空洞
の高さは、約２．０ｍｍ、約２．２ｍｍ、約２．４ｍｍ、約２．６ｍｍ、約２．８ｍｍ、
約３．０ｍｍ、約３．２ｍｍ、約３．４ｍｍ、約３．６ｍｍ、約３．８ｍｍ、約４．０ｍ
ｍ、約４．２ｍｍ、約４．４ｍｍ、約４．６ｍｍ、約４．８ｍｍ、約５．０ｍｍ、および
／または上述の値の２つによって規定される範囲内であってもよい。
【０２１９】
　図２Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図２Ｂは
、図２Ａの例示的な人工水晶体デバイスの別の前方側の斜視図を示している。図２Ａの人
工水晶体デバイスは、図１Ａの人工水晶体デバイスの特徴のいくつかまたは全てを備えて
おり、同様の参照番号は、同様の特徴を備える。特に、いくつかの実施形態において、図
２Ａの人工水晶体デバイスは、ハプティック２０２の構成を除き、図１Ａの人工水晶体デ
バイスと同様であってもよい。デバイス２００またはハプティック２０２の全ての他の特
徴、例えば、材料、可撓性、機能等は、図１Ａ－１Ｇを参照して記述されたデバイス１０
０またはハプティック１１２のそのような特徴と同様であってもよい。
【０２２０】
　いくつかの実施形態において、デバイス２００は、図１Ａ－１Ｇに示されているような
ナンバープレート構成または四角形構成のハプティックを含んでいない。むしろ、デバイ
ス２００は、側壁１０６を接続し、放射状に延伸し、全体として円形形状を形成する１つ
以上のハプティックを含み得る。例えば、図示の実施形態において、ハプティック２０２
Ａの一方の端部は、一方の側壁１０６Ａ上に固定またはオーバーモールドされ得、さらに
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、同じハプティック２０２Ａの他方の端部は、他方の側壁１０６Ｂ上に固定またはオーバ
ーモールドされ得る。同様に、ハプティック２０２Ｂの一方の端部は、一方の側壁１０６
Ａ上に固定またはオーバーモールドされ得、さらに、同じハプティック２０２Ｂの他方の
端部は、他の方の側壁１０６Ｂ上に固定またはオーバーモールドされ得る。ハプティック
２０２は、放射状に外側に広がる形状、実質的に外側に広がる円形形状、またはループを
形成し得る。ハプティック２０２、２０２は、２つ以上の側壁１０６Ａ、１０６Ｂの間の
空洞から放射状に外側に延伸し得る。ハプティック２０２のこのような構成は、ナチュラ
ル水晶体嚢内におけるデバイス２００の安定性を提供することができる。
【０２２１】
　図２Ｃは、図２Ａの例示的な人工水晶体デバイスの後方側の斜視図を示している。図２
Ｄは、図２Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図を示している。図２Ｅは、
図２Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図２Ｆは、図２Ｅ
の２Ｆ－２Ｆ線に沿った、図２Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。
図２Ｇは、図２Ｅの２Ｇ－２Ｇ線に沿った、図２Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面
図を示している。
【０２２２】
　図２Ｅに示されているように、いくつかの実施形態において、デバイス２００の外径ま
たは特定の状況における最大直径、例えば、ハプティック２０２の拡張を考慮した直径は
、約１０ｍｍであってもよい。特定の実施形態において、デバイス２００の外径または最
大径は、約７ｍｍ、約８ｍｍ、約９ｍｍ、約１０ｍｍ、約１１ｍｍ、約１２ｍｍ、約１３
ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内であってもよい。
【０２２３】
　図２Ｆに示されているように、いくつかの実施形態において、デバイス２００の外径ま
たは特定の状況における最大直径、例えば、屈折面１１０の厚さを考慮した直径は、約３
．６５ｍｍであってもよい。特定の実施形態において、デバイス２００の外径または最大
径は、約３．０ｍｍ、約３．１ｍｍ、約３．２ｍｍ、約３．３ｍｍ、約３．４ｍｍ、約３
．５ｍｍ、約３．６ｍｍ、約３．７ｍｍ、約３．８ｍｍ、約３．９ｍｍ、約４．０ｍｍ、
約４．１ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内であってもよい
。
【０２２４】
　図３Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図３Ｂは
、図３Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図３Ｃは、図３
Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図を示している。図３Ｄは、図３Ｂの３
Ｄ－３Ｄ線に沿った、図３Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している
【０２２５】
　図３Ａの人工水晶体デバイスは、図１Ａおよび／または２Ａの人工水晶体デバイスの特
徴のいくつかまたは全てを備えており、同様の参照番号は同様の特徴を備えている。特に
、いくつかの実施形態において、図３Ａの人工水晶体デバイスは、ハプティック１１２、
２０２および側壁３０２を除き、図１Ａおよび／または図２Ａの人工水晶体デバイスと同
様であってもよい。
【０２２６】
　より具体的には、図示の実施形態において、デバイス３００は、図１Ａおよび２Ａを参
照して上述したハプティック１１２、２０２のような如何なるハプティックをも含まない
。他の実施形態において、デバイス３００は、図１Ａおよび２Ａを参照して上述した１つ
以上のハプティック１１２、２０２を含み得る。
【０２２７】
　さらに、特定の実施形態において、デバイス３００の１つ以上の側壁３０２は、後方面
１０４および／または屈折面１１０の周面の約９０°のみから延伸し得る。換言すれば、
前方面１０２の一部分、後方面１０４の一部分、および側壁３０２Ａ、３０２Ｂによって
規定される単一の水晶体領域は、デバイス３００の周面の約９０°を覆い得る。
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【０２２８】
　側壁３０２は、図１Ａ－１Ｇを参照して上述した側壁１０６の特徴の任意または全ての
他の特徴を含み得る。いくつかの実施形態において、側壁３０２Ａ、３０２Ｂの全ては、
それぞれ後方面１０４および／または屈折面１１０の周面の実質的に等しい部分、例えば
それぞれの約９０度から、延伸している。別の実施形態において、側壁３０２のいくつか
は、後方面１０４および／または屈折面１１０の周面の異なる量の部分から延伸し得る。
例えば、複数の側壁３０２の１つは、後方面１０４および／または屈折面１１０の周面の
約４５°から延伸し得、一方、複数の側壁３０２の異なる１つは、後方面１０４および／
または屈折面１１０の周面の約９０°から延伸する。
【０２２９】
　いくつかの実施形態において、単一のデバイス３００は、空洞１０８内に配置される第
２のレンズと共に、または、第２のレンズを用いずに、眼球内に埋め込まれるよう構成さ
れ得る。特定の実施形態において、２つのデバイス３００は、インプラント手術の前およ
び／またはインプラント手術の最中に互いに接合されるよう構成されている。より具体的
には、第１のデバイス３００は、それ自身がレンズ部品を形成するように上下逆で配置さ
れた第２のデバイス３００と接合され得る。特定の実施形態において、レンズのこの組み
合わせは、互いに相対的に移動することにより、レンズシステムの可変有効パワーを実現
し、提供される視覚の範囲を強化してもよい。レンズは、２つのデバイス３００によって
形成された中身がない空洞内に配置され得る。
【０２３０】
　図４Ａは、互いに接合された図３Ａの２つの（２）例示的な人工水晶体デバイスの前方
側の斜視図を示している。図４Ｂは、互いに接合された図３Ａの２つの（２）例示的な人
工水晶体デバイスの後方側の斜視図を示している。図４Ｃは、互いに接合された図３Ａの
２つの（２）例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図４Ｄは、互
いに接合された図３Ａの２つの（２）例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図を示
している。図４Ｅは、図４Ｃの４Ｅ－４Ｅ線に沿った、互いに接合された図３Ａの２つの
（２）例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。
【０２３１】
　いくつかの実施形態において、一方のデバイス３００は、他方のデバイス３００と接合
され、２つのデバイス３００の部品４００の内部の閉じられた空洞１０８を形成し得る。
このようにして、一方のデバイス３００は、上下逆に配置された他方のデバイス３００と
接合され得る。特定の実施形態において、各デバイス３００は、後方面１０４および／ま
たは屈折面１１０の周面の凡そ９０°からそれぞれ延伸する２つの側壁を含み得る。した
がって、互いに接合された際、２つのデバイス３００の側壁が組み合わさって、実質的に
３６０°全てを覆う側壁を形成する。
【０２３２】
　特定の実施形態において、一方のデバイス３００の側壁３０２の端部と、第２のデバイ
ス３００の屈折面１１０との間に間隙が存在していてもよい。完全な封止を形成する代わ
りに、部品４００を形成するために互いに接合されたときの２つのデバイス３００の間の
間隙は、液体が、空洞を通過または空洞から出ていくことを可能とする。
【０２３３】
　いくつかの実施形態において、部品４００を形成するために互いに接合されたときの２
つのデバイス３００の間の間隙（または、より具体的には、第１のデバイス３００および
第２のデバイス３００が互いに接合されたときの、第１のデバイス３００の側壁３０２の
端部と、第２のデバイス３００の屈折面１１０との間の間隙）は、約０．２５ｍｍであっ
てもよい。特定の実施形態において、この間隙は、約０．０５ｍｍ、約０．１０ｍｍ、約
０．１５ｍｍ、約０．２０ｍｍ、約０．２５ｍｍ、約０．３０ｍｍ、約０．３５ｍｍ、約
０．４０ｍｍ、約０．４５ｍｍ、約０．５０ｍｍ、および／または上述の値の２つによっ
て規定される範囲内であってもよい。いくつかの実施形態において、間隙の正確な厚さは
、ナチュラル水晶体嚢の形状および／または体積に依存してもよい。
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【０２３４】
　特定の実施形態において、一方のデバイス３００は、最初に眼球内に埋め込まれ、その
後、空洞１０８内への屈折レンズの選択的な埋め込みおよび位置決めが実行され、その後
、第２のデバイス３００が眼球内に埋め込まれ、部品４００の閉塞を形成する。いくつか
の実施形態において、２つのデバイス３００は、眼球内に埋め込まれる前に、最初に互い
に接合される。
【０２３５】
　図５Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図５Ｂは
、図５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの後方側の斜視図を示している。図５Ａの人工水
晶体デバイスは、図１Ａ－４Ａの人工水晶体デバイスの特徴のいくつかまたは全てを備え
ており、同様の参照番号は、同様の特徴を備える。
【０２３６】
　より具体的には、いくつかの実施形態において、デバイス５００は、デバイス３００の
側壁３０２の特徴のいくつかまたは全てを備え得る１つ以上の側壁３０２を含み得る。例
えば、特定の実施形態において、デバイス５００の１つ以上の側壁３０２は、後方面１０
４および／または屈折面１１０の周面の約９０°のみから延伸し得る。また、側壁３０２
は、図１Ａ－４Ａを参照して上述した側壁１０６の任意および全ての他の特徴を備え得る
。
【０２３７】
　同様に、デバイス５００は、デバイス２００のハプティック２０２の特徴のいくつかま
たは全てを備え得る１つ以上のハプティック５０２を含み得る。例えば、デバイス５００
の１つ以上のハプティック５０２は、２つの側壁３０２Ａ、３０２Ｂを接続し得る。さら
に、ハプティック５０２の一方または双方の端部は、デバイス５００の側壁３０２Ａ、３
０２Ｂ上に固定またはオーバーモールドされていてもよい。
【０２３８】
　図５Ｃは、図５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図５
Ｄは、図５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面図を示している。図５Ｅは、
図５Ｃの５Ｅ－５Ｅ線に沿った、図５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示して
いる。図５Ｆは、図５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの別の側面側の平面図を示してい
る。図５Ｇは、図５Ｆの５Ｇ－５Ｇ線に沿った、図５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの
断面図を示している。
【０２３９】
　特定の実施形態において、ハプティック５０２の一方の端部のみが、デバイス５００の
側壁３０２Ａ、３０２Ｂ上に固定またはオーバーモールドされている。例えば、図５Ａに
示されている実施形態では、ハプティック５０２Ａの一方の端部が側壁３０２Ａにオーバ
ーモールドされており、一方、ハプティック５０２Ａの他方の端部は、他方の側壁３０２
Ｂにモールドまたは強固に固定されていない。同様に、ハプティック５０２Ｂの一方の端
部が、ハプティック５０２Ａが固定されている同じ側壁３０２Ａにモールドまたは強固に
固定されており、一方、ハプティック５０２Ａの他方の端部は、他方の側壁３０２Ｂにモ
ールドまたは強固に固定されていない。ハプティック５０２Ｂの他方の端部は、安全ピン
のような構成と同様に、他の側壁３０２Ｂの内部内にしまい込まれるよう構成され得る。
【０２４０】
　いくつかの実施形態において、デバイス５００は、ハプティック５０２を強固に固定す
ることなく、ハプティック５０２を受けるおよび／または組み込むための１つ以上の側壁
３０２Ａ、３０２Ｂ上のリッジ（隆起部）５０４を含む。例えば、特定の実施形態におい
て、２つの側壁の一方３０２Ｂのみがリッジ５０４を含む。いくつかの実施形態において
は、他の側壁３０２Ａは、リッジ５０４を含まない。リッジ５０４内において、ハプティ
ック５０２Ａ、５０２Ｂは、リッジ５０４に沿って自由に動き得る。例えば、ハプティッ
ク５０２の端部は、リッジ５０４の長さに沿って上下に移動可能であり、ハプティック５
０２の露出している部分は、圧縮されているか拡張可能となっている。
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【０２４１】
　特定の実施形態において、２つの側壁の一方３０２Ｂ上にのみリッジ５０４を含むデバ
イス５００は、リッジ５０４を有する側壁３０２Ｂに向かうリッジなしに、眼球内におい
て、他の側壁３０２Ａから一般的な方向へ注入されるよう構成され得る。この一般的な方
向での眼球内への挿入は、ハプティック５０２の露出している部分が、屈折面１１０に向
かってより近くなるように圧縮され、ハプティック５０２の端部がリッジ５０４内にさら
に移動されることを可能とする。
【０２４２】
　眼球内へ埋め込まれると、デバイス５００は、自然と折り畳みが解除可能となるように
なっていてもよい。ハプティック５０２は、同様に、自然に展開され得、ハプティック５
０２の端部がリッジ５０４の開口に向かってさらに移動する。したがって、デバイス５０
０は、手術処置に複雑さを加えるハプティック５０２の端部を用いず、ナチュラル水晶体
嚢の形状および／またはサイズを保持する放射状に延伸するハプティック５０２を含み得
る。いくつかの実施形態において、拡張または緩んだ状態において、ハプティック５０２
Ａ、５０２Ｂおよび側壁３０２Ａ、３０２Ｂの最も外側の周長または部分は、一定の半径
または直径を有する完全または実質的に完全な円を形成し得る。例えば、いくつかの実施
形態において、デバイス５００の外径または最大径は、ハプティック５０２を考慮に入れ
ると、約１０ｍｍであってもよい。特定の実施形態において、デバイス５００の外径また
は最大径は、約７ｍｍ、約８ｍｍ、約９ｍｍ、約１０ｍｍ、約１１ｍｍ、約１２ｍｍ、約
１３ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内であってもよい。
【０２４３】
　特定の実施形態において、ハプティック５０２の複数の部分は、インプラント手術の間
、圧迫および／または隠されているので、デバイス５００は、図１Ａに示されたデバイス
１００のように、放射状に延伸するハプティックを用いないデバイスの使用と実質的に同
様の態様で注入され得る。同時に、ハプティック５０２は、デバイス５００が埋め込まれ
ると、放射状に延伸可能であるので、例えば、ポリイミドから形成されたハプティック５
０２は、デバイス５００を固定するための上皮細胞の取り付けのための十分な点を提供し
得る。
【０２４４】
　図６Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図６Ｂは
、図６Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図６Ｃは、図６
Ｂの６Ｃ－６Ｃ線に沿った、図６Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している
。図６Ｄは、図６Ｂの６Ｄ－６Ｄ線に沿った、図６Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。
【０２４５】
　図６Ａの人工水晶体デバイス６００は、図１Ａ－５Ａの人工水晶体デバイスの特徴のい
くつかまたは全てを備えており、同様の参照番号は、同様の特徴を備えている。特に、図
６Ａの人工水晶体デバイス６００は、ハプティック１１２、２０２および／または他の追
加的な特徴を除き、図１Ａおよび２Ａの人工水晶体デバイスと同様であり得る。
【０２４６】
　より具体的には、デバイス６００は、単一または同じ側壁１０６から外側に放射状に延
伸する１つ以上のハプティック６０２を含み得る。例えば、ハプティック６０２の一方の
端部は、一方の側壁１０６の一部分にオーバーモールドまたは固定され得、同じハプティ
ック６０２の他方の端部は、同じ側壁１０６の別の部分にオーバーモールドまたは固定さ
れ得、２つの端部の間のハプティック６０２の部分が側壁１０６の外側で延伸するループ
を形成している。ハプティック６０２のそれぞれは、閉ループを形成し得る。その結果、
ハプティック６０２の周囲での上皮細胞
の成長が促され、眼球内においてデバイス６００を実質的に固定することができる。
【０２４７】
　特定の実施形態において、１つ以上のハプティック６０２は、ゴアテックスまたは他の
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軟性材料から形成可能であり、デバイス６００の他の部分は、シリコーンから形成可能で
ある。いくつかの実施形態において、デバイス６００全体は、軟性材料だけで形成可能で
あり、これは、埋め込みの際の鋭利な材料または硬質材料についての懸念を解消すること
ができる。また、いくつかの実施形態において、例えば、ゴアテックスの高い生体適合性
により、細胞の内部成長が促進され得る。したがって、いくつかの実施形態において、ハ
プティックは、例えば、側壁の外側でのループ状の構成で延伸する単一のゴアテックスス
トリングまたはテザーを含む。このようなゴアテックスストリングまたはテザーは、取り
付けのための繊維性固定のための自然な場所を提供することができ、さらに、デバイス６
００が滑ることを防止することができる。したがって、特定の実施形態において、ナチュ
ラル水晶体嚢は、ポリイミドのように、鋭利な材料または硬質材料の必要性がないゴアテ
ックスおよびデバイス６００の構造的な完全性によりオープン位置において保持され得る
。
【０２４８】
　デバイス６００は、例えば、一方のハプティック６０２Ａの水平方向の最も外側の部分
から他方のハプティック６０２Ｂの水平方向の最も外側の部分までの長軸を含み得る。い
くつかの実施形態において、２つのハプティック６０２Ａ、６０２Ｂの水平方向の最も外
側の部分の間の距離は、約１１．１５ｍｍであってもよい。他の実施形態において、２つ
のハプティック６０２Ａ、６０２Ｂの水平方向の最も外側の部分の間の距離は、約５ｍｍ
、約６ｍｍ、約７ｍｍ、約８ｍｍ、約９ｍｍ、約１０ｍｍ、約１１ｍｍ、約１２ｍｍ、約
１３ｍｍ、約１４ｍｍ、約１５ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される
範囲内であってもよい。
【０２４９】
　デバイス６００は、例えばハプティック６０２Ａ、６０２Ｂの一方の垂直方向の最も外
側の部分から同じハプティック６０２Ａ、６０２Ｂの他方の垂直方向の最も外側の部分ま
での短軸を含み得る。いくつかの実施形態において、ハプティック６０２Ａ、６０２Ｂの
垂直方向の最も外側の部分の間の距離は、約７．９５ｍｍであってもよい。他の実施形態
において、単一のハプティック６０２Ａ、６０２Ｂの垂直方向の最も外側の部分の間の距
離は、約５ｍｍ、約５．５ｍｍ、約６ｍｍ、約６．５ｍｍ、約７ｍｍ、約７．５ｍｍ、約
８ｍｍ、約８．５ｍｍ、約９ｍｍ、約９．５ｍｍ、約１０ｍｍ、約１０．５ｍｍ、約１１
ｍｍ、約１１．５ｍｍ、約１２ｍｍ、約１３ｍｍ、約１４ｍｍ、約１５ｍｍ、および／ま
たは上述の値の２つによって規定される範囲内であってもよい。［０２４６］また、デバ
イス６００は、１つ以上のノッチ６０４を含み得る。例えば、図示の実施形態において、
各水晶体領域は、側壁１０６Ａ、１０６Ｂに沿ったノッチ６０４Ａ、６０４Ｂを含む。ノ
ッチ６０４は、１つ以上の追加的なデバイスの挿入のための１つ以上の凹状領域またはス
ロットを含み得る。例えば、いくつかの実施形態において、ノッチ６０４は、二次的なＩ
ＯＬ、電子デバイス、および／または二次的なＩＯＬ電子デバイスまたは他の二次デバイ
スのハプティックの挿入のために構成された１つ以上のスロットを含み得る。スロットま
たは凹状領域を設けることにより、二次的なデバイスを、デバイス６００内の正確な場所
において、デバイス６００内に挿入することができ、デバイス６００内における側方、前
方、および／または後方への二次的なデバイスの動きを防止することにより、その場所で
二次的なデバイスを安定させることができる。例えば、二次的なデバイスは、二次的なＩ
ＯＬと屈折面１１０との間の距離が既知および／または所定の値となるように、デバイス
６００内に挿入され得る。したがって、屈折面１１０の既知の屈折力、および、二次的な
ＩＯＬと屈折面１１０との間の既知の距離に基づいて、二次的なＩＯＬの最適または特定
のパワーを判別することができる。また、デバイス６００内に挿入される電子デバイスの
１つ以上の機能的態様は、デバイス６００内の電子デバイスの特定の位置および／または
屈折面１１０からの特定の距離に依存してもよく、これにより、１つ以上のノッチ６０４
を用いた所定の動作または制御が可能となる。
【０２５０】
　デバイス６００は、側壁１０６Ａ、１０６Ｂまたは各水晶体領域の内面上の複数のノッ
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チまたはスロット６０４を含み得る。例えば、図６Ｄに示されているように６Ｄ－６Ｄ線
に沿った断面図を参照すると、複数の垂直方向のノッチまたはスロット６０４が、全体と
して互いに平行となるように形成され得る。換言すれば、図６Ｄに示されている垂直方向
のノッチまたはスロット６０４に加えて、１つ以上の追加的な垂直方向のノッチまたはス
ロットが、図示のノッチまたはスロット６０４の左側および／または右側に設けられ得る
。これにより、デバイス６００内に挿入される１つ以上の二次的なＩＯＬ、電子デバイス
、または他のデバイスの屈折面１１０からの場所または距離を変更可能とすることができ
る。このようにして、二次的なデバイスを保持するための複数のノッチまたはスロットの
１つを選択することにより、デバイス６００内の二次的なデバイスの挿入の特定の場所を
制御することができる。換言すれば、二次的なデバイスは、挿入時に、デバイス６００内
において前方および／または後方に調整され得る。
【０２５１】
　いくつかの実施形態において、ノッチまたはスロット６０４の幅は、約０．１４２ｍｍ
幅であってもよい。特定の実施形態において、ノッチまたはスロット６０４の幅は、約０
．０５ｍｍ、約０．１ｍｍ、約０．１１ｍｍ、約０．１２ｍｍ、約０．１３ｍｍ、約０．
１４ｍｍ、約０．１５ｍｍ、約０．１６ｍｍ、約０．１７ｍｍ、約０．１８ｍｍ、約０．
１９ｍｍ、約０．２ｍｍ、約０．２１ｍｍ、約０．２２ｍｍ、約０．２３ｍｍ、約０．２
４ｍｍ、約０．２５ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内であ
ってもよい。
【０２５２】
　いくつかの実施形態において、ノッチまたはスロット６０４の長さは、約３．７７ｍｍ
であってもよい。特定の実施形態において、ノッチまたはスロット６０４の長さは、約０
．５ｍｍ、約１ｍｍ、約１．５ｍｍ、約２ｍｍ、約２．５ｍｍ、約３ｍｍ、約３．５ｍｍ
、約４ｍｍ、約４．５ｍｍ、約５ｍｍ、約５．５ｍｍ、約６ｍｍ、約６．５ｍｍ、約７ｍ
ｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内であってもよい。
【０２５３】
　いくつかの実施形態において、図６Ｃに示されている方向から見た側壁１０６Ａ、１０
６Ｂは、約４２°互いに離れ得る。特定の実施形態において、図６Ｃに示されている方向
から見た側壁１０６Ａ、１０６Ｂ間で形成される角度は、約３６°、約３７°、約３８°
、約３９°、約４０°、約４１°、約４２°、約４３°、約４４°、約４５°、約４６°
、約４７°、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内であってもよい。
【０２５４】
　図７Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図７Ｂは
、図７Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図７Ｃは、図７
Ｂの７Ｃ－７Ｃ線に沿った、図７Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している
。図７Ｄは、図７Ｂの７Ｄ－７Ｄ線に沿った、図７Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。
【０２５５】
　図７Ａの人工水晶体デバイス７００は、図１Ａ－６Ａの人工水晶体デバイスの特徴のい
くつかまたは全てを備えており、同様の参照番号は、同様の特徴を備えている。特に、図
７Ａの人工水晶体デバイス７００は、ハプティック１１２、２０２、６０２を除き、図１
Ａ、２Ａ、および６Ａの人工水晶体デバイスと同様であり得る。
【０２５６】
　図６Ａのデバイス６００と同様に、デバイス７００は、単一または同じ側壁１０６から
、および、単一または同じ側壁１０６へ向かって外側へ、放射状に延伸する１つ以上のハ
プティック７０２を含み得る。しかしながら、図６Ａのデバイス６００と異なり、デバイ
ス７００の各側壁１０６は、そのようなハプティック７０２を２つ以上含み得る。例えば
、図示の実施形態において、各側壁１０６または水晶体領域は、閉ループ構成の２つのハ
プティック７０２を含んでいる。各側壁１０６または水晶体領域から延伸する２つ以上の
ハプティックを備えることにより、上皮細胞が２つ以上のハプティックに取り付くことが
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可能となり、図６Ａのデバイス６００のより高いリスクとなり得る、デバイス７００が不
利な位置へスライドすることを、防止または実質的に防止することができる。
【０２５７】
　より具体的には、側壁１０６Ａは、側壁１０６Ａの一方の端部から側壁の中心に向かっ
て外側へ放射状に延伸する第１のハプティック７０２Ａを含み得る。また、同じ側壁１０
６Ａは、側壁１０６Ａの他方の端部から側壁の中心に向かって外側へ放射状に延伸する第
２のハプティック７０２Ｂを含み得る。同様に、第２の側壁１０６Ｂは、側壁１０６Ｂの
一方の端部から側壁の中心に向かって外側へ放射状に延伸する第３のハプティック７０２
Ｃを含み得る。また、側壁１０６Ｂは、側壁１０６Ｂの他方の端部から側壁の中心に向か
って外側へ放射状に延伸する第４のハプティック７０２Ｄを含み得る。他の実施形態にお
いて、単一の側壁１０６は、３、４、５、６、７、８、９、または１０個のハプティック
７０２を含み得る。ハプティック７０２の１つ以上の任意の特徴、例えば、材料、可撓性
、剛性、デバイス７００への取り付け等は、図６Ａのデバイス６００のハプティック６０
２と同様であり得る。
【０２５８】
　図７Ｂに示されている方向から見たとき、１つのハプティック７０２Ａ、７０２Ｄの底
側端部と、他のハプティック７０２Ｂ、７０２Ｃの他方の上側端部との間の距離は、約１
ｍｍであってもよい。特定の実施形態において、図７Ｂに示されている方向から見たとき
、１つのハプティック７０２Ａ、７０２Ｄの一方の底側端部と、他のハプティック７０２
Ｂ、７０２Ｃの他方の上側端部との間の距離は、約０．５ｍｍ、約０．６ｍｍ、約０．７
ｍｍ、約０．８ｍｍ、約０．９ｍｍ、約１ｍｍ、約１．１ｍｍ、約１．２ｍｍ、約１．３
ｍｍ、約１．４ｍｍ、約１．５ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される
範囲内であってもよい。
【０２５９】
　図８Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図８Ｂは
、図８Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図８Ｃは、図８
Ｂの８Ｃ－８Ｃ線に沿った、図８Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している
。図８Ｄは、図８Ｂの８Ｄ－８Ｄ線に沿った、図８Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。
【０２６０】
　図８Ａの人工水晶体デバイス８００は、図１Ａ－７Ａの人工水晶体デバイスの特徴のい
くつかまたは全てを備えており、同様の参照番号は、同様の特徴を備えている。特に、図
８Ａの人工水晶体デバイス８００は、ハプティック２０２および１つ以上の側壁１０６の
形状または構成を除き、図２Ａの人工水晶体デバイスと同様であり得る。
【０２６１】
　より具体的には、デバイス８００の１つ以上の側壁８０２は、図２Ａのデバイス２００
の側壁よりも大きくてもよい。例えば、１つ以上の側壁８０２は、図８Ｂに示されている
ような前方側の平面図で見たときに、垂直方向上側および／または下側に延伸し得る。そ
の結果、１つ以上の側壁８０２の外周の湾曲は、例えば、図２Ａのデバイス２００の側壁
１０６よりも大きくなり得る。デバイス８００の外周の全体形状は、例えば、図１Ａを参
照して上述した他のデバイスのいくつかのレンズ状の形状と比較して、前方側または後方
側の平面図で見たときに、実質的な円であってもよい。
【０２６２】
　他の実施形態において示された側壁１０６Ａ、１０６Ｂと同様に、いくつかの実施形態
において、側壁８０２Ａ、８０２Ｂは、図８Ｃに示されている方向から見たときに、約４
１°互いに離れ得る。特定の実施形態において、図８Ｃに示されている方向から見たとき
に、側壁８０２Ａ、８０２Ｂの間で形成される角度は、約３６°、約３７°、約３８°、
約３９°、約４０°、約４１°、約４２°、約４３°、約４４°、約４５°、約４６°、
約４７°、約４８°、約４９°、約５０°、および／または上述の値の２つによって規定
される範囲内であってもよい。
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【０２６３】
　いくつかの実施形態において、デバイス８００の実質的な円形の最も外側の周面は、約
９．６８ｍｍの直径を含み得る。特定の実施形態において、デバイス８００の最も外側の
周面は、約６ｍｍ、約６．５ｍｍ、約７ｍｍ、約７．５ｍｍ、約８ｍｍ、約８．５ｍｍ、
約９ｍｍ、約９．５ｍｍ、約１０ｍｍ、約１０．５ｍｍ、約１１ｍｍ、約１１．５ｍｍ、
約１２ｍｍ、約１２．５ｍｍ、約１３ｍｍ、約１３．５ｍｍ、約１４ｍｍ、約１４．５ｍ
ｍ、約１５ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の直径を有す
る実施的に円形の形状を含み得る。
【０２６４】
　デバイス８００は、図８Ｄに示されているような側面図で見たときに、前方面１０２と
後方面１０４との間の約３．７０７ｍｍの厚さを含み得る。特定の実施形態において、デ
バイス８００は、約２．５ｍｍ、約２．６ｍｍ、約２．７ｍｍ、約２．８ｍｍ、約２．９
ｍｍ、約３．０ｍｍ、約３．１ｍｍ、約３．２ｍｍ、約３．３ｍｍ、約３．４ｍｍ、約３
．５ｍｍ、約３．６ｍｍ、約３．７ｍｍ、約３．８ｍｍ、約３．９ｍｍ、約４ｍｍ、約４
．１ｍｍ、約４．２ｍｍ、約４．３ｍｍ、約４．４ｍｍ、約４．５ｍｍ、約４．６ｍｍ、
約４．７ｍｍ、約４．８ｍｍ、約４．９ｍｍ、約５ｍｍ、および／または上述の値の２つ
によって規定される範囲内の前方面１０２と後方面１０４との間の厚さを含み得る。
【０２６５】
　さらに、１つ以上の側壁８０２の大きな湾曲によって、１つ以上のハプティック８０４
は、一方の端部から他方の端部への実質的に円形の構成の円弧を含み得る。対照的に、図
２Ａのデバイス２００の１つ以上のハプティック２０２は、ハプティック２０２に沿った
異なる湾曲を含み得る。より具体的には、ハプティック２０２の湾曲は、ハプティック２
０２の中央部分の湾曲と比較して、側壁１０６または水晶体領域の内部または後方に位置
するハプティック２０２の一方または双方の端部上において比較的平坦であり得る。
【０２６６】
　図５Ａのデバイス５００と同様に、１つ以上のハプティック８０４は、一方の側壁にの
みオーバーモールドまたは固定され得る。例えば、図示の実施形態において、ハプティッ
ク８０４Ａ、８０４Ｂの第１の端部は、一方の側壁８０２Ｂにオーバーモールドまたは固
定され得る。ハプティック８０４Ａ、８０４Ｂの第２の端部は、他方の側壁８０２Ａに強
固に固定されることなく、側壁８０２Ａの内部にしまい込まれるよう構成され得る。した
がって、ハプティック８０４Ａ、８０４Ｂの第２の端部は、ハプティック８０４Ａ、８０
４Ｂの露出している中央部分が圧縮または拡張可能となっているため、他方の側壁８０２
Ａ内に多かれ少なかれ自由に挿入され得る。
【０２６７】
　また、図５Ａのデバイス５００と同様に、デバイス８００は、ハプティック８０４が内
部にしまい込まれるよう構成された他方の側壁８０２Ｂに向かって、ハプティック８０４
が固定されている側壁８０２Ｂから、一般的な方向で、眼球内に注入されるよう構成され
得る。この一般的な方向での眼球内への挿入は、ハプティック８０４の露出している部分
が、挿入の間に、屈折面１１０に向かってより近づくよう押し込まれることを可能とする
。
【０２６８】
　眼球内へ埋め込まれると、デバイス８００は、自然と折り畳み解除されるようになって
おり、ハプティック８０４が自然と展開することを可能としている。ハプティック８０４
の複数の部分は、インプラント手術の間、圧縮および／または隠されているため、デバイ
ス５００は、図１Ａに示されたデバイス１００のように、放射状に延伸するハプティック
を用いないデバイスと実質的に同様の態様で注入され得る。同時に、ハプティック８０４
は、デバイス８００が埋め込まれると、放射状に延伸可能とされているので、例えば、ポ
リイミドから形成されたハプティック８０４は、デバイス８００を固定するための上皮細
胞の取り付きのための十分な点を提供し得る。ハプティック８０４の１つ以上の任意の他
の特徴、例えば、材料、可撓性、剛性等は、図６Ａのデバイス６００のハプティック６０



(31) JP 2019-535362 A 2019.12.12

10

20

30

40

50

２と同様であり得る。
【０２６９】
　図９Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図９Ｂは
、図９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図９Ｃは、図９
Ｂの９Ｃ－９Ｃ線に沿った、図９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している
。図９Ｄは、図９Ｂの９Ｄ－９Ｄ線に沿った、図９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。
【０２７０】
　図９Ａの人工水晶体デバイス９００は、図１Ａ－８Ａの人工水晶体デバイスの特徴のい
くつかまたは全てを備えており、同様の参照番号は、同様の特徴を備えている。特に、図
９Ａの人工水晶体デバイス９００は、ハプティック８０４を除き、図８Ａの人工水晶体デ
バイスと同様であり得る。より具体的には、デバイス９００のハプティック９０２は、露
出しているハプティック９０２の２つの端部の間の中点または部分から屈折面１１０に向
かって内側へ放射状に延伸する実質的に垂直なアームを含み得る。垂直アームの第１の端
部は、ハプティック９０２の露出している部分に接続され得、一方、垂直アームの第２の
端部は、１つ以上の孔または開口９０４に接続され得る。
【０２７１】
　１つ以上の孔または開口９０４は、Ｓｉｎｓｋｅｙフック、Ｌｅｓｔｅｒフック等のよ
うなデバイス９００をフックで引っ掛け、係合する手術器具の使用を可能とし得る。例え
ば、手術器具は、眼球内におけるデバイス９００の位置を調整するために、１つ以上の孔
９０４と接合され得る。これにより、例えば、約５－６ｍｍであり得る制限された視覚の
ため、手術中の利点となり得る。手術器具を１つ以上の孔９０４に接合させることにより
、水晶体の破損や破断のリスクなく目視できるように、デバイス９００の位置が調整され
得る。デバイス９００および／またはハプティック９０２の１つ以上の任意の他の特徴、
例えば、サイズ、材料、可撓性、剛性、デバイス９００への取り付け等は、図８Ａのデバ
イス８００のデバイス８００および／またはハプティック８０４と同様であり得る。
【０２７２】
　図１０Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図１０
Ｂは、図１０Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図１０Ｃ
は、図１０Ｂの１０Ｃ－１０Ｃ線に沿った、図１０Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。図１０Ｄは、図１０Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面
図を示している。図１０Ａの人工水晶体デバイス１０００は、図１Ａ－９Ａの人工水晶体
デバイスの特徴のいくつかまたは全てを備えており、同様の参照番号は、同様の特徴を備
えている。
【０２７３】
　図１Ａ－９Ａのデバイスのいくつかと異なり、デバイス１０００は、デバイス１０００
の側面側の周面の実質的に全体または大部分を覆う側壁１００２を含み得る。側壁１００
０は、小さな開口または間隙１０１０を除き、デバイス１０００の側面全体の大部分を連
続的に覆い得る。図示の実施形態において、小さな開口または間隙１０１０は、約１．０
０ｍｍの幅を有し得る。他の実施形態において、側壁１００２内のこの間隙１０１０は、
約０．５０ｍｍ、約１．５０ｍｍ、約２．００ｍｍ、約２．５０ｍｍ、約３．００ｍｍ、
約３．５０ｍｍ、約４．００ｍｍ、約４．５０ｍｍ、約５．００ｍｍ、および／または上
述の値の２つによって規定される範囲内の値であってもよい。側壁の１つ以上の他の特徴
、例えば、材料、可撓性、剛性等は、図１Ａ－９Ａの１つ以上のデバイスのものと同様で
あってもよい。他の実施形態において、側壁１００２は、間隙１０１０を含んでいなくと
もよい。例えば、図示の実施形態において、シリコーンの追加的な部分が、間隙１０１０
を覆うように延伸していてもよい。
【０２７４】
　デバイス１０００は、側壁に接合された水晶体テンションリング１００４を含み得る。
例えば、水晶体テンションリング１００４は、側壁１００２内にオーバーモールドされ得
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る。水晶体テンションリング１００４は、ポリイミド、ＰＭＭＡ、ポリプロピレン、およ
び／またはナイロンのような硬質または半硬質材料を含み得る。水晶体テンションリング
１００４は、埋め込まれた後に、眼球内においてデバイス１０００の構造および／または
位置を固定的に提供し、保持し得る。水晶体テンションリング１００４は、図示の実施形
態のような側壁１００２の周面の形状に全体として従い得る。水晶体テンションリング１
００４の各端部は、側壁１００２内の間隙１０１０が存在する側壁１００２の各端部から
延伸し得る。水晶体テンションリング１００４の各端部または一方の端部は、図９Ａのデ
バイス９００における孔９０４と同様であり、眼球内へ埋め込まれた後にデバイス１００
０の位置合わせを行うために同様な態様で用いられる、開口または孔１００８を含み得る
。
【０２７５】
　デバイス１０００は、側壁１００２の外側部分に沿った１つ以上の凹状領域１００６を
含み得る。１つ以上の凹状領域は、水晶体テンションリング１００４の複数の部分を露出
させ得る。水晶体テンションリング１００４の複数の露出している部分は、上皮細胞が取
り付くための領域を提供し得る。したがって、露出している水晶体テンションリング１０
０４の周囲での上皮細胞の取り付きまたは成長により、デバイス１０００は、眼球内にお
ける特定の位置において実質的に固定され、安定化され得る。また、凹状領域１００６は
、必要に応じて、デバイスを縫合するために用いられ得る。図示の実施形態において、デ
バイス１０００またはその外側の側壁１００２は、７つの凹状領域１００６を含んでいる
。他の実施形態において、デバイス１０００は、１、２、３、４、５、６、７、８、９、
または１０個の凹状領域１００６を含み得る。また、デバイス１０００内における凹状領
域１００６の数は、上述の値の２つによって規定される範囲内であってもよい。
【０２７６】
　図１０Ｂの図面に示されているように、側壁１００２の周面に沿った各凹状領域１００
６の長さ、または、水晶体テンションリング１００４の各露出している部分１００６の長
さは、約１．００ｍｍであってもよい。特定の実施形態において、側壁１００２の周面に
沿った各凹状領域１００６の長さ、または、水晶体テンションリング１００４の各露出し
ている部分１００６の長さは、約０．５０ｍｍ、約１．５０ｍｍ、約２．００ｍｍ、約２
．５０ｍｍ、約３．００ｍｍ、約３．５０ｍｍ、約４．００ｍｍ、約４．５０ｍｍ、約５
．００ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値であってもよ
い。
【０２７７】
　図１０Ｄの図面に示されているような側面側の平面図で見たときに、各凹状領域１００
６の幅は、約０．４９ｍｍであってもよい。特定の実施形態において、側面側の平面図で
見たときに、各凹状領域１００６の幅は、約０．３５ｍｍ、約０．４０ｍｍ、約０．４５
ｍｍ、約０．５０ｍｍ、約０．５５ｍｍ、約０．６０ｍｍ、約０．６５ｍｍ、約０．７０
ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値であってもよい。
【０２７８】
　屈折面１１０は、側壁の一部分のみにおいて、側壁１００２に接続され得る。例えば、
図示の実施形態において、屈折面１００は、側壁１００２に接続されたヒンジ部分１０１
０を含む。間隙１０１２は、ヒンジ部分１０１０および側壁１００２以外の屈折面１１０
の他の全ての部分の間に存在し得る。したがって、デバイス１０００全体は、複数片部品
というよりは、単一片部品を含み得る。代替的に、他の実施形態において、デバイス１０
００は、初期製造の後に互いに接合された複数の片を含む複数片部品であってもよい。
【０２７９】
　側壁１００２および水晶体テンションリング１００４は、破損することなく捻られるよ
う構成され得る。また、側壁１００２は、よりコンパクトな構成に、折り畳み可能または
巻き取り可能であり得る。また、屈折面１０１０およびヒンジ部分１０１０は、よりコン
パクトな構成に、折り畳み可能または巻き取り可能であり得る。
【０２８０】
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　上述のように、例えば、図１Ａのデバイス１００のように、側壁の複数の部分を除去す
る利点は、手術の間に小さな切り口を介して挿入するために、デバイスをよりコンパクト
な構成に折り畳みまたは巻き取ることを可能としている。図１０Ａのデバイス１０００が
略連続した側壁を含んでいるとしても、側壁１００２の複数の部分を除去することなく、
上述の挿入構造および方法により、たとえば、図１Ａのデバイス１００の挿入のために必
要とされるものを超えない小さな切り口から挿入されるよう構成され得る。
【０２８１】
　より具体的には、挿入のためにデバイス１００をしまい込む代わりに、デバイス１００
０または側壁１００２、および／または、デバイス１０００の水晶体テンションリング１
００４は、標準的なインジェクターを介して、セグメント毎に、回転可能な態様で眼球内
に挿入され得る。例えば、側壁１００２は、チューブ状構成に、水晶体テンションリング
１００４の長さ回りに折り畳みまたは巻き取られ得る。側壁１００２および水晶体テンシ
ョンリング１００４は、選択的に、捻られ、または、部分的に直線状にされ得る。水晶体
テンションリング１００４および／または側壁１００２の一部分は、眼球内の小さな切り
口内へ供給され得、一方の部分を時間回転で前進し、例えば、各部分が挿入点で実質的に
直線状にさせられ、水晶体テンションリング１００４が挿入される際に、自身の記憶して
いる形状および湾曲を保つ。
【０２８２】
　ヒンジ部分１０１０から離間した水晶体テンションリング１００４および側壁１００２
の端部は、最初に、ヒンジ部分１０１０が取り付けられる他方の端部に向かって挿入され
得る。水晶体テンションリング１００４および側壁１００２の一部分が、ヒンジ部分１０
１０が取り付けられる部分に到達すると、屈折面１１０が、直線的な態様でインジェクタ
ー内および眼球内にスライドされ得る。換言すれば、側壁１００２および水晶体テンショ
ンリング１００４は、最初に、小さな切り口を介して回転的な様態で眼球内に挿入され得
、さらに、レンズまたは屈折面１１０が長尺方向の様態で続いて挿入され得る。
【０２８３】
　眼球内に完全に挿入されると、デバイス１０００は、自身の実質的に円形な構成に戻り
得る。このようにして、デバイス１０００が小さな切り口を介して挿入され得る一方、か
なりの期間、デバイス１００が眼球内において無損傷かつ中心におかれた状態を維持する
ための必要な構造的な完全性を維持することができる。
【０２８４】
　デバイス１０００は、水晶体全体を保護し、かつ、水晶体空間全体を保存するよう構成
され得る。より具体的には、円形または実質的に円形の側壁１００２またはデバイス１０
００の外周の全てまたは実施的に全体は、硝子体液内での折り畳まれることなく、ナチュ
ラル水晶体嚢に接触し、さらに、ナチュラル水晶体嚢の全体空間を保持するよう構成され
得る。また、デバイス１０００は、デバイス内に埋め込まれる水晶体テンションリング１
００４によって、ハプティックにおける痕跡を除去する。また、デバイス１０００の全体
として円形の形状は、水晶体の生理学的形状に従い得、さらに、埋め込み後の内部での開
口体積を減少させる特定のデバイスと異なり、水晶体の体積を維持し得る。また、デバイ
ス１０００内に配置されるデバイスおよび／または二次的なレンズは、特定のデバイスは
そうではないが、自由に回転可能であってもよい。
【０２８５】
　また、屈折面１１０は、屈折面１１０の外周から外側へ放射状に延伸する１つ以上のタ
ブを含み得る。１つ以上のタブは、挿入後に、屈折面１１０が傾いてしまうことを防止す
るよう、側壁１００２の下方に配置またはしまい込まれるよう構成され得る。１つ以上の
タブは、例えば、シリコーンのような、側壁１００２と同様の材料を含み得る。
【０２８６】
　代替的に、屈折面１１０は、シリコーンのような軟性材料のフランジによって、周方向
で囲まれ得る。フランジの幅は、約０．２５ｍｍ、約０．５０ｍｍ、約０．７５ｍｍ、約
１．００ｍｍ、または上述の値の２つによって規定される範囲内の値であってもよい。屈
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折面１１０の外側フランジまたはそれのいくつかの部分は、眼球内への挿入の際に、側壁
１００２の底部の下方にしまい込まれるよう構成され得る。
【０２８７】
　屈折面１１０およびフランジの双方は、シリコーンのような同じ材料で形成され得る。
他の実施形態において、屈折面１１０は、アクリルである一方、フランジは、シリコーン
から形成されていてもよい。アクリルは、より高い屈折値を提供可能であり、シリコーン
から形成される場合と比較して、屈折面１１０をより薄くすることができる。また、アク
リルレンズまたは屈折面１１０の光学特性および光学パワーは、アクリルの親水性または
疎水性を変更し、レンズの膨張およびパワー増大または縮小および減少を引き起こすフェ
ーズラッピングのような１つ以上のレーザー処置を用いることにより変更可能である。ま
た、レンズまたは屈折面１１０は、本分野において既知の任意の他の生体適合性および選
択的に透明な材料から形成され得る。屈折面１１０は、－３５Ｄと＋３５Ｄとの間の屈折
力を有していてもよい。
【０２８８】
　図１１Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図１１
Ｂは、図１１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図１１Ｃ
は、図１１Ｂの１１Ｃ－１１Ｃ線に沿った、図１１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。図１１Ｄは、図１１Ｂの１１Ｄ－１１Ｄ線に沿った、図１１Ａの例示
的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。
【０２８９】
　図１１Ａの人工水晶体デバイスは、図１Ａ－１０Ａの人工水晶体デバイスの特徴のいく
つかまたは全てを備えており、同様の参照番号は、同様の特徴を備えている。特に、図１
１Ａの人工水晶体デバイスは、ノッチ１１０４および／または側壁１１０６Ａ、１１０６
Ｂの構成を除き、図１Ａおよび図６Ａの人工水晶体デバイスと同様であり得る。デバイス
１１００、ノッチ１１０４、および／または側壁１１０６Ａ、１１０６Ｂの他の特徴の全
てまたはいくつか、例えば、材料、可撓性、機能等は、図１Ａ－１０Ａを参照して上述し
た特徴と同様であり得る。
【０２９０】
　より具体的には、デバイス１１００は、ノッチ６０４と同様に、側壁１１０６Ａ、１１
０６Ｂまたは各水晶体領域の内側に沿った１つ以上のノッチ１１０４を含み得る。ノッチ
１１０４は、二次的なＩＯＬ、電子デバイス、および／またはそれらのハプティックのよ
うな１つ以上の追加的なデバイスの挿入を容易とするための１つ以上の凹状領域またはス
ロットを含み得る。図６Ａのデバイス６００およびノッチ６０４と同様に、二次的なデバ
イスは、デバイス１１００内の正確な場所においてデバイス１１００内に挿入され得、ノ
ッチ１１０４内への二次的なデバイスまたはその部分の挿入により、その場所において安
定させられ得る。このようにして、二次的なデバイスが、デバイス１１００内において、
側方、前方、および／または後方に自由に動くことが防止され得る。ノッチ１１０４は、
単一片部品として、デバイス１１００と共に、同時に成形され得る。他の実施形態におい
て、ノッチ１１０４は、デバイス１１００とは別々に形成され、その後、デバイス１１０
０に取り付けられ得る。
【０２９１】
　図１１Ｄに示されている断面図を見ると、１つ以上のノッチ１１０４は、短軸または図
１１Ｂの１１Ｆ－１１Ｆ線に平行な軸に沿った、全体として長尺な形状を含み得る。１つ
以上のノッチ１１０４は、デバイス１１０の前方から所定および／または既知の距離だけ
離れて位置し得る。例えば、図１１Ｃに示す実施形態において、例えば、２０Ｄレンズの
場合、１つ以上のノッチ１１０４の中心と、内部前方または屈折面１１０の上端との間の
距離は、約１．２３ｍｍであってもよい。この距離は、レンズまたは屈折面１１０のパワ
ーおよび／または厚さに応じて異なっていてもよい。例えば、レンズまたは屈折面１１０
のパワーに応じて、この距離は、約０．５０ｍｍ、約０．６０ｍｍ、約０．７０ｍｍ、約
０．８０ｍｍ、約０．９０ｍｍ、約１．００ｍｍ、約１．１０ｍｍ、約１．２０ｍｍ、約
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１．３０ｍｍ、約１．４０ｍｍ、約１．５０ｍｍ、約１．６０ｍｍ、約１．７０ｍｍ、約
１．８０ｍｍ、約１．９０ｍｍ、約２．００ｍｍ、および／または上述の値の２つによっ
て規定される範囲内の値であってもよい。
【０２９２】
　また、デバイス１１００全体に対する１つ以上のノッチ１１０４の特定の場所は、１つ
以上のノッチ１１０４の中心とオプティック１１０の分割点との間の距離の観点から、測
定され得る。例えば、特定の実施形態において、オプティック１１０のパワーの３分の２
は、デバイス１１００内に配置されるよう構成され得、一方、オプティック１１０のパワ
ーの３分の１は、デバイス１１００の外部に配置されるよう構成され得る。例えば、１／
３、２／３分割点のような分割点は、レンズ１１０のパワーに関わらず、デバイス１１０
０内において一定となるよう構成され得る。他の実施形態において、オプティック１１０
の分割点は、１／４、３／４または１／２、１／２であってもよい。換言すれば、オプテ
ィック１１０の屈折力の１／４、１／２、または３／４は、デバイス１１００の外部に位
置するよう構成され得、一方、オプティック１１０の屈折力の３／４、１／２、または１
／４は、デバイス１１００の内部に位置するよう構成され得る。
【０２９３】
　ノッチ１１０４の中心からオプティック１１０の分割点までの測定された距離は、図１
１Ｃに示されている断面図で見たとき、約１．３８ｍｍであってもよい。ノッチ１１０４
の中心からオプティック１１０の分割点までの測定されたこの距離は、屈折面１１０のパ
ワーまたは厚さに関わらず、一定であってもよい。特定の実施形態において、この距離は
、約０．５０ｍｍ、約０．６０ｍｍ、約０．７０ｍｍ、約０．８０ｍｍ、約０．９０ｍｍ
、約１．００ｍｍ、約１．１０ｍｍ、約１．２０ｍｍ、約１．３０ｍｍ、約１．４０ｍｍ
、約１．５０ｍｍ、約１．６０ｍｍ、約１．７０ｍｍ、約１．８０ｍｍ、約１．９０ｍｍ
、約２．００ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値であっ
てもよい。
【０２９４】
　いくつかの実施形態において、ノッチ１１０４Ａ、１１０４Ｂのそれぞれは、図１１Ｃ
の方向から見たとき、約０．１５ｍｍの垂直方向の幅を含み得る。特定の実施形態におい
て、図１１Ｃの方向から見たとき、ノッチ１１０４Ａ、１１０６Ｂのそれぞれは、約０．
０５ｍｍ、約０．１ｍｍ、約０．１１ｍｍ、約０．１２ｍｍ、約０．１３ｍｍ、約０．１
４ｍｍ、約０．１５ｍｍ、約０．１６ｍｍ、約０．１７ｍｍ、約０．１８ｍｍ、約０．１
９ｍｍ、約０．２ｍｍ、約０．２１ｍｍ、約０．２２ｍｍ、約０．２３ｍｍ、約０．２４
ｍｍ、約０．２５ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の幅を
含み得る。
【０２９５】
　いくつかの実施形態において、ノッチ１１０４のそれぞれは、図１１Ｂに示されている
ような前方側の平面図において、屈折１１０の中心から測ったとき、約６０°の角度長を
含み得る。特定の実施形態において、図１１Ｂに示されているような前方側の平面図にお
いて、屈折１１０の中心から測ったとき、ノッチ１１０４のそれぞれの角度長は、約１０
°、約２０°、約３０°、約４０°、約５０°、約６０°、約７０°、約８０°、約９０
°、約１００°、約１１０°、約１２０°、約１３０°、約１４０°、約１５０°、約１
６０°、約１７０°、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値であ
ってもよい。
【０２９６】
　いくつかの実施形態において、図１１Ｃに示されている方向から見たとき、側壁１１０
６Ａ、１１０６Ｂは、約２５°で離間し得る。特定の実施形態において、図１１Ｃに示さ
れている方向から見たとき、側壁１１０６Ａ、１１０６Ｂの間で形成されている角度は、
約１０°、約１５°、約２０°、約２５°、約３０°、約３５°、約４０°、約４５°、
約５０°、約５５°、約６０°、約６５°、約７０°、約７５°、約８０°、および／ま
たは上述の値の２つによって規定される範囲内の値であってもよい。
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【０２９７】
　デバイス１１００は、折り畳み、巻き取り、または圧縮され、さらに、図１Ａを参照し
て上述したデバイス１００のように、小さな切り口および／または小さなインジェクター
を介して、眼球内に注入されるよう構成され得る。例えば、いくつかの実施形態において
、デバイス１１００は、約２．７５ｍｍ以下の切り口を介して挿入され得る。他の実施形
態において、デバイス１１００は、約１．５ｍｍ、約１．６ｍｍ、約１．７ｍｍ、約１．
８ｍｍ、約１．９ｍｍ、約２．０ｍｍ、約２．１ｍｍ、約２．２ｍｍ、約２．３ｍｍ、約
２．４ｍｍ、約２．５ｍｍ、約２．６ｍｍ、約２．７ｍｍ、約２．８ｍｍ、約２．９ｍｍ
、約３．０ｍｍ、約３．１ｍｍ、約３．２ｍｍ、約３．３ｍｍ、約３．４ｍｍ、約３．５
ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の切り口を介して眼球内
に挿入され得る。
【０２９８】
　図１２Ａは、図１１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの別の前方側の平面図を示してい
る。図１２Ｂは、図１２Ａの１２Ｂ－１２Ｂ線に沿った、図１１Ａの例示的な人工水晶体
デバイスの断面図を示している。図１２Ｃは、図１２Ａの１２Ｃ－１２Ｃ線に沿った、図
１１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。図１２Ｄは、図１２Ａの１
２Ｄ－１２Ｄ線に沿った、図１１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している
。図１２Ｅは、図１２Ａの１２Ｅ－１２Ｅ線に沿った、図１１Ａの例示的な人工水晶体デ
バイスの断面図を示している。図１２Ｆは、図１２Ａの１２Ｆ－１２Ｆ線に沿った、図１
１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。図１２Ｇは、図１２Ａの１２
Ｇ－１２Ｇ線に沿った、図１１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。
【０２９９】
　いくつかの実施形態において、１２Ｂ－１２Ｂ線に沿ったデバイス１１００の断面積は
、約２．６７ｍｍ２であってもよい。同様に、いくつかの実施形態において、１２Ｃ－１
２Ｃ線に沿ったデバイス１１００の断面積は、約４．８３ｍｍ２であってもよい。いくつ
かの実施形態において、１２Ｄ－１２Ｄ線に沿ったデバイス１１００の断面積は、約４．
２４ｍｍ２であってもよい。いくつかの実施形態において、１２Ｅ－１２Ｅ線に沿ったデ
バイス１１００の断面積は、約３．６５ｍｍ２であってもよい。いくつかの実施形態にお
いて、１２Ｆ－１２Ｆ線に沿ったデバイス１１００の断面積は、約２．４２ｍｍ２であっ
てもよい。いくつかの実施形態において、１２Ｇ－１２Ｇ線に沿ったデバイス１１００の
断面積は、約４．３４ｍｍ２であってもよい。したがって、デバイス１１００の材料の量
は、必ずしも、デバイス１１００の断面の最も外側の側面の合計のサイズに依存しなくと
もよい。
【０３００】
　図１３Ａは、二次的なデバイスが内部に挿入された図１１Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの前方側の斜視図を示している。図１３Ｂは、二次的なデバイスが内部に挿入された
図１１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図１３Ｃは、図
１３Ｂの１３Ｃ－１３Ｃ線に沿った、二次的なデバイスが内部に挿入された図１１Ａの例
示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。図１３Ｄは、図１３Ｂの１３Ｄ－１３
Ｄ線に沿った、二次的なデバイスが内部に挿入された図１１Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図を示している。二次的なデバイスは、１つ以上のノッチ１１０４内に挿入さ
れるよう構成されたアクリルまたは他のハプティックを含み得る。
【０３０１】
　いくつかの実施形態において、デバイス１１００は、二次的なＩＯＬ、電子デバイス、
および／または他のデバイスのような、二次的なデバイス１３０２と共に用いられるよう
構成され得る。二次的なデバイス１３０２は、ノッチ１１０４を活用するよう構成された
任意のデバイスであり得る。例えば、二次的なデバイス１３０２は、ノッチ１１０４内へ
挿入されるよう構成された１つ以上のハプティックおよび／または他の機構を含み得る。
二次的なデバイス１３０２は、デバイス１１００への埋め込みの前に、デバイス１１００
内に挿入され得る。代替的に、二次的なデバイス１３０２は、デバイス１１００が眼球内
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に埋め込まれた後に、デバイス１１００内に挿入され得る。図示し、上述したように、二
次的なデバイス１３０２またはその機構を、１つ以上のノッチ１１０４内に取り付け、挿
入し、または固定することによって、デバイス１１００内の特定の場所において二次的な
デバイス１３０２を挿入および安定化させ得る。
【０３０２】
　図１４Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図１４
Ｂは、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図１４Ｃ
は、図１４Ｂの１４Ｃ－１４Ｃ線に沿った、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。図１４Ｄは、図１４Ｂの１４Ｄ－１４Ｄ線に沿った、図１４Ａの例示
的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。図１５Ａは、図１４Ａの例示的な人工水
晶体デバイスの別の前方側の斜視図を示している。図１５Ｂは、図１４Ａの例示的な人工
水晶体デバイスの別の前方側の平面図を示している。図１５Ｃは、図１５Ｂの１５Ｃ－１
５Ｃ線に沿った、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの別の断面図を示している。図
１５Ｄは、図１５Ｂの１５Ｄ－１５Ｄ線に沿った、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイ
スの別の断面図を示している。
【０３０３】
　図１４Ａの人工水晶体デバイスは、図１Ａ－１１Ａの人工水晶体デバイスの特徴のいく
つかまたは全てを備えており、同様の参照番号は、同様の特徴を備えている。特に、図１
４Ａの人工水晶体デバイスは、ノッチ１１０４および／またはハプティック１４０２の構
成を除き、図１Ａおよび図１１Ａの人工水晶体デバイスと同様であり得る。ノッチ１４０
４の他の特徴の全てまたはいくつか、例えば、材料、可撓性、機能等は、図６Ａ－６Ｄを
参照して上述したノッチ６０４の特徴および／または図１１Ａ－１１Ｄを参照して上述し
たノッチ１１０４の特徴と同様であり得る。ハプティック１４０２の他の特徴の全てまた
はいくつか、例えば、材料、可撓性、機能等は、図１Ａ－１Ｇを参照して上述したハプテ
ィック１１２の特徴および／または図１１Ａ－１１Ｄを参照して上述したハプティック１
１０２の特徴と同様であり得る。
【０３０４】
　特に、デバイス１４００は、図１１Ａ－１１Ｄを参照して上述した連続的なノッチ１１
０４の代わりに、交互タブを有するノッチ１４０４を含み得る。例えば、各水晶体領域ま
たは側壁１０６Ａ、１０６Ｂの内部に位置するノッチ１４０４のそれぞれは、前方リッジ
および後方リッジを提供するための大タブ１４０４Ｂのセットと、小タブ１４０４Ａのセ
ットと、を含み得る。図１４Ｃに示されているように、小タブ１４０４Ａのセットは、大
タブ１４０４Ｂのセットと比較して、屈折面１１０からより離れて位置し得る。換言すれ
ば、小タブ１４０４Ａのセットは、大タブ１４０４Ｂのセットよりも、デバイス１４００
の後方１０２に近い場所に位置し得る。デバイス１４００に対する小タブ１４０４Ａのセ
ットおよび／または大タブ１４０４Ｂのセットの特定の場所は、図１１Ａ－１１Ｄを参照
して上述したデバイス１１００のノッチ１１０４の場所と同様であり得る。小タブ１４０
４Ａのセットおよび／または大タブ１４０４Ｂのセットは、デバイス１４００内での二次
的なデバイスの側方、前方、および／または後方への動きを防止し得る。小タブ１４０４
Ａのセットおよび／または大タブ１４０４Ｂのセットは、単一片部品として、デバイス１
４００と共に同時に成形され得る。他の実施形態において、小タブ１４０４Ａのセットお
よび／または大タブ１４０４Ｂのセットは、デバイス１４００と別々に形成され得、その
後、デバイス１４００に取り付けられ得る。
【０３０５】
　タブ１４０４Ａ、１４０４Ｂの２つのセットは、前方リッジおよび後方リッジのような
、二次的なデバイスまたはその部分（例えば、二次的なデバイスのハプティック）の挿入
および位置決めを支援するための２つの別々の棚を提供し得る。例えば、図１４Ｄに示さ
れている実施形態において、第１の棚またはリッジは、デバイスの後方１０４により近い
小タブ１４０４Ａのセットの下端と、デバイスの前方１０２により近い大タブ１４０４Ｂ
のセットの上端との間に形成され得る。この第１の棚またはリッジは、デバイス１４００
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の前後軸に沿った０．１６ｍｍの幅であってもよい。この第１の棚またはリッジは、例え
ば、ＢａｕｓｈおよびＬｏｍｂ　Ｌｉ６１Ａ０のような、３片の二次的なＩＯＬから、プ
ロリンハプティックとフィットするよう構成され得る。特定の実施形態において、第１の
棚またはリッジは、約０．１０ｍｍ、約０．１１ｍｍ、約０．１２ｍｍ、約０．１３ｍｍ
、約０．１４ｍｍ、約０．１５ｍｍ、約０．１６ｍｍ、約０．１７ｍｍ、約０．１８ｍｍ
、約０．１９ｍｍ、約０．２０ｍｍ、約０．２１ｍｍ、約０．２２ｍｍ、約０．２３ｍｍ
、約０．２４ｍｍ、約０．２５ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される
範囲内の値の幅を含み得る。
【０３０６】
　さらに、図１４Ｄに示されている実施形態において、第２の棚またはリッジは、小タブ
１４０４Ａのセットの内側部分と、大タブ１０４Ｂのセットの内側部分との間に形成され
得る。この第２の棚またはリッジは、デバイス１４００の前後方向に沿った約０．５０ｍ
ｍの幅であってもよい。この第２の棚またはリッジは、例えば、二次的なデバイスのアク
リルまたは他のハプティックとフィットするよう構成され得る。特定の実施形態において
、この第２の棚またはリッジは、約０．１０ｍｍ、約０．１５ｍｍ、約０．２０ｍｍ、約
０．２５ｍｍ、約０．３０ｍｍ、約０．３５ｍｍ、約０．４０ｍｍ、約０．４５ｍｍ、約
０．５０ｍｍ、約０．５５ｍｍ、約０．６０ｍｍ、約０．６５ｍｍ、約０．７０ｍｍ、約
０．７５ｍｍ、約０．８０ｍｍ、約０．８５ｍｍ、約０．９０ｍｍ、約０．９５ｍｍ、約
１．００ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の幅を含み
得る。
【０３０７】
　交互タブ１４０４Ａ、１４０４Ｂを有するノッチ１４０４は、図１１Ａ－１１Ｄを参照
して上述した連続ノッチ１１０４と比較して、より少ない材料を含み得る。例えば、交互
タブ１４０４Ａ、１４０４Ｂを有するノッチ１４０４は、連続ノッチ１１０４が必要とす
る材料の５０パーセントしか必要としない。特定の実施形態において、交互タブ１４０４
Ａ、１４０４Ｂを有するノッチ１４０４を提供するために必要とされる材料の量は、連続
ノッチ１１０４を提供するのに必要とされる材料の量と比較して、約１０パーセント、約
１５パーセント、約２０パーセント、約２５パーセント、約３０パーセント、約３５パー
セント、約４０パーセント、約４５パーセント、約５０パーセント、約５５パーセント、
約６０パーセント、約６５パーセント、約７０パーセント、約７５パーセント、約８０パ
ーセント、約８５パーセント、約９０パーセント、約９５パーセント、および／または上
述の値の２つによって規定される範囲内の値のパーセントであってもよい。
【０３０８】
　したがって、交互タブ１４０４Ａ、１４０４Ｂを有するノッチ１４０４を含むデバイス
１４００は、連続ノッチ１１０４を含むデバイス１１００と同じまたは同様の機能を提供
しつつも、連続ノッチ１１０４を含むデバイス１１００と比較して、より少ない質量およ
び体積を含み得る。デバイス１４００が挿入のために圧縮された際、交互タブ１４０４Ａ
、１４０４Ｂは、２つのタブの間の中身のない空間内で折り畳まれ得、これにより、体積
を減らすことができる。したがって、交互タブ１４０４Ａ、１４０４Ｂを有するノッチ１
４０４を含むデバイス１４００は、連続ノッチ１１０４を含むデバイス１１００と比較し
て、より小さいインジェクターおよび切り口を介して、眼球内に挿入され得る。例えば、
いくつかの実施形態において、デバイス１４００は、約２．２０ｍｍ以下の切り口を介し
て、眼球内に挿入され得る。特定の実施形態において、デバイス１４００は、約１．０ｍ
ｍ、約１．１ｍｍ、約１．２ｍｍ、約１．３ｍｍ、約１．４ｍｍ、約１．５ｍｍ、約１．
６ｍｍ、約１．７ｍｍ、約１．８ｍｍ、約１．９ｍｍ、約２．０ｍｍ、約２．１ｍｍ、約
２．２ｍｍ、約２．３ｍｍ、約２．４ｍｍ、約２．５ｍｍ、約２．６ｍｍ、約２．７ｍｍ
、約２．８ｍｍ、約２．９ｍｍ、約３．０ｍｍ、および／または上述の値の２つによって
規定される範囲内の値の切り口を介して眼球内に挿入され得る。
【０３０９】
　また、デバイス１４００は、１つ以上のハプティック１４０２を含み得る。１つ以上の
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ハプティック１４０２は、ギリシャ文字のオメガまたはΩに似た全体形状を含み得る。ハ
プティック１４０２の他の特徴の全てまたはいくつかは、図１Ａ－１Ｇを参照して上述し
たハプティック１１２のものと同様であり得る。
【０３１０】
　図１４Ａ－１４Ｄに示されている実施形態において、デバイス１４００は、各水晶体領
域または側壁１０６Ａ、１０６Ｂの外面にそれぞれ取り付けられた２つのハプティック１
４０２Ａ、１４０２Ｂを含んでいる。オメガ状のハプティック１４０２Ａ、１４０２Ｂの
それぞれの両端は、各水晶体領域または側壁１０６Ａ、１０６Ｂの外面にオーバーモール
ドまたは固定され得る。オメガ状のハプティック１４０２Ａ、１４０２Ｂのそれぞれの中
央部分は、中身のない空間、例えば、中央部分の下方のデバイス１４００の凹状領域によ
って囲まれ得、上述のように細胞の成長を促進する。
【０３１１】
　図１のハプティック１１２Ａ、１１２Ｂと比較すると、ハプティック１４０２Ａ、１４
０２Ｂの連続的に湾曲している構成は、よじれを低減することができ、また、デバイス１
４００が眼球内への埋め込みのために、注入カートリッジを介して圧縮された際に起こり
得る伸長に対してより良く適応することができる。対照的に、全体として直線的なセグメ
ントを有するハプティック１１２Ａ、１１２Ｂは、伸長されたときに、レンズの本体から
より容易に引き離されやすい。また、ハプティック１４０２Ａ、１４０２Ｂの湾曲してい
る構成は、ハプティックの長さを、全体として四角形状のハプティック１１２の長さより
も長いものとすることができる一方、同様または実質的な同様の量の空間を覆うことを可
能とし得る。換言すれば、オメガ状のハプティック１４０２のようなデバイスの湾曲した
ハプティックは、ハプティックの材料における重複性を提供することができる。したがっ
て、ハプティック１４０２Ａ、１４０２Ｂの追加的な長さによって、細胞の成長が、より
良く促進され得る。
【０３１２】
　図１６Ａは、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの別の前方側の平面図を示してい
る。図１６Ｂは、図１６Ａの１６Ｂ－１６Ｂ線に沿った、図１４Ａの例示的な人工水晶体
デバイスの断面図を示している。図１６Ｃは、図１６Ａの１６Ｃ－１６Ｃ線に沿った、図
１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。図１６Ｄは、図１６Ａの１
６Ｄ－１６Ｄ線に沿った、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している
。図１６Ｅは、図１６Ａの１６Ｅ－１６Ｅ線に沿った、図１４Ａの例示的な人工水晶体デ
バイスの断面図を示している。図１６Ｆは、図１６Ａの１６Ｆ－１６Ｆ線に沿った、図１
４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。図１６Ｇは、図１６Ａの１６
Ｇ－１６Ｇ線に沿った、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。
図１６Ｈは、図１６Ａの１６Ｇ－１６Ｇ線に沿った、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図を示している。
【０３１３】
　いくつかの実施形態において、１６Ｂ－１６Ｂ線に沿った、デバイス１４００の断面積
は、約３．３９ｍｍ２であってもよい。同様に、いくつかの実施形態において、１６Ｃ－
１６Ｃ線に沿った、デバイスの断面積は、約４．０３ｍｍ２であってもよい。いくつかの
実施形態において、１６Ｄ－１６Ｄ線に沿った、デバイスの断面積は、約４．２６ｍｍ２

であってもよい。いくつかの実施形態において、１６Ｅ－１６Ｅ線に沿った、デバイスの
断面積は、約４．１０ｍｍ２であってもよい。いくつかの実施形態において、１６Ｆ－１
６Ｆ線に沿った、デバイスの断面積は、約３．５０ｍｍ２であってもよい。いくつかの実
施形態において、１６Ｇ－１６Ｇ線に沿った、デバイスの断面積は、約２．４２ｍｍ２で
あってもよい。いくつかの実施形態において、１６Ｈ－１６Ｈ線に沿った、デバイスの断
面積は、約４．４３ｍｍ２であってもよい。したがって、デバイス１４００の材料の量は
、デバイス１４００の断面の最も外側の周面の合計のサイズに必ずしも依存しなくともよ
い。
【０３１４】
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　図１７Ａは、例えば、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイス１４００のような、人工
水晶体デバイスと共に用いられるよう構成された例示的なハプティックの前方側の斜視図
を示している。図１７Ｂは、図１７Ａの例示的なハプティックの前方側の平面図を示して
いる。図１７Ｃは、図１７Ａの例示的なハプティックの側面図を示している。
【０３１５】
　図１７Ａ－１７Ｃに示されているように、全体としてオメガ形状のハプティック１４０
２は、連続的に湾曲した構成を含み得る。細胞の内部成長のために構成されたハプティッ
ク１４０２の中央部分および／または実質的に大きな部分は、第１の一般的な方法への湾
曲を含み得る。中央部分は、ハプティック１４０２の２つの端部において終点する第１の
一般的な方向を反転した、または、それとは反対方向の第２の一般的な方向における湾曲
に沿った両端において全体として延伸し得る。ハプティック１４０２の２つの端部は、デ
バイス１４００にオーバーモールドまたは取り付けられ、密閉され得る。
【０３１６】
　いくつかの実施形態において、ハプティック１４０２は、図１７Ｃにおいて示されてい
るような側面図で見たとき、約０．０８ｍｍの厚さを含み得る。特定の実施形態において
、側面側から見たとき、ハプティック１４０２は、約０．０３ｍｍ、約０．０４ｍｍ、約
０．０５ｍｍ、約０．０６ｍｍ、約０．０７ｍｍ、約０．０８ｍｍ、約０．０９ｍｍ、約
０．１０ｍｍ、約０．１１ｍｍ、約０．１２ｍｍ、約０．１３ｍｍ、約０．１４ｍｍ、約
０．１５ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の厚さを含
み得る。
【０３１７】
　特定の実施形態において、図１７Ｂに示されているような前方側の平面図で見たとき、
ハプティック１４０２は、ハプティック１４０２のトップから底まで計測した際、約２．
４１ｍｍの全高を含み得る。いくつかの実施形態において、前方側の平面図で見たとき、
ハプティック１４０２の全高は、約１．５０ｍｍ、約１．６０ｍｍ、約１．７０ｍｍ、約
１．８０ｍｍ、約１．９０ｍｍ、約２．００ｍｍ、約２．１０ｍｍ、約２．２０ｍｍ、約
２．３０ｍｍ、約２．４０ｍｍ、約２．５０ｍｍ、約２．６０ｍｍ、約２．７０ｍｍ、約
２．８０ｍｍ、約２．９０ｍｍ、約３．００ｍｍ、３．１０ｍｍ、３．２０ｍｍ、３．３
０ｍｍ、３．４０ｍｍ、３．５０ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定され
る範囲内の値であってもよい。
【０３１８】
　さらに、前方側の平面図を見たとき、ハプティック１４０２は、約１．６５ｍｍの全幅
を含み得る。特定の実施形態において、前方側の平面図で見たときに、ハプティック１４
０２の全幅は、約１．００ｍｍ、約１．１０ｍｍ、約１．２０ｍｍ、約１．３０ｍｍ、約
１．４０ｍｍ、約１．５０ｍｍ、約１．６０ｍｍ、約１．７０ｍｍ、約１．８０ｍｍ、約
１．９０ｍｍ、約２．００ｍｍ、約２．１０ｍｍ、約２．２０ｍｍ、約２．３０ｍｍ、約
２．４０ｍｍ、約２．５０ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲
内の値であってもよい。
【０３１９】
　さらに、前方側の平面図で見たとき、ハプティック１４０２の２つの末端の間の垂直方
向の距離は、約１．６６ｍｍであってもよい。特定の実施形態において、前方側の平面図
で見たとき、ハプティック１４０２の２つの末端の間の垂直方向の距離は、約１．００ｍ
ｍ、約１．１０ｍｍ、約１．２０ｍｍ、約１．３０ｍｍ、約１．４０ｍｍ、約１．５０ｍ
ｍ、約１．６０ｍｍ、約１．７０ｍｍ、約１．８０ｍｍ、約１．９０ｍｍ、約２．００ｍ
ｍ、約２．１０ｍｍ、約２．２０ｍｍ、約２．３０ｍｍ、約２．４０ｍｍ、約２．５０ｍ
ｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値であってもよい。
【０３２０】
　さらに、前方側の平面図を見たとき、ハプティック１４０２の厚さは、約０．１２ｍｍ
であってもよい。特定の実施形態において、上側から見たとき、または、前方側の平面図
を見たとき、ハプティック１４０２は、約０．０３ｍｍ、約０．０４ｍｍ、約０．０５ｍ
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ｍ、約０．０６ｍｍ、約０．０７ｍｍ、約０．０８ｍｍ、約０．０９ｍｍ、約０．１０ｍ
ｍ、約０．１１ｍｍ、約０．１２ｍｍ、約０．１３ｍｍ、約０．１４ｍｍ、約０．１５ｍ
ｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の厚さを含み得る。
【０３２１】
　図１８Ａは、二次的なデバイスが内部に挿入された図１４Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの前方側の斜視図を示している。図１８Ｂは、二次的なデバイスが内部に挿入された
図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図１８Ｃは、図
１８Ｂの１８Ｃ－１８Ｃ線に沿った、二次的なデバイスが内部に挿入された図１４Ａの例
示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。図１８Ｄは、図１８Ｂの１８Ｄ－１８
Ｄ線に沿った、二次的なデバイスが内部に挿入された図１４Ａの例示的な人工水晶体デバ
イスの断面図を示している。図１８Ｅは、図１４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの一部
分の前方側の平面図を示している。
【０３２２】
　上述のように、デバイス１４００は、二次的なＩＯＬ、電子デバイス、および／または
他のデバイスのような二次的なデバイス１８０２と共に用いられるよう構成され得る。二
次的なデバイス１８０２は、ノッチ１４０４の小タブ１４０４Ａのセットおよび／または
大タブ１４０４Ｂのセットの利点を生かすよう構成された任意のデバイスであり得る。例
えば、二次的なデバイス１８０２は、ノッチ１４０４の小タブ１４０４Ａのセットおよび
／または大タブ１４０４Ｂのセットによって形成された１つ以上のリッジまたは棚内に挿
入されるよう構成された１つ以上のハプティックおよび／または他の機構を含み得る。二
次的なデバイス１８０２は、デバイス１４００の眼球内への埋め込みの前および／または
後に、デバイス１４００内に挿入され得る。
【０３２３】
　図１９Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図１９
Ｂは、図１９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図１９Ｃ
は、図１９Ｂの１９Ｃ－１９Ｃ線に沿った、図１９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。図１９Ｄは、図１９Ｂの１９Ｄ－１９Ｄ線に沿った、図１９Ａの例示
的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。図１９Ｅは、図１９Ａの例示的な人工水
晶体デバイスの側面側の平面図を示している。図１９Ｆは、図１９Ｄの１９Ｆ－１９Ｆ線
に沿った、図１９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。
【０３２４】
　図１９Ａの人工水晶体デバイス１９００は、図１０Ａおよび／または１４Ａの人工水晶
体デバイスの特徴のいくつかまたは全てを備えており、同様の参照番号は、同様の特徴を
備えている。人工水晶体デバイス１９００のいくつかまたは全ての特徴は、本明細書で開
示された他の人工水晶体デバイスのものと同様であり得る。例えば、人工水晶体デバイス
１９００は、交互タブを有する１つ以上のノッチ１４０４を含み得る。ノッチ１４０４の
いくつかまたは全ての特徴、交互タブ、および／または機能、特性、および／またはそれ
らの材料は、図１４Ａを参照して上述したものと同様であり得る。特定の実施形態におい
て、１つ以上の交互タブ１４０４は、同じまたは同様のサイズおよび／または形状を全て
含み得る。
【０３２５】
　人工水晶体デバイス１９００は、デバイス１９００の外周全体を囲む連続側壁部分１９
０２を含み得る。人工水晶体デバイス１９００の全体一般形状または構成は、図１０Ａの
人工水晶体デバイス１０００の全体一般形状と同様であり得る。しかしながら、図１０Ａ
の人工水晶体デバイスと対照的に、図１９Ａの人工水晶体デバイス１９００の側壁１９０
２は、分割空間または中身のない空間を含まないでもよい。
【０３２６】
　連続側壁１９０２を設けることにより、人工水晶体デバイス１９００は、特定の他の実
施形態よりも、挿入の際に、眼球のナチュラル水晶体嚢を開いた状態に保つために、より
効果的であり得る。すなわち、側壁に沿って中身のない空間が存在しないので、ナチュラ
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ル水晶体嚢内での収納または折り畳みのための人工水晶体デバイス１９００の動作が特定
の他の実施形態よりも少なくなり得る。しかしながら、同時に、側壁１９０２の連続的な
構成は、小さな切り口を介してデバイス１９００を挿入する際の技術的な困難さをもたら
し得る。
【０３２７】
　したがって、この潜在的な欠点に対応するため、例示的な人工水晶体デバイス１９００
のいくつの実施形態は、事前に存在する後方面を含まない。むしろ、例示的な人工水晶体
デバイス１９００のいくつかの実施形態は、空または中身のない後方および／または前方
面を含み得る。したがって、デバイス１９００は、眼球内への挿入の後、後方および／ま
たは前方の屈折面、または、オプティックと接合するよう構成され得る。換言すれば、フ
レームワークおよび後方屈折面の双方を備える単一片部品を含むというよりも、人工水晶
体デバイス１９００は、フレームワークと後方屈折面が、ナチュラル水晶体嚢または眼球
内に別々に設けられ、および／または、挿入される二片部品を含んでいてもよい。
【０３２８】
　より具体的には、埋め込みの際に、フレームワークまたは人工水晶体デバイス１９００
が、最初に、眼球内に挿入され得、ナチュラル水晶体全体が制限開放された状態を維持す
ることができる。続いて、オプティックまたは屈折面が眼球内に挿入され、例えば、デバ
イスの前方面および／または後方面、またはこれの近くにおいて、配置またはフレームワ
ークまたは人工水晶体デバイス１９００と接合され得る。フレームワーク１９００を後方
屈折面から離間させることにより、単一挿入の量、例えば、フレームワークまたはデバイ
ス１９００の挿入量をより少なくすることができる。
【０３２９】
　さらに、後方オプティックが別々に挿入されるので、後方オプティックは、未来におい
てより容易に取り換え可能となる。同時に、このオプティックを人工水晶体デバイス１９
００の後方端部またはその近くに配置することにより、追加的なレンズ、技術デバイス、
および／または他のコンポーネントを、同様に、デバイス１９００の内側および／または
前方側に配置することが可能となる
【０３３０】
　オプティックは、多数の方法で、デバイス１９００に取り付けまたは接合され得る。例
えば、オプティックは、デバイス１９００の後方面または他の部分に縫合され得、または
、摩擦係合、化学的接着、機械的ロック、および／またはこれらの組み合わせにより、取
り付けまたは接合され得る。特に、いくつかの実施形態において、デバイス１９００の中
身のない後方および／または前方端、または、開口は、縁１９０４を含み得る。換言すれ
ば、デバイス１９００の後方開口、前方開口、または端部は、延伸材１９０４の２つの層
を含み得、２つの層の間に溝が形成される。延伸材１９０４によって形成されるこの溝は
、デバイス１９００の後方および／または前方開口を通過して延伸し得、例えば、円形の
環帯を形成する。延伸材１９０４のそれぞれは、オプティックの位置を維持するよう構成
された１つ以上の三角形状の固定具を含み得る。オプティクス、または、これの周面また
は部分（例えば、舌状部分）は、例えば、シリコーンによって形成された延伸材料１９０
４の２つの層によって形成された溝内に挿入されるよう構成され得る。
【０３３１】
　図１９Ｆに示されているように、いくつかの実施形態において、デバイス１９００の後
方および／または前方開口は、いくつかの実施形態で、約６．１５０ｍｍまたは約６．２
５０ｍｍの直径を含み得る。特定の実施形態において、デバイス１９００の後方および／
または前方開口は、約５ｍｍ、約５．１ｍｍ、約５．２ｍｍ、約５．３ｍｍ、約５．４ｍ
ｍ、約５．５ｍｍ、約５．６ｍｍ、約５．７ｍｍ、約５．８ｍｍ、約５．９ｍｍ、約６．
０ｍｍ、約６．１ｍｍ、約６．２ｍｍ、約６．３ｍｍ、約６．４ｍｍ、約６．５ｍｍ、約
６．６ｍｍ、約６．７ｍｍ、約６．８ｍｍ、約６．９ｍｍ、約７．０ｍｍ、約７．１ｍｍ
、約７．２ｍｍ、約７．３ｍｍ、約７．４ｍｍ、約７．５ｍｍ、約８．０ｍｍ、約８．５
ｍｍ、約９．０ｍｍ、約９．５ｍｍ、約１０ｍｍ、および／または上述の値の２つによっ
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て規定される範囲内の値の直径を含み得る。
【０３３２】
　特定の実施形態において、後方および／または前方開口を囲む縁部分１９０４は、図１
９Ｆに示されているような前方側の平面図で見たときに、特定の厚さを含み得る。したが
って、縁部分１９０４を除いた、デバイス１９００の前方および／または後方開口の内周
面の周りに形成された円形部分の直径は、約７．００ｍｍおよび／または後方および／ま
たは前方開口よりも大きくてもよい。特定の実施形態において、縁部分１９０４を除いた
、デバイス１９００の前方および／または後方開口の内周面の周りに形成された円形部分
の直径は、約５．５ｍｍ、約５．６ｍｍ、約５．７ｍｍ、約５．８ｍｍ、約５．９ｍｍ、
約６．０ｍｍ、約６．１ｍｍ、約６．２ｍｍ、約６．３ｍｍ、約６．４ｍｍ、約６．５ｍ
ｍ、約６．６ｍｍ、約６．７ｍｍ、約６．８ｍｍ、約６．９ｍｍ、約７．０ｍｍ、約７．
１ｍｍ、約７．２ｍｍ、約７．３ｍｍ、約７．４ｍｍ、約７．５ｍｍ、約８．０ｍｍ、約
８．１ｍｍ、約８．２ｍｍ、約８．３ｍｍ、約８．４ｍｍ、約８．５ｍｍ、約９．０ｍｍ
、約９．５ｍｍ、約１０．０ｍｍ、約１０．５ｍｍ、および／または上述の値の２つによ
って規定される範囲内の値であってもよい。
【０３３３】
　いくつかの実施形態において、デバイス１９００は、側壁１０９２の内部全体に渡って
円周方向に配置された複数のノッチ１４０４を含み得る。複数のノッチ１４０４のそれぞ
れまたはいくつかは、図１９Ｂにおいて示されているような前方側の平面図で見たときに
、約８°の角度幅を含み得る。特定の実施形態において、図１９Ｂにおいて示されている
ような前方側の平面図で見たときに、複数のノッチ１４０４のそれぞれまたはいくつかは
、約１°、約２°、約３°、約４°、約５°、約６°、約７°、約８°、約９°、約１０
°、約１１°、約１２°、約１３°、約１４°、約１５°、約２０°、約２５°、約３０
°、約４０°、約４５°、約６０°、約７５°、約９０°、および／または上述の値の２
つによって規定される範囲内の値の角度幅を含み得る。［０３３１］図２０Ａは、図１９
Ａの例示的な人工水晶体デバイスまたは本明細書で記述された任意の他の例示的な人工水
晶体デバイスのような人工水晶体デバイスと共に用いられるよう構成された例示的なオプ
ティックの前方側の斜視図を示している。図２０Ｂは、図２０Ａの例示的なオプティック
の前方側の平面図を示している。図２０Ｃは、図２０Ｂに示された前方側の平面図の長軸
に沿った、図２０Ａの例示的なオプティックの側面側の平面図を示している。図２０Ｄは
、図２０Ｂに示された前方側の平面図の短軸に沿った、図２０Ａの例示的なオプティック
の側面側の平面図を示している。
【０３３４】
　いくつかの実施形態において、オプティックまたは屈折面２０００は、約６．００ｍｍ
の直径を含み得る。特定の実施形態において、オプティックまたは屈折面２０００は、約
５．００ｍｍ、約５．５０ｍｍ、約６．００ｍｍ、約６．５０ｍｍ、約７．００ｍｍ、約
７．５０ｍｍ、約８．００ｍｍ、約８．５０ｍｍ、約９．００ｍｍ、約９．５０ｍｍ、約
１０．００ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の直径を
含み得る。
【０３３５】
　オプティックまたは屈折面２０００は、１つ以上の舌状部２００２を含み得る。１つ以
上の舌状部２００２は、オプティック２０００の屈折部分から外側に延伸し得る。１つ以
上の舌状部２００２は、人工水晶体デバイスの溝内に挿入されるよう構成され得る。例え
ば、１つ以上の舌状部２００２は、デバイス１９００内の延伸材１９０４の２つの層によ
って形成された溝内に挿入され得る。
【０３３６】
　オプティック２０００は、１、２、３、４、５、６、７、８、９、または１０個の舌状
部２００２を含み得る。オプティック２０００の１つ以上の舌状部２００２のそれぞれは
、オプティック２０００の屈折部分の周面の約２０°、約４０°、約６０°、約８０°、
約１００°、約１２０°、約１４０°、約１６０°、約１８０°、約２００°、約２２０
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°、約２４０°、約２６０°、約２８０°、約３００°、約３２０°、約３４０°、約３
６０°、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の周面から放射状
に延伸し得る。
【０３３７】
　オプティック２０００の舌状部２００２は、１つ以上のアイレット２００４を含み得る
。１つ以上のアイレット２００４は、デバイス１９００のような人工水晶体デバイス内に
おいて特定の場所または構成において、オプティック２０００を留めるまたは固定するた
めに用いられ得る。いくつかの実施形態において、アイレット２００４のそれぞれは、約
０．２５ｍｍの直径および／または厚さを含み得る。特定の実施形態において、アイレッ
ト２００４のそれぞれは、約０．０５ｍｍ、約０．１０ｍｍ、約０．１５ｍｍ、約０．２
０ｍｍ、約０．２５ｍｍ、約０．３０ｍｍ、約０．３５ｍｍ、約０．４０ｍｍ、約０．４
５ｍｍ、約０．５０ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値
の直径および／または厚さを含み得る。
【０３３８】
　図２１Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図２１
Ｂは、図２１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図２１Ｃ
は、図２１Ｂの２１Ｃ－２１Ｃ線に沿った、図２１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。図２１Ｄは、図２１Ｂの２１Ｄ－２１Ｄ線に沿った、図２１Ａの例示
的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。
【０３３９】
　図２１Ａの例示的な人工デバイスは、図１９Ａの例示的な人工デバイスと同様の１つ以
上の特徴を含み得る。図２１Ａの例示的な人工デバイスは、図２１Ａに示されているよう
に、屈折面またはＩＯＬ２２００と共に用いられるよう構成され得る。例えば、例示的な
人工デバイス２１００は、本明細書において記述された１つ以上の他の実施形態と同様に
、後方屈折面２２００を含み得る。後方屈折面２２００は、人工デバイス２１００から選
択的に着脱可能に構成され得る。
【０３４０】
　いくつかの実施形態において、デバイス２１００は、図２１Ｂに示されているような前
方側からの平面図で見たときに、約９．６５０ｍｍの全径を含み得る。特定の実施形態に
おいて、前方側の平面図で見たときに、デバイス２１００は、約７．０ｍｍ、約７．５ｍ
ｍ、約８．０ｍｍ、約８．５ｍｍ、約９．０ｍｍ、約９．５ｍｍ、約１０．０ｍｍ、約１
０．５ｍｍ、約１１．５ｍｍ、約１２．０ｍｍ、および／または上述の値の２つによって
規定される範囲内の値の全径を含み得る。
【０３４１】
　いくつかの実施形態において、デバイス２１００は、図２１Ｄに示されている２１Ｄ－
２１Ｄ線に沿った断面図において、屈折面２２００を除き、約３．５ｍｍの厚さを含み得
る。屈折面２２００の厚さにもよるが、屈折面２２００を備えるデバイス２１００の全厚
は、約３．９８０ｍｍであってもよい。特定の実施形態において、２１Ｄ－２１Ｄ線に沿
った断面図および／または側面図において、屈折面２２００を含みおよび／または含まず
に、デバイス２１００の厚さは、約２．５ｍｍ、約３ｍｍ、約３．５ｍｍ、約４ｍｍ、約
４．５ｍｍ、約５ｍｍ、約５．５ｍｍ、約６ｍｍ、および／または上述の値の２つによっ
て規定される範囲内の値であってもよい。
【０３４２】
　図２１Ｃに示されているように、いくつかの実施形態において、デバイス２１００の後
方および／または前方開口は、約６．２５０ｍｍ、約６．２５０ｍｍ、および／または約
６．３５０ｍｍの直径を含み得る。特定の実施形態において、デバイス２１００の後方お
よび／または前方開口は、約５ｍｍ、約５．１ｍｍ、約５．２ｍｍ、約５．３ｍｍ、約５
．４ｍｍ、約５．５ｍｍ、約５．６ｍｍ、約５．７ｍｍ、約５．８ｍｍ、約５．９ｍｍ、
約６．０ｍｍ、約６．１ｍｍ、約６．２ｍｍ、約６．３ｍｍ、約６．４ｍｍ、約６．５ｍ
ｍ、約６．６ｍｍ、約６．７ｍｍ、約６．８ｍｍ、約６．９ｍｍ、約７．０ｍｍ、約７．
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１ｍｍ、約７．２ｍｍ、約７．３ｍｍ、約７．４ｍｍ、約７．５ｍｍ、約８．０ｍｍ、約
８．５ｍｍ、約９．０ｍｍ、約９．５ｍｍ、約１０ｍｍ、および／または上述の値の２つ
によって規定される範囲内の値の直径を含み得る。
【０３４３】
　特定の実施形態において、縁部分は、図２１Ｂに示されているような前方側の平面図で
見たときに、特定の厚さを有し、後方および／または前方開口を囲み得る。デバイス２１
００の前方および／または後方開口の内周面の回りに形成された円形部分の直径は、縁部
を除き、約７．００ｍｍおよび／または後方および／または前方開口よりも大きくてもよ
い。特定の実施形態において、デバイス２１００の前方および／または後方開口の内周面
の回りに形成された円形部分の直径は、縁部を除き、約５．５ｍｍ、約５．６ｍｍ、約５
．７ｍｍ、約５．８ｍｍ、約５．９ｍｍ、約６．０ｍｍ、約６．１ｍｍ、約６．２ｍｍ、
約６．３ｍｍ、約６．４ｍｍ、約６．５ｍｍ、約６．６ｍｍ、約６．７ｍｍ、約６．８ｍ
ｍ、約６．９ｍｍ、約７．０ｍｍ、約７．１ｍｍ、約７．２ｍｍ、約７．３ｍｍ、約７．
４ｍｍ、約７．５ｍｍ、約８．０ｍｍ、約８．１ｍｍ、約８．２ｍｍ、約８．３ｍｍ、約
８．４ｍｍ、約８．５ｍｍ、約９．０ｍｍ、約９．５ｍｍ、約１０ｍｍ、約１０．５ｍｍ
、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値であってもよい。
【０３４４】
　いくつかの実施形態において、デバイス２１００は、側壁１９０２の内部全体に渡って
周方向に配置された複数のノッチ１４０４を含み得る。複数のノッチ１４０４のそれぞれ
またはいくつかは、図２１Ｂに示されているような前方側の平面図で見たときに、約８°
の角度幅を含み得る。特定の実施形態において、前方側の平面図で見たときに、複数のノ
ッチ１４０４のそれぞれまたはいくつかは、約１°、約２°、約３°、約４°、約５°、
約６°、約７°、約８°、約９°、約１０°、約１１°、約１２°、約１３°、約１４°
、約１５°、約２０°、約２５°、約３０°、約４０°、約４５°、約６０°、約７５°
、約９０°、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の角度幅を含
み得る。
【０３４５】
　図２２Ａは、図２１Ａの人工水晶体デバイスまたは本明細書に記述された任意の他の例
示的な人工水晶体デバイスのような、人工水晶体デバイスと共に用いられるよう構成され
得る例示的な屈折面または眼球内レンズの前方側の斜視図を示している。図２２Ｂは、図
２２Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズの前方側の平面図を示している。図２２Ｃは
、図２２Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズの側面側の平面図を示している。図２２
Ｄは、図２２Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズの別の側面側の平面図を示している
。
【０３４６】
　図２２Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズ２２００は、本明細書で開示された１つ
以上の例示的な人工デバイスと共に用いられるよう構成され得る。例えば、図２２Ａの例
示的な屈折面または眼球内レンズ２２００は、図２１Ａの人工水晶体デバイスに取り付け
および／または図２１Ａの人工水晶体デバイスから選択的に取り外しされ得る。
【０３４７】
　いくつかの実施形態において、オプティックまたは屈折面２２００は、約６．２５０ｍ
ｍの直径を含み得る。特定の実施形態において、オプティックまたは屈折面２２００は、
約５．００ｍｍ、約５．５０ｍｍ、約６．００ｍｍ、約６．５０ｍｍ、約７．００ｍｍ、
約７．５０ｍｍ、約８．００ｍｍ、約８．５０ｍｍ、約９．００ｍｍ、約９．５０ｍｍ、
約１０．００ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の直径
を含み得る。
【０３４８】
　例示的な屈折面または眼球内レンズ２２００は、屈折面または眼球内レンズ２２００の
人工水晶体デバイスへの取り付け、および／または、これら２つの固定を容易とするため
の１つ以上のタブ２２０６を含み得る。例えば、いくつかの実施形態において、屈折面ま
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たは眼球内レンズ２２００は、４つのタブ２２０６を含み得る。タブ２２０６のそれぞれ
は、図２２Ｄにおいて示されているような側面側の平面図で見たときに、湾曲を含む。例
えば、特定の実施形態において、屈折面または眼球内レンズ２２００は、２つの上方へ湾
曲しているタブ２２０６Ａと、２つの下方に湾曲しているタブ２２０６Ｂと、を含み得る
。したがって、４つのタブ２２０６の２つは、人工水晶体デバイスの後方または前方の端
部の内部に配置されるよう構成され得、さらに、他の２つのタブ２２０６は、人工水晶体
デバイスの後方または前方の端部の外側に配置されるよう構成され得る。このようにして
、屈折面または眼球内レンズ２２００は、人工水晶体デバイスの後方の端部に対して所定
の位置において実質的に保持され得る。
【０３４９】
　複数のタブ２２０６のそれぞれは、図２２Ｄに示されているような側面側の平面図で見
たときに、所定の角度で屈折面２２００から延伸し得る。例えば、いくつかの実施形態に
おいて、複数のタブ２２０６のそれぞれまたはいくつかは、屈折面２２００から、いずれ
かの方向へ、約４５°で延伸し得る。特定の実施形態において、複数のタブ２２０６のそ
れぞれまたはいくつかは、約＋／－１０°、約＋／－２０°、約＋／－２５°、約＋／－
３０°、約＋／－３５°、約＋／－４０°、約＋／－４５°、約＋／－５０°、約＋／－
５５°、約＋／－６０°、約＋／－７０°、約＋／－８０°、約＋／－９０°、および／
または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の角度で、初めに延伸し得る。
【０３５０】
　いくつかの実施形態において、タブ２２０６のそれぞれまたはいくつかは、図２２Ｄに
示されているような側面側の平面図で見たときに、約０．５０ｍｍの高さを含み得る。特
定の実施形態において、タブ２２０６のそれぞれまたはいくつかは、図２２Ｄに示されて
いるような側面側の平面図で見たときに、約０．１０ｍｍ、約０．２０ｍｍ、約０．３０
ｍｍ、約０．４０ｍｍ、約０．５０ｍｍ、約０．６０ｍｍ、約０．７０ｍｍ、約０．８０
ｍｍ、約０．９０ｍｍ、約１．０ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定され
る範囲内の値の高さを含み得る。
【０３５１】
　いくつかの実施形態において、オプティック２２００は、１、２、３、４、５、６、７
、８、９、または１０個のタブ２２０６を含み得る。特定の実施形態において、１つ以上
のタブ２２０６のそれぞれまたはいくつかは、オプティック２２００の屈折部分の周面の
約３０°から放射状に延伸し得る。いくつかの実施形態において、オプティック２０００
の１つ以上のタブ２２０６のそれぞれまたはいくつかは、オプティック２２００の屈折部
分の周面の約２０°、約４０°、約６０°、約８０°、約１００°、約１２０°、約１４
０°、約１６０°、約１８０°、約２００°、約２２０°、約２４０°、約２６０°、約
２８０°、約３００°、約３２０°、約３４０°、約３６０°、および／または上述の値
の２つによって規定される範囲内の値の角度から、放射状に延伸し得る。
【０３５２】
　いくつかの実施形態において、タブ２２０６のそれぞれまたはいくつかは、図２２Ｂに
示されているような前方側の平面図で見たときに、約２．０ｍｍの幅を含み得る。特定の
実施形態において、図２２Ｂに示されているような前方側の平面図で見たときに、タブ２
２０６のそれぞれまたはいくつかは、約０．５ｍｍ、約１．０ｍｍ、約１．５ｍｍ、約２
．０ｍｍ、約２．５ｍｍ、約３．０ｍｍ、約３．５ｍｍ、約４．０ｍｍ、約４．５ｍｍ、
約５．０ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の幅を含み
得る。
【０３５３】
　屈折面または眼球内レンズ２２００は、２つの凸部２２００Ａ、２２００Ｂを含み得る
。人工水晶体デバイスに取り付けられる際に、２つの凸部の一方２２００Ａは、人工水晶
体デバイスの内部に配置されるよう構成され得、他方の凸部２２００Ｂは、人工水晶体デ
バイスの外側に配置されるよう構成され得る。いくつかの実施形態において、２つの凸部
２２００Ａ、２２００Ｂは、実質的に、同じ形状、面積、および／または屈折力を含み得
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る。このようにして、屈折面または眼球内レンズ２２００は、人工水晶体デバイスに取り
付けられる際に、自身の後方および前方構成が問題とならないように、構成され得る。換
言すれば、屈折面または眼球内レンズ２２００は、人工水晶体デバイスに取り付けられる
際に反転され得、さらに、その場合であっても実質的に同じ機能を得ることができる。
【０３５４】
　本明細書で述べられたいくつかの実施形態は、遠近調整オプティックシステム、デバイ
ス、および／またはこれらの制御方法に関し、および／または、これらと共に用いられ得
る。遠近調整オプティックまたはレンズは、一般的に、ユーザーが様々な距離で視界をク
リアにすることを支援するオプティクスまたはレンズを意味し得る。換言すれば、遠近調
整オプティックまたはレンズは、ユーザーの視界的な必要性の変化に応じて、ユーザーの
視界を修正する度合いが変化するように、屈折力または光学的パワーを変化させることを
提供し得る。遠近調整オプティクまたはレンズは、多数の異なる形態および／またはデザ
インを含み得る。１つの例は、電気活性遠近調整レンズとして知られている電子または電
気遠近調整レンズ、電気活性レンズ、または電気活性眼球内レンズである。電気活性遠近
調整レンズ、例えば、電気信号または入力に応じて、レンズの光学パワーまたは集光力を
変更する構成に変化するよう構成された液晶を含み得る。電気活性遠近調整レンズは、眼
球内レンズ（ＩＯＬ）として、眼球内に埋め込まれるよう構成され得る。
【０３５５】
　電気活性遠近調整ＩＯＬと共に生じる一般的な問題の１つは、電気活性遠近調整ＩＯＬ
のサイズおよび全体構成に関するものである。例えば、電気活性遠近調整レンズまたはＬ
ＣＤパワー可変レンズは、一般的に、折り畳み出来ないプレクシガラスの２つのウェハー
間に配置された液晶を含む。同時に、ＩＯＬは、一般的に、大部分の環境下において機能
するレンズを提供するため、例えば、暗所または他の環境において瞳がオプティックより
も大きくなった際のハロー効果および／またはミスマッチを防ぐために、少なくとも５ｍ
ｍの直径または幅を含むオプティックを必要とする。さらに、例えば、３ｍｍよりも小さ
な、小さい切り口を介してＩＯＬを挿入することは一般的に利点がある。したがって、こ
のような基準に対処および調和させるため、特定の電気活性遠近調整ＩＯＬは、全体とし
て四角形状または長尺棒状の形状を含み、これにより、５ｍｍ以上または少なくとも３ｍ
ｍ以上の長さまたは幅を有する硬質または半硬質電気活性遠近調整ＩＯＬが、切り口を介
して、眼球内に挿入されることを可能としている。これは、一般的に丸いまたは円形の形
状を含む大部分のＩＯＬと対照的である。
【０３５６】
　特定の遠近調整オプティック、デバイス、および方法は、これらの欠点に対処する。図
２３Ａは、人工水晶体デバイスと共に用いられるよう構成された例示的な遠近調整オプテ
ィックデバイスの前方側の平面図を示している。図２３Ｂは、人工水晶体デバイスと共に
用いられる図２３Ａの例示的な遠近調整オプティックデバイスを含む例示的な遠近調整オ
プティックシステムの前方側の平面図を示している。図２３Ｃは、人工水晶体デバイスの
短軸に沿った、図２３Ｂの例示的な遠近調整オプティックシステムの断面図を示している
。
【０３５７】
　特に、例示的な遠近調整オプティック２３００は、本明細書で記述された人工水晶体デ
バイスの任意のものと共に用いられるよう構成されている。たとえば、遠近調整オプティ
ック２３００は、人工水晶体デバイス１４００の内部に配置または挿入されるよう構成さ
れ得る。遠近調整オプティック２３００は、人工水晶体デバイスの後方屈折面の前方に配
置されるよう構成され得、後方屈折面は、遠近調整オプティック２３００によって補助さ
れ得るベースレンズとして機能することができ、人間の光学システムの焦点を効果的に変
更することができる。
【０３５８】
　遠近調整オプティック２３００は、電気活性遠近調整レンズと同様の方法で、屈折力ま
たは光学パワーの変更を提供するよう構成され得る。重要な違いは、遠近調整オプティッ
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ク２３００は、後方屈折面を含む、本明細書で記述された、後方屈折面を含む人工水晶体
デバイスの１つ以上と共に用いられるよう構成されていることである。換言すれば、遠近
調整オプティック２３００は、別々の屈折面またはレンズと共に用いられるよう構成され
ており、遠近調整オプティック２３００は、特定の電気活性遠近調整オプティックのよう
に、約５ｍｍ以上の直径または幅のオプティックを含む必要がない。
【０３５９】
　遠近調整オプティック２３００は、約３ｍｍ以下の直径しかないオプティック２３０２
を含み得、一方、別々のレンズまたは後方屈折面を用いることにより、瞳がオプティック
よりも大きくなったときのハロー効果やミスマッチを軽減することができる。したがって
、遠近調整オプティック２３００は、その小さなサイズによって、全体として丸いまたは
円形のオプティック２３０２を含み得る。特定の実施形態において、遠近調整オプティッ
ク２３００のオプティックまたは屈折部分２３０２は、約４．５ｍｍ、約４．０ｍｍ、約
３．５ｍｍ、約３．０ｍｍ、約２．５ｍｍ、約２．０ｍｍ、約１．５ｍｍ、約１．０ｍｍ
、約０．５ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の直径を
含み得る。
【０３６０】
　より小さなサイズによって、実質的に円形または丸い遠近調整オプティック２３００は
、オプティック部分２３０２の直径と等しいまたはわずかに大きい小さな切り口を介して
挿入され得る。例えば、約３ｍｍの直径のオプティック２３０２を有する遠近調整オプテ
ィック２３００は、約３ｍｍの切り口を介して、眼球内に挿入され得る。別の例において
、約１ｍｍの直径のオプティック２３０２を有する遠近調整オプティック２３００は、約
１ｍｍの切り口を介して、眼球内に挿入され得る。
【０３６１】
　上述のように、遠近調整オプティック２３００は、人工水晶体デバイスの後方屈折面の
前方に配置されるよう構成され得る。換言すれば、人工水晶体デバイスの後方屈折面は、
遠近調整オプティック２３００によって補助され得るベースレンズとして機能し得る。遠
近調整オプティック２３００は、様々な光学パワーまたは屈折力を提供することができる
。例えば、遠近調整オプティック２３００は、約０ジオプター、約０．２５ジオプター、
約０．５０ジオプター、約０．７５ジオプター、約１．００ジオプター、約１．２５ジオ
プター、約１．５０ジオプター、約１．７５ジオプター、約２．００ジオプター、約２．
２５ジオプター、約２．５０ジオプター、約２．７５ジオプター、約３．００ジオプター
、約３．２５ジオプター、約３．５０ジオプター、約３．７５ジオプター、約４．００ジ
オプター、約４．２５ジオプター、約４．５０ジオプター、約４．７５ジオプター、約５
．００ジオプター、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の光学
パワーまたは屈折力を提供するよう構成され得る。また、遠近調整オプティック２３００
は、波面高次収差を修正および／または非点収差を修正または誘導するよう構成され得る
。
【０３６２】
　図示の実施例のように、遠近調整オプティック２３００は、自身のパワーを有さないま
たは待機状態、つまり、０ジオプターの有効パワーを有する状態において透明であり得る
。しかしながら、例えば、入力に基づいて、遠近調整オプティック２３００の屈折力は、
０ジオプターから、約１、約２、約３、約４、または約５ジオプターまで変化し、遠近調
整シフトを提供してもよい。遠近調整オプティック２３００はベースオプティックの後方
屈折面の前方に配置されているので、ユーザーの視覚は、遠近調整オプティック２３００
のパワーに従って、効果的に修正されるであろう。
【０３６３】
　いくつかの実施形態において、遠近調整オプティック２３００の屈折力または光学パワ
ーは、ユーザー入力に基づいて変化され得る。例えば、遠近調整オプティック２３００は
、スマートフォンまたは他の電子デバイスから受信したユーザー入力に基づいて自身のパ
ワーを変化または変更するよう構成され得る。ユーザー入力は、光学パワーの特定の値ま
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たは範囲であり得る。ユーザー入力は、ダイアルまたはダイアルの表示を介して受信され
、ユーザーは、低いパワーから高いパワーまで、またはその逆で、漸次的な区分を作成し
得る。ユーザーが各眼球内に１つ埋め込まれた２つの遠近調整オプティック２３００を有
している場合、ユーザーは、一度に遠近調整オプティック２３００の一方のみまたは双方
のパワーを制御し得る。例えば、ユーザーは遠方の視覚に適合するために一方の眼の遠近
調整オプティック２３００を制御し、一方、他方の眼の遠近調整オプティック２３００は
、近くの視覚に適合するために遠近調整され、モノビジョン効果を生成してもよい。
【０３６４】
　さらに、特定の実施形態において、遠近調整オプティック２３００は、１つ以上のセン
サー、眼球追跡ソフトウェア、および／または人工知能共に用いられるよう構成されてい
てもよい。例えば、１つ以上のセンサーまたは電極が、筋肉収縮、瞳引き込み、頭部傾き
、または位置追跡等を検出し、遠近調整オプティック２３００の集光力を制御または自動
制御のために貢献してもよい。しかしながら、１つ以上のセンサーが不完全であり、およ
び／または、ユーザーが遠近調整レンズ２３００の自動的に決定されるパワーに満足しな
いという一般的なリスクが存在する。このような状況では、ユーザーは、ユーザー入力デ
バイスを用いて遠近調整オプティック２３００の屈折力または集光力を制御することによ
り、手動で自動システムを無効とし、ユーザーの視界を微調整してもよい。ユーザー入力
デバイスは、スマートフォン、スマートウォッチ、電子リング、電子ブレスレット等、ま
たは、例えば、無線通信を介して遠近調整オプティック２３００と通信可能な他のデバイ
スであってもよい。
【０３６５】
　また、分離されたベースレンズと共に遠近調整レンズを用いることにより、遠近調整レ
ンズ２３００のオプティック部分２３０２のより小さなサイズであっても、ハロー効果が
低減され得る。一般的に言って、自然の明るい状況における人間の瞳のサイズは、約３ｍ
ｍ以下であると言える。多くの機能状態において、人間の瞳は、３ｍｍより小さいであろ
う。しかしながら、暗所環境下においては、瞳は、３ｍｍより大きくなるであろう。遠近
調整オプティック２３００のオプティック部分２３０２が３ｍｍの直径を有する実施形態
において、いくつらの集光されていない光が遠近調整オプティック２３００のオプティッ
ク２３０２の周面の周りに入ってくるであろう。この光は、人工水晶体デバイスのベース
レンズまたは後方屈折面によって集光されるであろう。したがて、多焦点レンズと同様に
、遠近調整レンズ２３００を介して中央部分に入射する光は、遠近調整レンズ２３００の
周辺で入射し、後方屈折面またはベースレンズを通過するだけの光とは異なる点に集光さ
れるであろう。より暗い環境下であって、ユーザーが近距離に焦点を合わせることを必要
としない場合、例えば、夜間での運転やコンサートを鑑賞している間、ユーザーは、遠近
調整レンズの屈折力を調整し、自身の必要性に適応させ得る。換言すれば、ユーザーは、
待機状態にある遠近調整レンズ２３００を調整することにより、容易にハローを除去する
ことができ、これにより、単焦点距離レンズを機能的に得ることができる。
【０３６６】
　遠近調整レンズ２３００を人工水晶体デバイスに取り付けまたは接合させるために、遠
近調整レンズ２３００は、人工水晶体デバイスに取り付けられるよう構成されたハプティ
ック２３０６および／または１つ以上のアーム部分２３０４を含み得る。例えば、１つ以
上のアーム部分２３０４は、遠近調整レンズ２３００のオプティック部分２３０２から外
側へ放射状に延伸し得る。また、アーム部分２３０４のそれぞれは、端部において１つ以
上のハプティック２３０６を含み得、人工水晶体デバイスの溝、他のロック機構、または
機構に挿入または取り付けられるよう構成され得る。
【０３６７】
　図２３Ａ－２３Ｃに示されている実施形態において、遠近調整レンズ２３００は、オプ
ティック部分２３０２から延伸する２つのアーム部分２３０４を含み得、２つのアーム部
分２３０４のそれぞれは、人工水晶体デバイスの側壁の内側に沿って位置するスロットま
たは溝内に挿入可能に構成された湾曲したアンカー状のハプティック２３０６を含む。オ
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プティック部分２３０２は、ハプティック２３０６の固定の際に、人工水晶体デバイスの
後方屈折面の前方の中心に配置されるよう構成され得る。例えば、３ｍｍのオプティック
部分２３０２は、５．５ｍｍの後方屈折面の前方で、実質的に中心に配置され得る。遠近
調整レンズ２３００は、１、２、３、４、５、６、７、８、９、または１０個のアーム部
分２３０４を含み得る。アーム部分２３０４のそれぞれは、例えば、同じ角度で互いに離
間して、オプティック部分２３０２から外側へ放射状に延伸し得る。アーム部分２３０４
のそれぞれは、１、２、３、４、５、６、７、８、９、または１０個のハプティック２３
０６を含み得る。
【０３６８】
　長軸に沿った遠近調整レンズ２３００の長さは、例えば、３ｍｍの直径のオプティック
部分２３０２を含み、約９．５ｍｍであってもよい。特定の実施形態において、長軸に沿
った遠近調整レンズ２３００の長さは、約８．０ｍｍ、約８．５ｍｍ、約９．０ｍｍ、約
１０．０ｍｍ、約１０．５ｍｍ、約１１．０ｍｍ、約１１．５ｍｍ、約１２．０ｍｍ、お
よび／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値であってもよい。
【０３６９】
　電子コンポーネントのような１つ以上の他のコンポーネントは、ハプティック内に配置
され得る。例えば、オプティック部分２３０２に加えて、遠近調整レンズ２３００も、１
つ以上のバッテリー、１つ以上の電源、１つ以上の誘導コイル、１つ以上のキャパシター
、１つ以上の無線アンテナ、無線受信機、および／または１つ以上のマイクロプロセッサ
ーを含み得る。１つ以上の無線アンテナおよび／または受信機は、ユーザー入力デバイス
または他の電子デバイスと無線通信するよう構成された１つ以上の無線周波数アンテナ、
ブルートゥースアンテナ、Ｗｉ－Ｆｉアンテナ等であってもよい。
【０３７０】
　無線アンテナおよび／または受信機によってユーザー入力または他の塩基信号が受信さ
れると、マイクロプロセッサーまたはマイクロチップは、入力を受信し、さらに、集光力
を制御するためにＬＣＤオプティック部分の状態を制御するための入力／出力決定を判別
するよう構成され得る。判別された出力は、オプティック部分の屈折値を、所望の値へ、
適切に変化させるために電荷を出力するよう構成されたキャパシターに伝達され得る。
【０３７１】
　図２３Ｄは、遠近調整オプティックシステムの例示的な制御プロセスを示すブロック図
である。図２３Ｄに示されているように、いくつかの実施形態において、システムは、ブ
ロック２３１２において、１つ以上の入力を受信するよう構成され得る。入力は、ユーザ
ー入力または自動入力であってもよい。例えば、システムによって受信された入力は、ユ
ーザーアクセスポイントシステムを介したユーザー始動入力であってもよい。追加的に、
または、代替的に、システムによって受信された入力は、特定の時間および／または状況
において遠近調整レンズの所望の屈折力を自動的に判別する眼球内センサーおよび／また
は外部光センサーのような１つ以上のセンサーからのものであってもよい。
【０３７２】
　入力が受信されると、システムは、ブロック２３１４において、入力をさらに処理する
よう構成され得る。特定の実施形態において、システムは、複数の入力、例えば、自動入
力やユーザー入力を、組み合わせるか、他の処理を施すよう構成され得る。いくつかの実
施形態において、システムは、単一の入力（ユーザー入力または自動入力）を処理するよ
う構成され得る。
【０３７３】
　システムによる１つ以上の入力の処理は、１つ以上の処理を含み得る。いくつかの実施
形態において、システムは、１つ以上の入力を処理し、遠近調整オプティックシステムま
たはデバイスの屈折力または他の特性を増加および／または減少させるよう構成された１
つ以上の追加的な処理を開始するか否かを判別するよう構成され得る。例えば、屈折力を
増加させる必要があるとの指示および／または判断に対応するデータを含む入力がシステ
ムによって受信されると、システムは、屈折力を増加させることを期待されている１つ以
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上の処理を開始するよう構成され得る。逆に、屈折力を減少させる必要があるとの指示お
よび／または判断に対応するデータを含む入力がシステムによって受信されると、システ
ムは、屈折力を減少させることを期待されている１つ以上の処理を開始するよう構成され
得る。
【０３７４】
　遠近調整オプティックシステムまたはデバイスの現在の屈折力および／または他の特性
が最適または操作可能であることを示すデータを含む入力がシステムによって受信される
と、システムは、遠近調整オプティックシステムまたはデバイスの屈折力および／または
他の特性を変更する任意の処理を開始しないよう構成され得る。
【０３７５】
　このような判別に基づいて、システムは、ブロック２３１６において、眼球内に埋め込
まれたシステムの１つ以上の電子デバイスコンポーネントへの送信のための１つ以上の指
示コマンドを生成するようさらに構成され得る。指示コマンドを受信した各電子デバイス
コンポーネントは、受信された指示コマンドに従って、１つ以上の処理を実行するようさ
らに構成され得る。選択的に、いくつかの実施形態において、システムは、ブロック２３
１８において、指示コマンドを受信した１つ以上の電子デバイスコンポーネントが、対応
する１つ以上の処理を実際に実行したか否かを判別するようさらに構成され得る。いくつ
かの実施形態において、１つ以上の対応する処理が実行されたとの確認および／または現
在のステータス入力がシステムによって受信されると、処理は、ブロック２３２０におい
て終了し得る。しかしながら、そのような確認および／または現在のステータス入力が受
信されなかった場合、システムは、ブロック２３１２から２３１８までの１つ以上の処理
を繰り返すよう構成され得る。
【０３７６】
　さらに、いくつかの実施形態において、システムは、図８を参照して上述した１つ以上
の処理を、リアルタイム、略リアルタイム、または周期的に、繰り返すよう構成され得る
。例えば、システムは、処理２３１２から２３１６および／または処理２３１２から２３
１８を、リアルタイム、略リアルタイム、または周期的に、繰り返すよう構成され得る。
１つ以上の処理は、約１秒、約２秒、約３秒、約４秒、約５秒、約７秒、約８秒、約９秒
、約１０秒、約２０秒、約３０秒、約４０秒、約５０秒、約１分、約２分、約３分、約４
分、約５分、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値毎に繰り返さ
れ得る。
【０３７７】
　図２３Ｅは、遠近調整オプティックシステムの別の例示的な制御プロセスを示すブロッ
ク図である。いくつかの実施形態において、遠近調整レンズシステムの電子システムコン
ポーネント、例えば、制御ユニットは、ブロック２３２４において、１つ以上の入力を受
信し得る。１つ以上の入力は、眼球上の汚れに関するユーザー入力またはデータ、外部光
状況、筋肉収縮、または遠近調整オプティックシステムまたはデバイスの屈折力を増加ま
たは減少させる必要性または希望を示す任意の他のデータを含み得る。ユーザー入力は、
ユーザーによって、スマートフォンや他の携帯型電子デバイスのようなユーザーアクセス
ポイントを介して入力され得る。他のデータは、遠近調整オプティックシステムと共に用
いるために、１つ以上の眼球内および／または外部センサーから収集および／または受信
され得る。
【０３７８】
　システムコンポーネントは、ブロック２３２６において、受信された入力をさらに処理
するよう構成され得る。システムは、受信された入力が、遠近調整オプティックシステム
またはデバイスの屈折力および／または他の特性を増加、減少、および／または維持のど
れに対応するかを判別してもよい。システムが、受信された入力が遠近調整オプティック
システムまたはデバイスの状態および／またはパワーを変更するよう要求またはこれに対
応していると判別した場合、システムは、ブロック２３２８Ａにおいて、遠近調整オプテ
ィックシステムまたはデバイスの状態および／またはパワーを適切に変更するための指示
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コマンドを生成するよう構成され得る。システムが、受信された入力が遠近調整オプティ
ックシステムまたはデバイスの状態および／またはパワーを維持するよう要求またはこれ
に対応していると判別した場合、システムは、ブロック２３２８Ｂにおいて、遠近調整オ
プティックシステムまたはデバイスの状態および／またはパワーを維持するための指示コ
マンドを生成するよう構成され得る。
【０３７９】
　システムコンポーネントは、ブロック２３３０において、遠近調整レンズまたはオプテ
ィックシステムの同じまたは異なる電子デバイスコンポーネントへ、生成された指示コマ
ンドを電気的に送信するようさらに構成され得る。いくつかの実施形態において、生成さ
れた指示コマンドは、有線接続を介して送信され得る。特定の実施形態において、生成さ
れた指示コマンドは、無線接続を介して送信され得る。
【０３８０】
　いくつかの実施形態において、システムコンポーネントは、ブロック２３３２において
、遠近調整オプティックシステムから、確認および／または現在のステータス入力を受信
するようさらに構成され得る。ブロック２３３４において、遠近調整レンズ、または、オ
プティックシステム若しくはデバイスは、システム指示に基づいて、システムの屈折力お
よび／または他の特性を増加、減少、および／または維持し得る。
【０３８１】
　図２４Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図２４
Ｂは、図２４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図２４Ｃ
は、図２４Ｂの２４Ｃ－２４Ｃ線に沿った、図２４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。図２４Ｄは、図２４Ｂの２４Ｄ－２４Ｄ線に沿った、図２４Ａの例示
的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。図２４Ｅは、図２４Ａの例示的な人工水
晶体デバイスの側面側の平面図を示している。図２４Ｆは、図２４Ｄの２４Ｆ－２４Ｆ線
に沿った、図２４Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。
【０３８２】
　図２４Ａの例示的な人工水晶体デバイス２４００は、図１Ａ－２１Ａに示された例示的
な人工水晶体デバイスの特徴のいくつかまたは全てを備えており、同様の参照番号は、同
様の特徴を備える。例えば、図６Ａの例示的な人工水晶体デバイス６００と同様、図２４
Ａの例示的な人工水晶体デバイス２４００は、１つ以上のリッジ２４０４を備え得る。ま
た、図１０Ａの例示的な人工水晶体デバイス１０００と同様に、図２４Ａの例示的な人工
水晶体デバイス２４００は、単一の連続的な側壁２４０２を備え得る。
【０３８３】
　特に、例示的な人工水晶体デバイス２４００は、如何なる切れ目や中身のない空間も有
さない、単一の連続的な側壁２４０２を含み得る。側壁２４０２は、シリコーンから形成
され得る。デバイス２４００は、前方開口および後方開口を含み得る。中身のない空間ま
たは空洞１０８は、前方開口と後方開口とを接続するデバイス２４００を介して形成され
得る。したがって、デバイス２４００は、略タイヤ状または略ドーナツ状の形状または構
成を含み得る。
【０３８４】
　デバイス２４００は、前方面１０２および後方面１０４が実質的に同じとなるよう、構
成され得る。したがって、前方面１０２および後方面１０４が反転しているかどうかは問
題とならないであろう。換言すれば、デバイス２４００の前方側の半分は、実質的に、デ
バイス２４００の後方側の半分の鏡像であり得る。デバイス２４００は、１つ以上の屈折
面またはＩＯＬと共に用いられるよう構成され得る。例えば、屈折面またはＩＯＬは、前
方開口１０２および／または後方開口１０４を覆うよう配置されるよう構成され得る。ま
た、前方開口１０２および／または後方開口１０４に対して固定されるよう構成された屈
折面またはＩＯＬは、前後軸に沿って対称であり得る。換言すれば、いくつかの実施形態
において、前方開口１０２および／または後方開口１０４に対して固定されるよう構成さ
れた屈折面またはＩＯＬは、レンズまたは屈折面の両側で同じパワーを含み得る。したが
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って、屈折面またはＩＯＬおよびデバイス２４００の双方は、例えば、手術中での使用を
容易にし、デバイスおよび／またはレンズの構成に関するリスクを低減するために、デバ
イスおよびレンズの前方部分および後方部分を分ける面に対して完全に反転可能であり得
る。また、屈折面、ＩＯＬ、電子デバイス、および／または他の眼球内デバイスは、前方
開口１０２と後方開口１０４との間のデバイスの空洞１０８内に配置され得る。
【０３８５】
　さらに、デバイス２４００は、１つ以上のリッジ２４０４を含み得る。１つ以上のリッ
ジ２４０４は、デバイス２４００内に配置される追加的なＩＯＬ、電子デバイス等に対す
る機械的なサポートまたは固定を提供するよう構成され得る。例えば、ＩＯＬ、電子デバ
イス等のハプティックまたは他の固定メカニズムは、１つ以上のリッジ２４０４内にスラ
イドされるよう構成され得る。１つ以上のリッジ２４０４は、前方開口１０２と後方開口
１０４との間に位置され得る。例えば、１つ以上のリッジ２４０４は、前方開口１２０２
と後方開口１０４との間の略中間位置に位置され得る。
【０３８６】
　したがって、デバイス２４００は、ＩＯＬ、電子デバイス等のような眼球内デバイスを
固定または配置するために、デバイス２４００内において３つ以上の面または位置を含み
得る。例えば、第１の眼球内デバイスは、前方端または開口１０２に配置または固定され
、第２の眼球内デバイスは、後方端または開口１０４に配置または固定され、第３の眼球
内デバイスは、デバイスの１つ以上のリッジ２４０４に、および／または、空洞１０８内
に配置または固定され得る。特定の実施形態において、デバイス２４００は、例えば、１
つ以上のリッジ２４０４を設けることによって、デバイスの空洞１０８内で１つ以上の眼
球内デバイスを、保持するよう構成され得る。したがって、いくつかの実施形態において
、デバイス２４００は、単一のデバイス２４００内において、３つ以上のＩＯＬ、屈折面
、他の眼球内デバイス、および／またはこれらの組み合わせを保持するよう構成され得る
。
【０３８７】
　いくつかの実施形態において、前方端１０２および／または後方端１０４は、屈折面１
１０、眼球内レンズ、またはデバイス２４００内において用いられるよう特別に設計され
た他の眼球内デバイスを固定するよう構成され得る。対照的に、デバイス２４００の空洞
１０８は、任意の一般的および／または第三者によって設計または製造された眼球内デバ
イスおよび／またはＩＯＬを保持するよう構成され得る。
【０３８８】
　いくつかの実施形態において、デバイス２４００は、図２４Ｂに示されているような前
方側の平面図で見たときに、約９．６５０ｍｍの外径を有する全体として円形形状を含み
得る。特定の実施形態において、デバイス２４００は、前方側の平面図で見たときに、約
６．０ｍｍ、約６．５ｍｍ、約７．０ｍｍ、約７．５ｍｍ、約８．０ｍｍ、約８．５ｍｍ
、約９．０ｍｍ、約９．５ｍｍ、約１０．０ｍｍ、約１０．５ｍｍ、約１１．０ｍｍ、約
１１．５ｍｍ、約１２．０ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲
内の値の外径を有する実質的に円形の形状を含み得る。
【０３８９】
　特定の実施形態において、デバイス２４００は、側面図で見たときに、取り付けられた
任意の屈折面またはＩＯＬを除き、約３．５０ｍｍの厚さを含み得る。いくつかの実施形
態において、デバイス２４００は、側面図で見たときに、取り付けられた任意の屈折面ま
たはＩＯＬを除き、約０．５０ｍｍ、約１．００ｍｍ、約１．５０ｍｍ、約２．００ｍｍ
、約２．５０ｍｍ、約３．００ｍｍ、約３．５０ｍｍ、約４．００ｍｍ、約４．５０ｍｍ
、約５．００ｍｍ、約５．５０ｍｍ、約６．００ｍｍ、約６．５０ｍｍ、約７．００ｍｍ
、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の厚さを含み得る。
【０３９０】
　いくつかの実施形態において、デバイス２４００は、例えば、約６．３５０ｍｍの直径
を含む屈折面またはＩＯＬを受けるための前方開口１０２および／または後方開口を含み
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得る。特定の実施形態において、デバイス２４００は、例えば、約３．００ｍｍ、約３．
５０ｍｍ、約４．００ｍｍ、約４．５０ｍｍ、約５．００ｍｍ、約５．５０ｍｍ、約６．
００ｍｍ、約６．５０ｍｍ、約７．００ｍｍ、約７．５０ｍｍ、約８．００ｍｍ、約８．
５０ｍｍ、約９．００ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の
値の直径を含む屈折面またはＩＯＬを受けるための前方開口１０２および／または後方開
口を含み得る。
【０３９１】
　いくつかの実施形態において、１つ以上のリッジ２４０４は、図２４Ｂに示されている
ような前方側の平面図で見たときに、約９．１５０ｍｍの外径と、約８．６０ｍｍの内径
を含み得る。特定の実施形態において、１つ以上のリッジ２４０４は、前方側の平面図で
見たときに、約６．０ｍｍ、約６．５ｍｍ、約７．０ｍｍ、約７．５ｍｍ、約８．０ｍｍ
、約８．５ｍｍ、約９．０ｍｍ、約９．５ｍｍ、約１０．０ｍｍ、約１０．５ｍｍ、約１
１．０ｍｍ、約１１．５ｍｍ、約１２．０ｍｍ、および／または上述の値の２つによって
規定される範囲内の値の外径および／または内径を含み得る。特定の実施形態において、
１つ以上のリッジ２４０４は、側面図で見たときに、約０．１ｍｍ、約０．２ｍｍ、約０
．３ｍｍ、約０．４ｍｍ、約０．５ｍｍ、約０．６ｍｍ、約０．７ｍｍ、約０．８ｍｍ、
約０．９ｍｍ、約１．０ｍｍ、約１．１ｍｍ、約１．２ｍｍ、約１．３ｍｍ、約１．４ｍ
ｍ、約１．５ｍｍ、約２．０ｍｍ、約２．５ｍｍ、約３．０ｍｍ、約３．５ｍｍ、約４．
０ｍｍ、約４．５ｍｍ、約５．０ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定され
る範囲内の値の厚さを含み得る。
【０３９２】
　図１９Ａに示されたデバイスと同様に、デバイス２４００も、屈折面またはＩＯＬの１
つ以上の舌状部分、１つ以上のタブ、および／または１つ以上のハプティックを受けるた
めに、後方および／または前方開口１０２、１０４を囲う縁部分２４０６を含み得る。縁
部分２４０６は、図２４Ｆに示されているような前方側の平面図で見たときに、特定の厚
さを含み得る。したがって、デバイス２４００の前方および後方開口１０２、１０４の内
面回りに形成された円形部分の直径は、縁部分２４０６を除いて、約７．００ｍｍ、およ
び／または、後方および／または前方開口よりも大きくてもよい。特定の実施形態におい
て、デバイス２４００の前方および後方開口１０２、１０４の内面回りに形成された円形
部分の直径は、縁部分２４０６を除いて、約５．５ｍｍ、約５．６ｍｍ、約５．７ｍｍ、
約５．８ｍｍ、約５．９ｍｍ、約６．０ｍｍ、約６．１ｍｍ、約６．２ｍｍ、約６．３ｍ
ｍ、約６．４ｍｍ、約６．５ｍｍ、約６．６ｍｍ、約６．７ｍｍ、約６．８ｍｍ、約６．
９ｍｍ、約７．０ｍｍ、約７．１ｍｍ、約７．２ｍｍ、約７．３ｍｍ、約７．４ｍｍ、約
７．５ｍｍ、約８．０ｍｍ、約８．１ｍｍ、約８．２ｍｍ、約８．３ｍｍ、約８．４ｍｍ
、約８．５ｍｍ、約９．０ｍｍ、約９．５ｍｍ、約１０ｍｍ、約１０．５ｍｍ、および／
または上述の値の２つによって規定される範囲内の値であってもよい。
【０３９３】
　図２５Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図２５
Ｂは、図２５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図２５Ｃ
は、図２５Ｂの２５Ｃ－２５Ｃ線に沿った、図２５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。図２５Ｄは、図２５Ｂの２５Ｄ－２５Ｄ線に沿った、図２５Ａの例示
的な人工水晶体デバイスの断面図を示している。
【０３９４】
　図２５Ａの例示的な人工水晶体デバイス２５００は、図２４Ａに示された例示的な人工
水晶体デバイス２４００の特徴のいくつかまたは全てを備えており、同様の参照番号は、
同様の特徴を備える。例えば、図２４Ａの例示的な人工水晶体デバイス２４００と同様、
図２５Ａの例示的な人工水晶体デバイス２５００は、１つ以上のリッジ２４０４と、単一
の連続的な側壁２４０２と、後方開口または後方端１０４と、前方開口または前方端１０
２と、を備え得る。
【０３９５】
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　図２５Ａに示された例示的な人工水晶体デバイス２５００は、自身に取り付けられた屈
折面またはＩＯＬ２６００をさらに含む。屈折面またはＩＯＬ２６００は、後方端１０４
に取り付けられ得、および／または、後方開口１０４を実質的に覆い得る。同様に、屈折
面またはＩＯＬ２６００は、前方端１０２に取り付けられ得、および／または、前方開口
１０２を実質的に覆い得る。デバイス２６００が、屈折面またはＩＯＬ２６００から分離
されたときに、後方側の半分と実質的に等しい前方側の半分を含むことから、屈折面また
はＩＯＬ２６００が前方端１０４または後方端１０２のいずれに取り付けられているかは
、機能的に問題とならない。換言すれば、デバイス２５００は、後方屈折面または前方屈
折面を含んでいると言うことができる。図２４Ａを参照して上述したように、１つ以上の
追加的な屈折面またはＩＯＬ、電子デバイス、または他の眼球内デバイスが、デバイス、
例えば、前方または後方端、若しくは、１つ以上のリッジに沿って、さらに取り付けられ
得る。
【０３９６】
　図２６Ａは、図２５Ａの人工水晶体デバイスおよび／または本明細書に記述された任意
の他の例示的な人工水晶体デバイスのような人工水晶体デバイスと共に用いられるよう構
成さ得る例示的な屈折面または眼球内レンズの前方側の斜視図を示している。図２６Ｂは
、図２６Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズの前方側の平面図を示している。図２６
Ｃは、図２６Ｂの２６Ｃ－２６Ｃ線に沿った、図２６Ａの例示的な屈折面または眼球内レ
ンズの断面図を示している。図２６Ｄは、図２６Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズ
の側面側の平面図を示している。
【０３９７】
　屈折面またはＩＯＬ２６００は、図２２Ａおよび屈折面２２００を参照して上述したも
のと同様の１つ以上の特徴を含み得る。屈折面またはＩＯＬ２６００は、本明細書におい
て開示されている例示的な人工水晶体デバイスの任意の１つに取り付けられるよう構成さ
れ得る。特に、屈折面またはＩＯＬ２６００は、人工水晶体デバイス２４００、２５００
の前方および／または後方端に取り付けられるよう構成され得る。
【０３９８】
　いくつかの実施形態において、オプティックまたは屈折面２６００は、約６．２５０ｍ
ｍの直径を含み得る。特定の実施形態において、オプティックまたは屈折面２６００は、
約５．００ｍｍ、約５．５０ｍｍ、約６．００ｍｍ、約６．５０ｍｍ、約７．００ｍｍ、
約７．５０ｍｍ、約８．００ｍｍ、約８．５０ｍｍ、約９．００ｍｍ、約９．５０ｍｍ、
約１０．００ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の直径
を含み得る。
【０３９９】
　屈折面またはＩＯＬ２６００は、前方面または前方端２６０２と、後方面または後方端
２６０４と、を含み得る。いくつかの実施形態において、前方面２６０２は、後方面２６
０４と実質的に等しくあり得、そのため、屈折面またはＩＯＬ２６００の前後構成は、人
工水晶体デバイスに固定されたときに、操作的または機能的に影響しない。他の実施形態
において、前方面２６０２および後方面２６０４は、厚さ、湾曲、屈折面等のような１つ
以上の異なる特徴を有し得る。
【０４００】
　屈折面または眼球内レンズ２６００は、２つの凸部２６００Ａ、２６００Ｂを含み得る
。取り付けられたときに、２つの凸部の一方２６００Ａは、人工水晶体デバイスの内側に
配置されるよう構成され得、他方の凸部２６００Ｂは、人工水晶体デバイスの外側に配置
されるよう構成され得る。いくつかの実施形態において、２つの凸部２６００Ａ、２６０
０Ｂは、実質的に同じ形状、面積、および／または屈折力を含み得る。このようにして、
屈折面または眼球内レンズ２６００は、人工水晶体デバイスに取り付けられたときに、前
後構成が問題とならないように構成され得る。換言すれば、屈折面または眼球内レンズ２
６００は、人工水晶体デバイスに取り付けられる際に反転可能であり、その場合であって
も、実質的に同じ機能を得ることができる。
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【０４０１】
　いくつかの実施形態において、屈折面またはＩＯＬ２６００は、屈折面またはＩＯＬ２
６００を人工水晶体デバイスに取り付けることを容易にするための１つ以上のタブ２６０
０を含む。例えば、図２６Ａに示されている実施形態において、屈折面またはＩＯＬ２６
００は、４つのタブ２６０６を含む。他の実施形態において、屈折面またはＩＯＬ２６０
０は、１、２、３、５、６、７、８、９、または１０個のタブ２６０６を含み得る。
【０４０２】
　タブ２６０６のそれぞれは、湾曲しているフラップを含み得る。タブ２６０６のそれぞ
れは、同じ方向に湾曲しているフラップを含み得る。代替的に、タブ２６０６のいくつか
が１つの方向に湾曲し得、特定の他のタブ２６０６が他の方向に湾曲し得る。たとえば、
図示の実施形態において、２つのタブ２６０６Ａは、後方端２６０４に向かって湾曲し、
前方端２６０２に向かって延伸し得、さらに、他の２つの端部２６０６Ｂは、前方端２６
０２に向かって湾曲し、後方端２６０４に向かって延伸し得る。他の実施形態において、
タブ２６０６は、実質的に平坦または平面状であってもよい。
【０４０３】
　屈折面またはＩＯＬ２６００を人工水晶体デバイスに取り付ける際に、１つ以上のタブ
は、デバイスの前方端１０２または後方端１０４を介して配置されるよう構成され得る。
したがって、図２５Ａに示されているように、４つのタブ２６０６のうちの２つがデバイ
ス２５００の内部に配置され得る一方、他の２つのタブ２６０６がデバイスの後方端１０
４の外側に配置される。同様に、１つのタブ２６０６がデバイス２５００の内部に配置さ
れ得る一方、他のタブ２６０６がデバイスの外側に配置される。
【０４０４】
　複数のタブ２６０６のそれぞれは、図２６Ｄに示されているような側面側の平面図で見
たときに、屈折面２６００から所定の角度で延伸し得る。例えば、いくつかの実施形態に
おいて、複数のタブ２６０６のそれぞれまたはいくつかは、屈折面２６００から、いずれ
かの方向に、約４５°の角度で最初に延伸し得る。特定の実施形態において、複数のタブ
２６０６のそれぞれまたはいくつかは、屈折面２６００から、約＋／－１０°、約＋／－
２０°、約＋／－２５°、約＋／－３０°、約＋／－３５°、約＋／－４０°、約＋／－
４５°、約＋／－５０°、約＋／－５５°、約＋／－６０°、約＋／－７０°、約＋／－
８０°、約＋／－９０°、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値
の角度で最初に延伸し得る。
【０４０５】
　いくつかの実施形態において、複数のタブ２６０６のそれぞれまたはいくつかは、図２
６Ｄに示されているような側面側の平面図で見たときに、約０．５０ｍｍの高さを含み得
る。特定の実施形態において、複数のタブ２６０６のそれぞれまたはいくつかは、図２２
Ｄに示されているような側面側の平面図で見たときに、約０．１０ｍｍ、約０．２０ｍｍ
、約０．３０ｍｍ、約０．４０ｍｍ、約０．５０ｍｍ、約０．６０ｍｍ、約０．７０ｍｍ
、約０．８０ｍｍ、約０．９０ｍｍ、約１．０ｍｍ、および／または上述の値の２つによ
って規定される範囲内の値の高さを含み得る。
【０４０６】
　特定の実施形態において、１つ以上のタブ２６０６のそれぞれまたはいくつかは、オプ
ティック２６００の屈折部分の周面の約３０°から放射状に延伸し得る。いくつかの実施
形態において、オプティック２６００の１つ以上のタブ２６０６のそれぞれは、オプティ
ック２６００の屈折部分の周面の約２０°、約４０°、約６０°、約８０°、約１００°
、約１２０°、約１４０°、約１６０°、約１８０°、約２００°、約２２０°、約２４
０°、約２６０°、約２８０°、約３００°、約３２０°、約３４０°、約３６０°、お
よび／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の角度から延伸し得る。
【０４０７】
　いくつかの実施形態において、複数のタブ２６０６のそれぞれまたはいくつかは、図２
６Ｂに示されているような前方側の平面図で見たときに、約２．０ｍｍの幅を含み得る。
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特定の実施形態において、複数のタブ２６０６のそれぞれまたはいくつかは、図２６Ｂに
示されているような前方側の平面図で見たときに、約０．５ｍｍ、約１．０ｍｍ、約１．
５ｍｍ、約２．０ｍｍ、約２．５ｍｍ、約３．０ｍｍ、約３．５ｍｍ、約４．０ｍｍ、約
４．５ｍｍ、約５．０ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の
値の幅を含み得る。
【０４０８】
　屈折面またはＩＯＬ２６００は、前方半分および後方半分のそれぞれ側で等しい屈折力
を含み得る。換言すれば、屈折面またはＩＯＬ２６００は、等凸レンズであってもよい。
したがって、レンズは前後軸に沿って反転可能で対称となっているので、レンズ２６００
がデバイス内に挿入される向きまたは方向は無視することができる。
【０４０９】
　図２７Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図２７
Ｂは、図２５Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図２７Ｃ
は、図２７Ｂの２７Ｃ－２７Ｃ線に沿った、図２７Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。図２７Ｄは、図２７Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面
図を示している。
【０４１０】
　図２８Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図２８
Ｂは、図２８Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図２８Ｃ
は、図２８Ｂの２８Ｃ－２８Ｃ線に沿った、図２８Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。図２８Ｄは、図２８Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面
図を示している。
【０４１１】
　デバイス２７００、２８００は、図２４Ａに示された例示的な人工水晶体デバイス２４
００の特徴のいくつかまたは全てを備えており、同様の参照番号は、同様の特徴を備える
。デバイス２７００、２８００は、自己拡張可能であり、水晶体を完全に開いた状態で維
持することができる。デバイス２７００、２８００は、３つの異なる面を含み得る。例え
ば、第１の面は、屈折面またはＩＯＬが取り付け可能なデバイスの後方端１０４に対応す
る。第２の面は、別の屈折面またはＩＯＬが取り付け可能なデバイスの前方端１０２に対
応し得る。第３の面は、例えば、リッジ２７０４、２８０４に沿って、後方端と前方端と
の間に配置され得る。
【０４１２】
　リッジ２７０４、２８０４は、デバイス２７００、２８００の形状または湾曲によって
形成され得る。換言すれば、リッジを形成するために材料を追加する代わりに、リッジ２
７０４、２８０４を形成するために、デバイス２７００、２８００から材料が除去され得
る。例えば、デバイス２７００、２８００の中央部分は、図２７Ｄの視点から見たときに
、前方および後方部分と実質的に直交するよう延伸する垂直部分を含み得る。垂直部分の
厚さは、厚さが異なるスロットまたはリッジを提供するために制御され得る。
【０４１３】
　いくつかの実施形態において、水晶体を除去した後に眼球のナチュラル水晶体嚢内に挿
入されるよう構成された人工水晶体デバイスは、眼球内デバイスおよび／または等凸屈折
面を収納可能なハウジング構造２７００、２８００を含み得る。特に、ハウジング構造は
、前方部分を含み得、前方部分は、円形前方開口を含み、円形前方開口は、眼球内デバイ
スの挿入、除去、または取り換えの少なくとも１つを可能とすることができ、前方開口は
、円形前方開口を覆うように屈折面と接合されるようさらに構成されている。また、ハウ
ジング構造は、後方部分を含み得、後方部分は、円形後方開口を含み得、円形後方開口は
、眼球内デバイスの挿入、除去または取り換えの少なくとも１つを可能とすることができ
、後方開口は、円形後方開口を覆うように屈折面と結合されるようさらに構成されている
。また、ハウジング構造は、前方部分と後方部分との間に位置する連続側面部分を含み得
、連続側面部分は、前方部分および後方部分を越えて放射状に突出し、連続側面部分は、
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ハウジング構造の側面部分を完全に囲み、連続側面部分の内側空洞は、眼球内デバイスを
収納するための溝を形成する。いくつかの実施形態において、連続側面部分は、例えば、
デバイスの側面部分に沿った如何なる開口も有していなくともよい。ハウジング構造２７
７００、２８００は、前方部分と後方部分との間の連続側面部分の中点の面に関して対称
である。特定の実施形態において、等凸屈折面は、屈折面を、円形前方開口または円形後
方開口の少なくとも１つに固定するための複数のタブを含み得、複数のタブは、前方およ
び後方に交互に屈折面から突出する。
【０４１４】
　上述のように、１つ以上の屈折面、ＩＯＬ、レンズ、オプティック、および／または眼
球内デバイスは、後方開口１０４および／または後方開口１０２において、デバイス２７
００、２８００内に配置され得る。例えば、執刀医は、最初に、後方屈折面を有するデバ
イスを、患者の眼球内に挿入してもよい。結果に応じて、執刀医は、より良い結果を得る
ために、二次的なＩＯＬをデバイス２７００の前方開口上に挿入してもよい。換言すれば
、二次的なＩＯＬは、微調整のために、前方開口上に配置され得る。さらに、径方向のセ
ンサーおよび／または他のＩＯＬが、例えば、第３の面上のリッジに沿って、デバイス２
７００、２８００の内部に配置され得る。
【０４１５】
　デバイス２７００、２８００は、前後軸に沿って、同じ表を上にして、上下逆さまとな
るように、対称および／または反転可能であってもよい。これにより、デバイス２７００
、２８００が挿入されている最中に反転可能な向きを有し得、さらに、執刀医がデバイス
の反転方向等を心配する必要がないという利点になり得る。換言すれば、デバイス２７０
０、２８００の前方側の半分と後方側の半分は、互いに鏡像であってもよい。デバイス２
７００、２８００は、シリコーンから形成され得、一方、屈折面またはＩＯＬは、アクリ
ルから形成され得、例えば、ＣＮＣラッチングのような旋盤を用いて切断され得る。破断
することなく引き延ばせるだけでなく、眼球内において十分な剛性および硬さを保てるよ
うな材料で形成することがデバイス２７００、２８００にとって有利である。例えば、い
くつかの実施形態において、Ｍｅｄ６２１０シリコーンを用いることができる。いくつか
の実施形態において、デバイス２７００、２８００は、実質的に透明である。他の実施形
態において、デバイス２７００、２８００は、不透明のシリコーンから形成され得、およ
び／または、例えば、デバイス２７００、２８００の角度および／またはリッジによる異
常光視症に対応するために、複数の異なる色を含んでいてもよい。特定の実施形態におい
て、デバイス２７００、２８００のための金型は、デバイス２７００、２８００を形成す
るためのシリコーンがいくつかのテクスチャを有し得るよう、サンドブラストされ得る。
テクスチャ化された面を含むことは、グレアや拡散光を低減することができるというデバ
イスの利点を提供し得る。他の実施形態において、デバイス２７００、２８００は、平滑
な面を含み得る。
【０４１６】
　図２６Ａの屈折面またはＩＯＬは、例えば、デバイス２７００、２８００に取り付けら
れ得る。例えば、屈折面またはＩＯＬは、４つのタブを有し得、そのうちの２つは、デバ
イスの内部に配置され得、そのうちの残り２つは、デバイスの外側に配置され得、屈折面
またはＩＯＬを所定の場所においてロックする。屈折面またはＩＯＬを、デバイス２７０
０、２８００に対して固定するために、例えば、潅注－吸引（ＩＡ：Irrigation-Aspirat
ion）デバイスの先端を用いて、２つのタブがデバイス２７００、２８００の外側で下方
に押され得る一方、他の２つのタブがデバイス２７００、２８００の内部に留まる。いく
つかの実施形態において、図２６Ａに示されているように、屈折面またはＩＯＬのタブは
、湾曲され得る。屈折面またはＩＯＬの屈折面の湾曲、および／または、デバイス２７０
０、２８００およびタブの剛性は、デバイス２７００、２８００に対して、所定の位置で
レンズを実質的に保持し得る。
【０４１７】
　いくつかの実施形態において、タブは、１つ以上のアイレット開口を含み得る。各タブ
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の１つ以上のアイレット開口は、レンズを特定の子午線で回すまたは回転させるために用
いられ得る。さらに、または代替的に、執刀医は、必要に応じて、１つ以上のアイレット
開口を用いて、オプティックをデバイスに縫合してもよい。
【０４１８】
　上述のように、デバイス内への挿入のためのレンズおよびデバイス２７００、２８００
は、前後軸に沿って対称かつ反転可能であり得る。レンズまたは屈折面は、例えば、図２
６Ａに示されているように、前方部分と後方部分とで等しい屈折力を含み得、屈折力の予
想外の変化はない。したがって、いくつかの実施形態において、デバイス２７００、２８
００および／またはレンズ２６００が挿入される向きまたは方向は、問題とならない。い
ずれの向きであっても、前後または後前に関わらず、同じであるので、執刀医は、正確な
向きを得るために、デバイス２７００、２８００またはレンズ２６００を反転させる必要
がなくなるであろう。
【０４１９】
　いくつかの実施形態において、デバイス２７００、２８００は、異なる患者の生体計測
に適応するために、多数のサイズまたはスケールで製造され得る。例えば、それぞれ異な
るサイズの白内障を有する複数の患者に適応するために大、中、小のサイズ（または、他
の任意のサイズの組み合わせ）のデバイス２７００、２８００が存在し得る。サイズが異
なる多数のデバイス２７００、２８００を提供することにより、執刀医は、特定のデバイ
スおよび／またはオプティックを選択し、特定の患者に挿入することができる。
【０４２０】
　いくつかの実施形態において、デバイス２７００、２８００は、前方部分２７５０と、
中央部分２７６０と、後方部分２７７０と、を含み得る。前方部分２７５０および中央部
分２７６０は、互いに鏡像であってもよい。中央部分２７６０は、中線を含み得、中線に
沿って、中央部分２７６０の一方の半分が、中央部分２７６０の他方の半分の鏡像となり
得る。中央部分２７６０は、前方部分２７５０および／または後方部分２７７０の外側へ
放射状に延伸し得る。中央部分２７６０は、例えば、処置後水晶体不透明化（ＰＣＯ：Po
st-operative Capsular Opacification）を防止または実質的に防止するために、前方部
分２７５０および／または後方部分２７７０から約９０°の角度で延伸し得る。特定の実
施形態において、中央部分２７６０は、前方部分２７５０および／または後方部分２７７
０から、約１０°、約２０°、約３０°、約４０°、約５０°、約６０°、約７０°、約
８０°、約９０°、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の角度
で延伸し得る。
【０４２１】
　前方部分２７５０および後方部分２７７０は、屈折面、ＩＯＬ、または他の眼球内デバ
イスを保持するよう構成され得る。例えば、屈折面および／またはＩＯＬは、前方部分２
７５０および／または後方部分２７７０内に、および／または、これらに渡って配置され
るよう構成され得る。中央部分２７６０は、例えば、１つ以上の溝を用いて、ＩＯＬ、屈
折面、眼球内圧力センサー、電子デバイス、および／または任意の他の眼球内デバイスの
ような１つ以上の眼球内デバイスを保持するよう構成され得る。したがって、デバイス２
７００、２８００は、眼球内デバイスを保持するために、１つ以上の棚、例えば、３つ以
上の棚を含み得る。前方部分２７５０および／または後方部分２７７０は、例えば、後方
部分２７７０および／または前方部分２７５０における眼球内デバイスの固定を可能とす
る１つ以上の機構を含む、デバイス２７００、２８００と共に用いられるよう特別に設計
された眼球内デバイスを保持するよう構成され得る。中央部分２７６０は、任意の一般的
な眼球内デバイス、屈折面、ＩＯＬ等を保持するよう構成され得る。
【０４２２】
　したがって、非限定的な例として、デバイス２７００、２８００は、最適な屈折力およ
び／または所望の屈折力を得るために、３つ以上のレンズの埋め込みを可能とし得る。ま
た、水平線をまたいで対称なデバイスの特徴および／または構成によって、執刀医は、デ
バイス２７００、２８００が誤った前後の向きで挿入されてしまうリスクを負うことなく
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、容易にデバイス２７００、２８００を埋め込むことができる。さらに、デバイス２７０
０、２８００と共に用いられるオプティックまたはレンズも、上述のように埋め込みを容
易とすることを可能とする対称な構成を含み得る。さらに、レンズまたはＩＯＬ上のタブ
もまた、完全に反転可能であり得る。
【０４２３】
　上述のように、１つ以上の溝または中央部分２７６０を設けることによって、中央部分
２７６０またはデバイス２７００、２８００の他の部分内において配置されるＩＯＬまた
は他の眼球内デバイスの位置を、正確にピンポイントのものとすることができる。さらに
、デバイス２７００、２８００は、例えば、眼球内において薬を放出するために、デバイ
ス２７００、２８００内に配置され得る薬放出デバイスと共に用いられ得る。上述のよう
に、デバイス２７００、２８００は、レンズを収納し、さらに、レンズおよび／または他
の眼球内デバイスの除去および／または挿入を容易にするための安定デバイスを提供し得
る。さらに、例えば、＋３５Ｄを超える、および／または、－３５Ｄを下回る、正および
／または負の屈折力を有するレンズの使用により、デバイス２７００、２８００内のレン
ズ間の空間を利用して、眼球内において、ガリレオおよび／または逆ガリレオ望遠鏡が提
供され得る。換言すれば、高パワーのプラスおよび／またはマイナスレンズを用いること
により、例えば、物体拡大および／または縮小の目的のために、ガリレオ望遠鏡および／
または顕微鏡が生成され得る。非限定的な例として、このような実施形態は、中央の視覚
の損失をもたらす黄斑変性症および／または他の症状のような特定の症状のための応用を
有し得る。特定の実施形態において、デバイスの水晶体内のレンズオプティックを分離す
るデバイスの能力を利用し、このような複合光学システムを得ることができる。また、こ
のような複合光学システムは、デバイス内に配置された１つ以上のオプティックの交換す
ることにより調整して、長い時間をかけて、さらに微調整され得る。
【０４２４】
　いくつかの実施形態において、前方部分２７５０および／または後方部分２７７０は、
約８ｍｍの外径と、デバイス２７００、２８００内における約７．５０ｍｍの内径と、を
含み得る。前方部分２７５０および／または後方部分２７７０の開口は、約６．３５ｍｍ
の直径を含み得る。いくつかの実施形態において、中央部分２７６０は、約１０．０ｍｍ
の外径と、デバイス２７００、２８００の内部における約９．５０ｍｍの内径と、を含み
得る。特定の実施形態において、前方部分２７５０および／または後方部分２７７０の外
径、デバイス２７００、２８００内部における前方部分２７５０および／または後方部分
２７７０の内径、前方部分２７５０および／または後方部分２７７０の開口、中央部分２
７６０の外径、および／またはデバイス２７００、２８００の内部における中央部分２７
６０の内径は、約３．００ｍｍ、約４．００ｍｍ、約５．００ｍｍ、約５．５０ｍｍ、約
６．００ｍｍ、約６．５０ｍｍ、約７．００ｍｍ、約７．５０ｍｍ、約８．００ｍｍ、約
８．５０ｍｍ、約９．００ｍｍ、約９．５０ｍｍ、約１０．００ｍｍ、約１０．５０ｍｍ
、約１１．００ｍｍ、約１１．５０ｍｍ、約１２．００ｍｍ、約１２．５０ｍｍ、約１３
．００ｍｍ、約１４．００ｍｍ、約１５．００ｍｍ、および／または上述の値の２つによ
って規定される範囲内の値であってもよい。
【０４２５】
　いくつかの実施形態において、側面図で見て、前方部分２７５０の外側端から後方部分
２７７０の外側端まで測ったときのデバイス２７００、２８００の厚さは、約３．５０ｍ
ｍであってもよい。他の実施形態において、側面図で見て、前方部分２７５０の外側端か
ら後方部分２７７０の外側端まで測ったときのデバイス２７００、２８００の厚さは、約
３．００ｍｍであってもよい。特定の実施形態において、側面図で見て、前方部分２７５
０の外側端から後方部分２７７０の外側端まで測ったときのデバイス２７００、２８００
の厚さは、約０．５０ｍｍ、約１．００ｍｍ、約１．５０ｍｍ、約２．００ｍｍ、約２．
５０ｍｍ、約３．００ｍｍ、約３．５０ｍｍ、約４．００ｍｍ、約４．５０ｍｍ、約５．
００ｍｍ、約５．５０ｍｍ、約６．００ｍｍ、約６．５０ｍｍ、約７．００ｍｍ、約８．
００ｍｍ、約９．００ｍｍ、約１０．００ｍｍ、および／または上述の値の２つによって
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規定される範囲内の値であってもよい。
【０４２６】
　いくつかの実施形態において、側面図で見たときに、前方部分１７５０、中央部分２７
６０、および／または後方部分１７７０は、デバイス２７００、２８００の２つの内面の
間で測定したとき、約１．２５ｍｍの内側厚さを含み得る。特定の実施形態において、前
方部分１７５０、中央部分２７６０、および／または後方部分１７７０は、側面図で見た
ときに、デバイス２７００、２８００の２つの内面の間で測定したとき、約０．２５ｍｍ
、約０．５０ｍｍ、約０．７５ｍｍ、約１．００ｍｍ、約１．２５ｍｍ、約１．５０ｍｍ
、約１．７５ｍｍ、約２．００ｍｍ、約２．２５ｍｍ、約２．５０ｍｍ、約２．７５ｍｍ
、約３．００ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の内側
厚さを含み得る。
【０４２７】
　図２９Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図２９
Ｂは、図２９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図２９Ｃ
は、図２９Ｂの２９Ｃ－２９Ｃ線に沿った、図２９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。図２９Ｄは、図２９Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面
図を示している。
【０４２８】
　デバイス２９００は、図２７Ａおよび２８Ａに示された例示的な人工水晶体デバイス２
７００、２８００の特徴のいくつかまたは全てを備えており、同様の参照番号は、同様の
特徴を備える。デバイス２９００は、デバイス２９００および／またはその中央部分の内
部に、例えば、内部のリッジに沿って配置されたＩＯＬ２９０１と共に示されている。図
示のように、ＩＯＬ２９０１の１つ以上のハプティックは、デバイス２９００のリッジ内
に配置されるよう構成され得る。
【０４２９】
　図３０Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図３０
Ｂは、図３０Ａの３０Ｂ－３０Ｂ線に沿った、図３０Ａの例示的な人工水晶体デバイスの
断面図を示している。
【０４３０】
　図３１Ａは、別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図３１
Ｂは、図３１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図３１Ｃ
は、図３１Ｂの３１Ｃ－３１Ｃ線に沿った、図３１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断
面図を示している。図３１Ｄは、図３１Ａの例示的な人工水晶体デバイスの側面側の平面
図を示している。
【０４３１】
　デバイス３１００は、図２７Ａおよび２８Ａに示された例示的な人工水晶体デバイス２
７００、２８００の特徴のいくつかまたは全てを備えており、同様の参照番号は、同様の
特徴を備える。デバイス２７００、２８００とは対照的に、図３１Ｄの向きで見たときに
、上方および下方に延伸するデバイス３１００の中央部分は、後方部分および／または前
方部分に垂直でなくともよい。むしろ、この外側面のこの中央部分は、例えば、７０度で
傾いていてもよい。これにより、追加的な剛性および構造をデバイスに設けることができ
るという利点を得られるが、この構成は、デバイスの材料の量を追加することになる。デ
バイス３１００の全ての他の特徴は、デバイス２７００、２８００と共に記述されたもの
と同様であり得る。
【０４３２】
　図３２Ａは、人工水晶体デバイスと共に用いられるよう構成された別の例示的な屈折面
または眼球内レンズの前方側の斜視図を示している。図３２Ｂは、図３２Ａの例示的な屈
折面または眼球内レンズの前方側の平面図を示している。図３２Ｃは、図３２Ｂの３２Ｃ
－３２Ｃ線に沿った、図３２Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズの断面図を示してい
る。図３２Ｄは、図３２Ａの例示的な屈折面または眼球内レンズの側面側の平面図を示し
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ている。
【０４３３】
　図３２は、別の例示的な屈折面または眼球内レンズの前方側の平面図を示している。図
３２に示された屈折面、ＩＯＬ、レンズ、またはオプティック３２００は、特に、図２４
、２５、２７、２８および３１に示されたデバイス２４００、２５００、２７００、２８
００、３１００のような本明細書において記述された任意の人工水晶体デバイスに取り付
けられるよう構成され得る。特に、屈折面またはＩＯＬ３２００は、人工水晶体デバイス
２４００、２５００、２７００、２８００、３１００の前方および／または後方端に取り
付けられるよう構成され得る。
【０４３４】
　オプティック３２００は、図２６Ａのオプティック２６００のように、１つ以上の特徴
を備え得る。例えば、いくつかの実施形態において、オプティック３２００の屈折部分は
、約６．２５０ｍｍの直径を含み得る。特定の実施形態において、オプティック３２００
の屈折部分は、約５．００ｍｍ、約５．５０ｍｍ、約６．００ｍｍ、約６．５０ｍｍ、約
７．００ｍｍ、約７．５０ｍｍ、約８．００ｍｍ、約８．５０ｍｍ、約９．００ｍｍ、約
９．５０ｍｍ、約１０．００ｍｍ、および／または上述の値の２つによって規定される範
囲内の値の直径を含み得る。
【０４３５】
　オプティック２６００と同様に、屈折面またはＩＯＬ３２００は、前方面または前方端
３２０２と、後方面または後方端３２０４と、を含み得る。いくつかの実施形態において
、前方面３２０２は、後方面３２０４と実質的に等しくあり得、これにより、ＩＯＬ３２
００の屈折面の前後構成が、人工水晶体デバイスに固定する際に、操作的または機能的に
影響を与えない。他の実施形態において、前方面３２０２および後方面３２０４は、厚さ
、湾曲、屈折率等の１つ以上の異なる特徴を有し得る。
【０４３６】
　屈折面または眼球内レンズ３２００は、２つの凸部３２００Ａ、３２００Ｂを含み得る
。人工水晶体デバイスに取り付けられたときに、２つの凸部の一方３２００Ａは、人工水
晶体デバイスの内部に配置されるよう構成され得、他方の凸部３２００Ｂは、人工水晶体
デバイスの外部に配置されるよう構成され得る。いくつかの実施形態において、２つの凸
部３２００Ａ、３２００Ｂは、実質的に同じ形状、面積、および／または屈折力を含み得
る。換言すれば、オプティック３２００は、等凸レンズおよび／または前後軸に沿って対
称であり得る。これにより、屈折面または眼球内レンズ３２００は、人工水晶体デバイス
に取り付けられる際に、自身の前後構成が問題とならないように、構成され得る。換言す
れば、屈折面または眼球内レンズ３２００は、人工水晶体デバイスに取り付ける際に反転
可能であり、その場合であっても、実質的に同じ機能を得ることができる。
【０４３７】
　図２６Ａのオプティック２６００とは対照的に、いくつかの実施形態において、オプテ
ィック３２００は、６つのタブ３２０６を備え得る。例えば、６つのタブのうちの３つの
タブ３２０６Ａは、レンズの後方端に向かって湾曲され得、残りの３つのタブ３２０６Ｂ
は、レンズの前方端に向かって湾曲され得る。１つ以上のタブ３２０６は、人工水晶体デ
バイスへの、屈折面またはＩＯＬ３２００の取り付けを容易にすることができる。特定の
実施形態において、屈折面またはＩＯＬ３２００は、１、２、３、４、５、６、７、８、
９、または１０個のタブ２６０６を含み得る。
【０４３８】
　複数のタブ３２０６のそれぞれは、同じまたは交互方向に湾曲しているフラップを含み
得る。例えば、図示の形態では、３つのタブ３２０６Ｂは、前方面３２０２から延伸し得
、他の３つのタブ３６０６Ａは後方面３２０４から延伸し得る。他の実施形態において、
タブ２６０６は、実質的に平坦または平面であってもよい。
【０４３９】
　屈折面またはＩＯＬ３２００を人工水晶体デバイスに取り付ける際、複数のタブの１つ
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以上は、デバイスの前方端１０２または後方端１０４を介して配置されるよう構成され得
る。例えば、６つのタブ３２０６のうちの３つはデバイスの内部に配置され得、一方、他
のタブは、デバイスの外部に配置され得る。
【０４４０】
　特定の実施形態において、１つ以上のタブ３２０６のそれぞれまたはいくつかは、オプ
ティック３２００の屈折部分の周面の約３０°から放射状に延伸し得る。いくつかの実施
形態において、オプティック３２００の１つ以上のタブ３２０６のそれぞれまたはいくつ
かは、オプティック３２００の屈折部分の周面の約２０°、約４０°、約６０°、約８０
°、約１００°、約１２０°、約１４０°、約１６０°、約１８０°、約２００°、約２
２０°、約２４０°、約２６０°、約２８０°、約３００°、約３２０°、約３４０°、
約３６０°、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値の角度から放
射状に延伸し得る。
【０４４１】
　いくつかの実施形態において、複数のタブ３２０６のそれぞれまたはいくつかは、前方
側の平面図で見たときに、約２．０ｍｍの幅を含み得る。特定の実施形態において、複数
のタブ３２０６のそれぞれまたはいくつかは、前方側の平面図で見たときに、約０．５ｍ
ｍ、約１．０ｍｍ、約１．５ｍｍ、約２．０ｍｍ、約２．５ｍｍ、約３．０ｍｍ、約３．
５ｍｍ、約４．０ｍｍ、約４．５ｍｍ、約５．０ｍｍ、および／または上述の値の２つに
よって規定される範囲内の値の幅を含み得る。
【０４４２】
　複数のタブ３２０６のそれぞれは、１つ以上のアイレット開口３２０４を含み得る。１
つ以上のアイレット３２０４は、人工水晶体デバイスに対して特定の位置または構成で、
オプティック３２００を留めるまたは固定するために使用され得る。いくつかの実施形態
において、２つのアイレット開口３２０４の中心点間の角度は、約６０°であってもよい
。特定の実施形態において、２つのアイレット開口３２０４の中心点間の角度は、約１０
°、約２０°、約３０°、約４０°、約５０°、約６０°、約７０°、約８０°、約９０
°、約１００°、約１１０°、約１２０°、約１３０°、約１４０°、約１５０°、約１
６０°、約１７０°、約１８０°、および／または上述の値の２つによって規定される範
囲内の値であってもよい。
チューブ状デバイス、システム、および方法
【０４４３】
　図３３Ａは、例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図を示している。図３３Ｂは
、図３３Ａの例示的な人工水晶体デバイスの前方側の平面図を示している。図３３Ｃは、
図３３Ｂの３３Ｃ－３３Ｃ線に沿った、図３３Ａの例示的な人工水晶体デバイスの断面図
を示している。
【０４４４】
　いくつかの実施形態において、デバイス３３００は、米国特許第９，３５８，１０３号
に記載されたデバイスに対して記述された複数の特徴を含み、該米国特許の開示の全てお
よびその変形は、参照によりここに援用される。例えば、デバイス３３００は、前方面３
３０２と、後方面３３０４と、前方面３３０２と後方面３３０４との間で延伸する側壁３
３０６と、を含み得、前方面３３０２は、開口３３０８を含み、後方面３３０４は、選択
的に、屈折面３３１０を含み、人工デバイス３３００は、前方面３３０２、後方面３３０
４、および側壁３３０６を含むハウジング構造３３１２に接合されたリング構造３３２０
（例えば、リング構造部分３３２０Ａ、３３２０Ｂ、３３２０Ｃ、３３２０Ｄを含む）を
含み、リング部分３３２０Ａ、３３２０Ｂ、３３２０Ｃ、３３２０Ｄは、開口３３２８（
代替的に、スリットであってもよい）を含む開口セクション３３２７を含む。
【０４４５】
　デバイス３３００は、ハウジング構造３３１２の後方面３３０４において開口３３２６
Ａ、３３２６Ｂを含む。開口３３２６Ａ、３３２６Ｂのそれぞれは、開口３３２６Ａ、３
３２６Ｂの他方と同じであってもよい。開口３３２６Ａ、３３２６Ｂの少なくとも１つは
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、開口３３２６Ａ、３３２６Ｂの他方と異なっていてもよい。開口３３２６Ａ、３３２６
Ｂは、例えば、前方開口に沿った前後方向への液体の流れを可能とすることにより、デバ
イス３３００の埋め込み後の液体や残留する可能性のある粘弾性物質が捕捉されてしまう
ことを抑制または防止することができる。
【０４４６】
　開口３３２６Ａ、３３２６Ｂは、ハウジング構造３３１２の形成中（例えば、成形プロ
セスの一部として）および／またはハウジング構造３３１２の形成後（例えば、レーザー
、化学的、または機械的除去プロセスによって）に形成され得る。いくつかの実施形態に
おいて、ハウジング構造３３１２は、開口３３２６Ａ、３３２６Ｂの周囲において異なる
材料を含んでいてもよい（例えば、ハウジング３３１２は、シリコーンを含み、開口周辺
材料はポリイミドを含む）。いくつかの実施形態において、ハウジング構造３３１２は、
開口３３２６Ａ、３３２６Ｂの周辺においてより厚い材料を含んでいてもよい（例えば、
別のデバイスが開口３３２６Ａ、３３２６Ｂに固定されるような場合に、開口３３２６Ａ
、３３２６Ｂを補強するため）。いくつかの実施形態において、ハウジング構造３３１２
は、開口３３２６Ａ、３３２６Ｂの周辺においてより薄い材料を含んでいてもよい（例え
ば、より容易な材料の除去および／または開口の形成のため）。
【０４４７】
　開口３３２６Ａ、３３２６Ｂは、屈折面３３１０および／またはハウジング構造３３１
２の後方壁の後方からの人工水晶体デバイス３３００の粘弾性物質の排出を可能とし得る
。開口３３２６Ａ、３３２６Ｂは、人工水晶体へのアクセスを提供し得る。例えば、一次
後方水晶体嚢切開が為された場合（例えば、デバイス３３００の埋め込み後にフェムト秒
レーザーを用いて）、開口３３２６Ａ、３３２６Ｂは、眼球内での切断された後方水晶体
嚢切開物を把持および除去のための鉗子の使用を可能とし得る。屈折面３３１０の各面の
開口３３２６Ａ、３３２６Ｂは、屈折面３３１０が傾くことを可能とし（例えば、開口３
３２６Ａ、３３２６Ｂが長軸を挟んで互いに別の側にある場合に、長軸に沿って傾く）、
これにより、屈折面３３１０の後方の領域へのより良いアクセスを可能とし得る。
【０４４８】
　開口３３２６Ａ、３３２６Ｂは、薬溶出デバイスを保持、または、薬溶出デバイスと相
互作用し得る。開口３３２６Ａ、３３２６Ｂは、（例えば、網膜および／またはブドウ膜
疾患の治療のために）後方水晶体に対する薬剤のアクセスを可能とし得る。開口３３２２
６Ａ、３３２６Ｂは、デバイス３３００内に収納された薬が、眼球の後方セグメント（例
えば、硝子体液、網膜、脈絡膜）に到達することを可能とし得る。開口３３２６Ａ、３３
２６Ｂは、例えば、黄斑変性症の治療のために、低速放出ａｎｔｉ－ＶＥＧＦ注入物質（
例えば、ラニビズマブ（例えば、Ｇｅｎｅｎｔｅｃｈのルセンティス（登録商標）、アフ
リベルセプト（Ｒｅｇｅｒｎｅｒｏｎ　Ｐｈａｒｍａｃｕｅｔｉｃａｌｓのアイリーア（
登録商標））、または、デバイス３３００内に収納された細胞から製造されたａｎｔｉ－
ＶＥＧＦ（例えば、Ｎｅｕｒｏｔｅｃｈのもの）が、眼球内の後方セグメント（例えば、
硝子体液、網膜、脈絡膜）に到達することを可能としてもよい。
【０４４９】
　屈折面３３１０は、約４ｍｍから約９ｍｍの間の範囲の直径を有していてもよい（例え
ば、約４ｍｍ、約５ｍｍ、約６ｍｍ、約７ｍｍ、約８ｍｍ、約９ｍｍ、またはこれらの間
の範囲の値の直径）。いくつかの実施形態において、開口３３２６Ａ、３３２６Ｂは、屈
折面３３１０の外周から、約０．２ｍｍから１ｍｍの間の範囲の値だけ、離間している（
たとえば、約０．２ｍｍ、約０．３ｍｍ、約０．４ｍｍ、約０．５ｍｍ、約０．６ｍｍ、
約０．７ｍｍ、約０．８ｍｍ、約０．９ｍｍ、約１ｍｍ、またはこれら値の間の範囲だけ
離間している）。いくつかの実施形態において、開口３３２６Ａ、３３２６Ｂは、約４．
５ｍｍから約９．５ｍｍの間の範囲の直径３３３０を有する円の円弧を含む（例えば、約
４．５ｍｍ、約５．５ｍｍ、約４．５ｍｍ、約４．５ｍｍ、約４．５ｍｍ、約９．５ｍｍ
、またはこれら値の間の範囲の直径）。例えば、屈折面３３１０が５ｍｍの直径を有し、
開口３３２６Ａ、３３２６Ｂが屈折面３３１０の外周から０．５ｍｍ離れている場合、開
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口３３２２６Ａ、３３２６Ｂは、５．５ｍｍの直径３３３０を有することになるであろう
。
【０４５０】
　デバイス３３００の外側または特定の状況での周面の最大径３３３２は、例えば、リン
グ構造３３２０の拡張を考慮に入れると、約９ｍｍから約１２ｍｍの間の範囲であっても
よい（例えば、約９ｍｍ、約９．５ｍｍ、約１０ｍｍ、約１０．３ｍｍ、約１０．５ｍｍ
、約１１ｍｍ、約１２ｍｍ、またはこれら値の間の範囲の最大径）。
【０４５１】
　開口３３２６Ａ、３３２６Ｂは、約０ｍｍ（例えば、図３３Ｆを参照して上述したよう
なスリット）から約０．５ｍｍの厚さまたは幅３３３４を有していてもよい（例えば、約
０ｍｍ、約０．１ｍｍ、約０．２ｍｍ、約０．３ｍｍ、約０．４ｍｍ、約０．５ｍｍ、ま
たはこれら値の間の範囲の厚さまたは幅）。いくつかの実施形態において、開口３３２６
Ａ、３３２６Ｂは、例えば、前方が圧力をかけられた状態から戻っている間、後方から前
方への圧力がほとんど存在しないよう、または、存在しないように、サイズが決定される
。開口３３２６Ａ、３３２６Ｂのサイズは、開口３３２６Ａ、３３２６Ｂを介した硝子体
脱出の可能性が低くなるように、十分小さくともよい。
【０４５２】
　いくつかの実施形態において、開口３３２６Ａ、３３２６Ｂは、円の円弧を含む。開口
３３２６Ａ、３３２６Ｂは、約３０°から約１２０°の間の円周角を含んでいてもよい（
例えば、約３０°、約４５°、約６０°、約７５°、約９０°、約１０５°、約１２０°
、またはこれら値の間の範囲の円周角）。開口３３２６Ａ、３３２６Ｂは、鏡像円形円弧
開口として図示されているが、他の形状も可能である（例えば、多角形（例えば、三角形
）、アーチ形状（例えば、円形、楕円形、卵形）、スリット、これらの組み合わせ等）。
開口３３２６Ａ、３３２６Ｂは、互いに長軸の異なる側にあるものとして図示されている
が、開口は、代替的に、短軸の異なる側、軸の一方の側、１つ以上の軸をまたいでいても
よい。
【０４５３】
　いくつかの実施形態において、デバイス３３００は、隆起部３３１６を含む。いくつか
の実施形態において、隆起部３３１６は、（例えば、図３３Ａおよび３３Ｂに示されてい
るように）側壁３３０６の外側へ放射状に延伸する。いくつかの実施形態において、隆起
部３３１６は、側壁３３０６の内側へ放射状に延伸する。いくつかの実施形態において、
隆起部３３１６は、側壁３３０６の内側および外側に放射状に延伸する。デバイス３３０
０は、各端部上に隆起部３３１６を備えている。いくつかの実施形態において、隆起部３
３１６は、リング構造部分固定具の周辺の部分に限定され得る。ハウジング構造３３１２
は、隆起部３３１６（例えば、ハウジング構造３３１２と一定化された隆起部３３１６）
を含んでいてもよい。いくつかの実施において、リング構造３３２０は、金型内に配置さ
れ、ハウジング構造３３１２が、リング構造３３２０の周囲にオーバーモールドされる。
隆起部３３１６は、ハウジング構造３３１２と接合されていてもよい。隆起部３３１６は
、ハウジング構造３３１２と同じ材料を含んでいてもよいし、ハウジング構造３３１２と
は異なる材料を含んでいてもよい。隆起部３３１６は、固定具が、側壁３３０６に対して
実質的に放射状に一列に配置、側壁３３０６の外側へ放射状に一列に配置、または側壁３
３０６の内側へ放射状に一列に配置されることを可能としてもよい。隆起部３３１６は、
リング構造３３２０が、例えば、プライマーを使用して、または、プライマーを使用せず
に、リング構造３３２０の一方または双方の面上での壁の厚さ（例えば、約０．２ｍｍ）
を維持するために、リング構造３３２０が固定される追加材を提供してもよい。隆起部３
３１６は、ハウジング構造３３１２の材料がリング構造部分３３２０の固定部分を囲む（
例えば、完全に囲むこと）ことを可能とし、これにより、ハウジング構造３３１２の脆弱
および／または非連続的な領域の発生を避けることができる。デバイス３３００は、ハウ
ジング構造３３１２のエッジ部分全体（固定部分の末端を越えて部分も含む）に沿って延
伸する隆起部を備えている。いくつかの実施形態において、デバイスは、固定部分の終端
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をわずかに越えて延伸する隆起部３３１６を備えている。
【０４５４】
　デバイス３３００は、選択的に、後方フィン３３２４を含む。図示のデバイス３３００
は、２つの後方フィン３３２４を備えている。後方フィン３３２４は、屈折面３３１０の
径に沿って配置されており、人工デバイス３３００の長軸と直線状に並んでいる。いくつ
かの実施形態において、複数の後方フィン３３２４（例えば、２、３、４、５、６、また
はこれ以上の個数のフィン３３２４）は、円周方向にオフセットされていてもよい（例え
ば、約１８０°、約１２０°、約９０°、約７２°、約６０°等でオフセットされていて
もよい）。いくつかの実施形態において、複数の後方フィン３３２４（例えば、２、３、
４、５、６、またはこれ以上の個数のフィン３３２４）の少なくともいくつかまたは全て
は、整列されていなくともよい。複数のフィン３３２４は、デバイス３３００の短軸に沿
って配置されている。いくつかの実施形態において、複数の後方フィン３３２４は、デバ
イス３３００の軸に沿って配置されていなくともよい（例えば、長軸および／または短軸
に対して所定の角度で傾いている）。ハウジング構造３３１２は、後方フィン３３２４（
例えば、ハウジング構造３３１２と一体化された後方フィン３３２４）を含んでいてもよ
い。後方フィン３３２４は、ハウジング構造３３１２に接合されていてもよい。後方フィ
ン３３２４は、ハウジング構造３３１２と同じ材料を含んでいてもよいし、ハウジング構
造３３１２と異なる材料を含んでいてもよい。後方フィン３３２４は、ナチュラル水晶体
嚢の後方面を、屈折面３３１０の外側へ放射状に延伸するハウジング構造３３１２の後方
端３３０４から、離間することを補助する。ナチュラル水晶体嚢の後方面を、屈折面３３
１０の外側へ放射状に延伸するハウジング構造３３１２の後方端３３０４から、離間させ
ることにより、液体が、屈折面３３１０の外側へ放射状に流れることを可能とすることが
でき、これにより、混濁の低減を補助することができる。ナチュラル水晶体嚢の後方面を
、屈折面３３１０の外側へ放射状に延伸するハウジング構造３３１２の後方端３３０４か
ら、離間させることにより、内部のいくらかの残留捕捉フィブリンまたは炎症沈殿物を有
する粘弾性物質が残留してしまう機会を低減することができる。いくつかの実施形態にお
いて、後方フィン３３２４は、ハウジング構造３３１２の後方から前方であって、ハウジ
ング構造３３１２の空洞内部へ延伸していてもよい。いくつかの実施形態において、後方
フィンは、ハウジング構造３３１２の粗いまたは不透明化された内面および／または外面
を含む（例えば、屈折面３３１０の外側に放射状に延伸する後方壁と同じ厚さおよび材料
を有しているが、線列マークを提供するよう処置されたもの）。
【０４５５】
　複数のフィン３３２４がデバイス３３００の長軸に沿って配置された実施形態において
、デバイス３３００は、戦略的に、眼球内に配置され得る。例えば、眼球が乱視を有する
場合、屈折面３３１０が円環体レンズを有しているデバイス３３００は、デバイス３３０
０が適切に配向されたのであれば（例えば、角膜の傾斜軸の向き）、乱視を少なくとも部
分的に修正するために用いられ得る。いくつかの実施形態において、複数のフィン３３２
４の少なくとも１つは、デバイス３３００のトップまたは底部を示すために、異なり得る
（例えば、異なる形状、寸法等）。内部に挿入されたＩＯＬの任意の回転配向を許容する
デバイスにおいて、円環体ＩＯＬが回転され得る。デバイス３３００は、先端が切り取ら
れた面を備え、容積を低減すると共に、いくつかのケースにおいて、内部に挿入されたＩ
ＯＬの回転を有利に制限する。デバイス３３００内に収納されている円環体屈折面３３１
０および／または円環体ＩＯＬの配置のためにデバイス３３００を配置することは、ＩＯ
Ｌの回転の制限、容積の低減、および乱視の修正を有利に提供し得る。
【０４５６】
　図３４は、別の例示的な人工水晶体デバイス３４００の前方側の斜視図を示している。
デバイス３４００は、デバイス３３００のいくつかまたは全ての特徴を備え、同様の参照
番号は同様の特徴を備えている。デバイス３４００は、追加的に、第１の側面開口３３３
０Ａと、第２の側面開口３３３０Ｂと、を含んでいる。側面開口３３３０Ａ、３３３０Ｂ
は、チューブ状デバイスを、水晶体デバイス３４００のハウジング構造３３１２に接合す
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るよう構成されている。
【０４５７】
　いくつかの実施形態において、デバイス３４００は、単一の側面開口３３３０を含んで
いてもよい。いくつかの実施形態において、デバイス３４００は、２つを超える側面開口
３３３０を含んでいてもよい。側面開口３３３０Ａ、３３３０Ｂは、ハウジング構造３３
１２の平坦な側面上に示されているが、他の場所（例えば、平坦な側面の端部に向かう場
所、アーチ状の側壁上、前方面３３０２上、後方面３３０４上、およびこれらの組み合わ
せを含む）であっても可能である。側面開口３３３０Ａ、３３３０Ｂは、貫通孔として示
されている。また、いくつかの実施形態において、側面開口３３３０Ａ、３３３０Ｂは、
代替的に、スリットを含み得る。
【０４５８】
　本明細書において記述されたデバイスおよびシステムの任意のもの、例えば、図１Ａ、
２Ａ、３Ａ、４Ａ、５Ａ、６Ａ、７Ａ、８Ａ、９Ａ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ａ、１３Ａ、
１４Ａ、１５Ａ、１６Ａ、１８Ａ、１９Ａ、２１Ａ、２３Ｂ、２４Ａ、２５Ａ、２７Ａ、
２８Ａ、２９Ａ、３１Ａ、３３Ａ、に示されたデバイスおよびシステム、並びに、これら
の変形および組み合わせは、側面開口３３３０Ａ、３３３０Ｂのようなチューブ状デバイ
スに接合されるよう形成された側面開口を含み得る。さらに、米国特許第９，３５８，１
０３号に記述されたデバイスおよびシステムの任意のものは、本開示に従って変形され得
、該米国特許の開示の全てが参照によりここに援用される。例えば、図２、４Ｈ、６、８
、９Ａ、１０Ａ、１１Ｄ、１２Ａ、１３、１４、１６、１７、１８、１９、２０、２１、
２２Ａ、２２Ｂ、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３
、３４、３５、３６、３７Ａ、３８Ａ、３９、４０、４１、４２、４３Ａ、４３Ｅ、５７
Ａ、５８Ａ、５８Ｅ、５８Ｆ、５８Ｇ、５８Ｈ、５８Ｉ、５８Ｊ、５８Ｋ、５８Ｌ、５９
Ａ、６１Ａ、６１Ｄ、６２Ａ、６３Ａ、６４Ａ、６５Ａ、６６Ａ、６７Ａ、６８Ａ、６９
Ａ、７０Ａ、７２Ａ、７３Ａ、７４Ｂ、７４Ｃ、７４Ｄ、７４Ｅ、７５Ａ、７５Ｅ、７６
Ａ、７６Ｂ、７６Ｃ、７６Ｄ、７６Ｅ、７６Ｆ、７７Ｃ、７７Ｄ、７７Ｉに示されたデバ
イスおよびシステム、並びに、これらの変形および組み合わせは、側面開口２３０Ａ、２
３０Ｂのようなチューブ状デバイスに接合されるよう構成された側面開口を含み得る。他
の人工水晶体デバイスまたはシステムのこれらに従った変形もまた、可能である。
【０４５９】
　図３５Ａは、例示的なチューブ状デバイス３５００の側面側の斜視図である。チューブ
状デバイス３５００は、デバイス３４００の側面開口３３３０に接合されるよう構成され
ている。チューブ状デバイス３５００は、デバイス３４００の空洞３３０６の内部から、
第２の場所への液体の流路を提供する。いくつかの実施形態において、第２の場所は、毛
様体扁平部を通過し、さらに、強膜のトップ上であり、テノン水晶体および結膜の下方で
ある。
【０４６０】
　チューブ状デバイス３５００は、チューブ状部分３５３２を含む。チューブ状部分３５
３２は、曲げるのに十分な可撓性、並びに、折り畳みおよび捩れに抵抗するのに十分な剛
性を有する全体として円筒状の形状を有している。チューブ状部分３５３２は、シリコー
ン、シリコーンポリマー、ＳＩＢＳ（ポリ（スチレン－ブロック－イソブチレン－ブロッ
ク－スチレン））、アクリル、アクリルポリマー、ポリプロピレン、ポリカーボネート、
ゴアテックスを含むが、これに限定されない生体適合性材料で形成され得る。
【０４６１】
　チューブ状部分３５３２は、液体の流れを可能とするよう構成された管腔３５３６を少
なくとも部分的に規定する。管腔３５３６および／またはチューブ状部分３５３２は、約
３０から約１００ミクロンの間の範囲の内径を有していてもよい。特定の実施形態におい
て、管腔３５３６および／またはチューブ状部分３５３２は、約１ミクロンから約２００
ミクロンの間の範囲の内径を有していてもよい。また、管腔３５３６および／またはチュ
ーブ状部分３５３２は、３ｍｍから１０ｍｍの間の範囲の長さを有していてもよい。特定
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の実施形態において、管腔３５３６および／またはチューブ状部分３５３２は、約１ｍｍ
から約２０ｍｍの間の範囲の長さを有していてもよい。また、管腔３５３６および／また
はチューブ状部分３５３２は、インプラント手術を行う執刀医が、長さを、所与の患者の
ための適切なサイズに変更することを可能とする機能のために、より長くてもよい。
【０４６２】
　いくつかの実施形態において、チューブ状デバイス３５００は、管腔３５３６が規制さ
れず、さらに、どんな時でも管腔３５３６を介して液体が流れることを可能とする「ダン
プ」またはパッシブチューブ状デバイスである。チューブ状部分３５３２は、流入端と、
流出端と、を含み得る。流入端は、デバイス３４００またはその近くに配置され得、デバ
イス３４００または眼球内への液体の流入を可能とする。流出端は、第２の場所またはそ
の近くに配置され得、第２の場所への液体の流出を可能とする。
【０４６３】
　また、チューブ状デバイス３５００は、選択的なフランジ３５３４を含むものとして示
されている。選択的なフランジ３５３４は、チューブ状部分３５３２の直径よりも大きな
直径を有する全体として円筒状の形状を有し得る。フランジ３５３４は、チューブ状デバ
イス３５００を、水晶体デバイス３４００のハウジング構造３３１２に接合するために、
側面開口３３３０内に挿入されるよう構成されている。フランジ３５３４の周面は、ハウ
ジング構造３３１２の側面開口３３３０の周面と実質的に同じかわずかに小さくてもよい
。
【０４６４】
　いくつかの実施形態において、フランジ３５３４は、チューブ状部分３５３２と同じ材
料で形成されている。また、特定の実施形態において、フランジ３５３４は、代替的に、
シリコーン、シリコーンポリマー、ＳＩＢＳ（ポリ（スチレン－ブロック－イソブチレン
－ブロック－スチレン））、アクリル、アクリルポリマー、ポリプロピレン、ポリカーボ
ネート、ゴアテックスを含むが、これに限定されない生体適合性材料の組み合わせから形
成されている。フランジ３５３４の直径は、約１ｍｍから３ｍｍの間の範囲であってもよ
い。特定の実施形態において、フランジ３５３４の直径は、約０．１ｍｍから約１０ｍｍ
の間の範囲であってもよい。
【０４６５】
　フランジ３５３４は、チューブ状デバイス３５００を実質的に固定するための摩擦また
は化学接着によって、側面開口３３３０内の所定の位置に実質的に固定されるよう構成さ
れ得る。いくつかの実施形態において、フランジ３５３４は、フランジ３５３４を側面開
口３３３０内に圧入可能な変形可能材料を含み得る。側面開口３３３０内に圧入されると
、フランジは、側面開口３３３０内の所定の位置でフランジ３５３４を実質的に固定する
ために拡張し得る。
【０４６６】
　特定の実施形態において、フランジ３５３４の周面は、ハウジング構造３１２の側面開
口３３３０の周面よりも大きくてもよい。したがって、チューブ状部分３５３２のみが側
面開口３３３０内に挿入されるよう構成され得、一方、フランジ３５３４は、ハウジング
構造３３１２の空洞内に残る。側面開口３３３０の周面よりも大きい周面を有するフラン
ジ３５３４は、チューブ状デバイス３５００が、ハウジング構造３３１２の空洞から離れ
る一般的な方向へ、側面開口３３３０の外側に押し出されてしまうことを実質的に防止し
得る。フランジ３５３４のより大きな周面は、チューブ状デバイス３５００が、より小さ
な周面を有する側面開口３３３０の外側に落下してしまうことを防止するための係止メカ
ニズムを提供し得る。
【０４６７】
　図３５Ｂは、別の例示的なチューブ状デバイス３５０２の側面側の斜視図である。図３
５Ａに示されたチューブ状デバイス３５００と同様に、チューブ状デバイス３５０２は、
デバイス３４００の側面開口３３３０に接合されるよう構成されている。チューブ状デバ
イス３５０２は、チューブ状デバイス３５００のいくつかまたは全ての特徴を備え、同様
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の参照番号は、同様の特徴を備えている。チューブ状デバイス３５０２は、フランジ３５
３８および液体制御部３５４０を除き、チューブ状デバイス３５００と同様である。
【０４６８】
　いくつかの実施形態において、フランジ３５３８の形状は、台形円筒形状を含み得る。
例えば、フランジ３５３８は、上面と、底面と、を含み得、上面および／または上面の周
面または直径は、底面および／または底面の周面または直径よりも大きい。他の実施形態
において、上面および／または上面の周面または直径は、底面および／または底面の周面
または直径よりも小さくてもよい。上面および底面の双方および／またはそれらの周面ま
たは直径は、チューブ状部分３５３２および／またはチューブ状部分３５３２の周面また
は直径よりも、大きくてもよい。
【０４６９】
　フランジ３５３８は、チューブ状デバイス３５００を、水晶体デバイス３４００のハウ
ジング構造３３１２に接合するために、側面開口３３３０内に挿入されるよう構成され得
る。側面開口３３３０および／または側面開口３３３０の周面または直径は、フランジ３
５３８の底面および／または底面の周面または直径よりも大きく、かつ、フランジ３５３
８の上面および／または上面の周面または直径よりも小さくてもよい。同様に、他の実施
形態では、側面開口３３３０は、フランジ３５３８の底面および／または底面の周面また
は直径よりも小さく、かつ、フランジ３５３８の上面および／または上面の周面または直
径よりも大きくてもよい。いくつかの実施形態において、側面開口３３３０のサイズおよ
び／または側面開口３３３０の周面または直径は、フランジ３５３８の上面および底面、
並びに、これらの直径または周面の平均と実質的に等しくてもよい。
【０４７０】
　フランジ３５３８の上面がフランジ３５３８の底面よりも大きい実施形態において、チ
ューブ状デバイス３５０２は、フランジ３５３８の底面から始まり、上面に向かって、側
面開口３３３０内に挿入されるよう構成され得る。チューブ状デバイス３５０２が側面開
口３５３８内に挿入されている間、フランジ３５３８は、フランジ３５３８の底面と上面
との間の点、例えば、側面開口３３３０の直径または周面がフランジ３５３８の直径また
は周面と実質的に等しくなる点において、側面開口３３３０内でスタックする。したがっ
て、チューブ状デバイス３５０２は、摩擦および／または機械的な係合により、側面開口
３３３０内の所定の場所において実質的に支持または固定され得る。
【０４７１】
　いくつかの実施形態において、チューブ状デバイス３５０２は、液体制御部３５４０を
含む「スマート」チューブ状デバイスである。液体制御部３５４０は、液体が管腔３５３
６を流れることを可能または不可能とするために、開放構成と、規制構成とに管腔３５３
６の間で管腔３５３６を変更するよう構成され得る。加えて、または、代替的に、液体制
御部３５４０は、管腔３５３６を介して液体が流れることを能動的に促す構成と、そうで
はない構成との間で変更するよう構成され得る。
【０４７２】
　より具体的には、液体制御部３５４０は、管腔３５３６を介して液体が流れることを可
能または不可能とするために、開放または閉塞するよう構成されたバルブであってもよい
。バルブは、管腔３５３６に沿った任意の場所に配置され得る。例えば、バルブは、管腔
３５３６の流入端またはその近く、管腔３５３６の流出端またはその近く、管腔３５３６
の流入端と流出端との間、または、管腔３５３６の流入端と流出端との間の管腔３５３６
の実質的な中点に配置され得る。
【０４７３】
　バルブは、眼球内圧力設定に基づいて、開放または閉塞するよう構成され得る。例えば
、眼球内圧力が高すぎる、または、所定のレベルを超える場合、バルブは、眼球内から眼
球外への液体の流れを可能とし、眼球内圧力を減少させるために、開放するよう構成され
得る。逆に、眼球内圧力が低すぎる、または、所定のレベルを下回る場合、バルブは、液
体の流れを防止するために、閉塞するよう構成され得る。いくつかの実施形態において、



(70) JP 2019-535362 A 2019.12.12

10

20

30

40

50

デバイス３４００および／またはチューブ状デバイス３５００の１つ以上の眼球内圧力セ
ンサーは、眼球内圧力を検知し、検出された圧力を、バルブを開放および／または閉塞す
るよう構成されたプロセッサーに電気的に送信するよう構成され得る。
【０４７４】
　いくつかの実施形態において、バルブは、眼球内生理圧力が、約２０ｍｍＨｇ以上とな
った際に、開放するよう構成され得る。特定の実施形態において、バルブは、眼球内生理
圧力が、約１０ｍｍＨｇ、約１１ｍｍＨｇ、約１２ｍｍＨｇ、約１３ｍｍＨｇ、約１４ｍ
ｍＨｇ、約１５ｍｍＨｇ、約１６ｍｍＨｇ、約１７ｍｍＨｇ、約１８ｍｍＨｇ、約１９ｍ
ｍＨｇ、約２０ｍｍＨｇ、約２１ｍｍＨｇ、約２２ｍｍＨｇ、約２３ｍｍＨｇ、約２４ｍ
ｍＨｇ、約２５ｍｍＨｇ、約２６ｍｍＨｇ、約２７ｍｍＨｇ、約２８ｍｍＨｇ、約２９ｍ
ｍＨｇ、約３０ｍｍＨｇ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値
以上となった際に、開放するよう構成され得る。
【０４７５】
　いくつかの実施形態において、バルブは、眼球内生理圧力が、約６ｍｍＨｇ以下となっ
た際に、閉塞するよう構成され得る。特定の実施形態において、バルブは、眼球内生理圧
力が、約１ｍｍＨｇ、約２ｍｍＨｇ、約３ｍｍＨｇ、約４ｍｍＨｇ、約５ｍｍＨｇ、約６
ｍｍＨｇ、約７ｍｍＨｇ、約８ｍｍＨｇ、約９ｍｍＨｇ、約１０ｍｍＨｇ、約１１ｍｍＨ
ｇ、約１２ｍｍＨｇ、約１３ｍｍＨｇ、約１４ｍｍＨｇ、約１５ｍｍＨｇ、約１６ｍｍＨ
ｇ、約１７ｍｍＨｇ、約１８ｍｍＨｇ、約１９ｍｍＨｇ、約２０ｍｍＨｇ、および／また
は上述の値の２つによって規定される範囲内の値以下となった際に、閉塞するよう構成さ
れ得る。［０４７３］また、液体制御部３５４０は、代替的に、ポンプまたはマイクロポ
ンプであってもよい。ポンプまたはマイクロポンプは、管腔３５３６の流入端またはその
近く、管腔３５３６の流出端またはその近く、管腔３５３６の流入端と流出端との間、ま
たは、管腔３５３６の流入端と流出端との間の管腔３５３６の実質的な中点に配置され得
る。ポンプまたはマイクロポンプは、眼球内から眼球外へ液体を能動的に押し出すよう構
成され得る。例えば、眼球内圧力が高すぎる、または、所定のレベルを超えている場合、
ポンプまたはマイクロポンプは、液体が、眼球内から眼球外へ流れるよう能動的に強制し
、眼球内圧力を減少させるよう構成され得る。逆に、眼球内圧力が低すぎる、または、所
定のレベルを下回っている場合、ポンプまたはマイクロポンプは、停止するよう構成され
得る。いくつかの実施形態において、デバイス３４００および／またはチューブ状デバイ
ス３５００の１つ以上の眼球内圧力センサーは、眼球内圧力を検出し、検出された圧力を
、ポンプまたはマイクロポンプをオンまたはオフするよう構成されたプロセッサーに電気
的に送信するよう構成され得る。
【０４７６】
　いくつかの実施形態において、ポンプまたはマイクロポンプは、眼球内生理圧力が約２
０ｍｍＨｇ以上となった際に、液体の除去を能動的に促進するよう構成され得る。特定の
実施形態において、ポンプまたはマイクロポンプは、眼球内生理圧力が約１０ｍｍＨｇ、
約１１ｍｍＨｇ、約１２ｍｍＨｇ、約１３ｍｍＨｇ、約１４ｍｍＨｇ、約１５ｍｍＨｇ、
約１６ｍｍＨｇ、約１７ｍｍＨｇ、約１８ｍｍＨｇ、約１９ｍｍＨｇ、約２０ｍｍＨｇ、
約２１ｍｍＨｇ、約２２ｍｍＨｇ、約２３ｍｍＨｇ、約２４ｍｍＨｇ、約２５ｍｍＨｇ、
約２６ｍｍＨｇ、約２７ｍｍＨｇ、約２８ｍｍＨｇ、約２９ｍｍＨｇ、約３０ｍｍＨｇ、
および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値以上となった際に、液体の
除去を能動的に促進するよう構成され得る。
【０４７７】
　いくつかの実施形態において、ポンプまたはマイクロポンプは、眼球内生理圧力が約６
ｍｍＨｇ以下となった際に、液体の除去の促進を停止するよう構成され得る。特定の実施
形態において、ポンプまたはマイクロポンプは、眼球内生理圧力が約１ｍｍＨｇ、約２ｍ
ｍＨｇ、約３ｍｍＨｇ、約４ｍｍＨｇ、約５ｍｍＨｇ、約６ｍｍＨｇ、約７ｍｍＨｇ、約
８ｍｍＨｇ、約９ｍｍＨｇ、約１０ｍｍＨｇ、約１１ｍｍＨｇ、約１２ｍｍＨｇ、約１３
ｍｍＨｇ、約１４ｍｍＨｇ、約１５ｍｍＨｇ、約１６ｍｍＨｇ、約１７ｍｍＨｇ、約１８
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ｍｍＨｇ、約１９ｍｍＨｇ、約２０ｍｍＨｇ、および／または上述の値の２つによって規
定される範囲内の値以下となった際に、液体の除去の促進を停止するよう構成され得る。
【０４７８】
　図３５Ｃは、別の例示的なチューブ状デバイス３５０４の側面側の斜視図である。図３
５Ａおよび３５Ｂに示されたチューブ状デバイス３５００、３５０２と同様に、チューブ
状デバイス３５０４は、デバイス３４００の側面開口３３３０と接合されるよう構成され
ている。チューブ状デバイス３５０４は、チューブ状デバイス３５００、３５０２の特徴
のいくつかまたは全てを備え、同様の参照番号は、同様の特徴を備えている。チューブ状
デバイス３５０４は、チューブ状部分３５４０、貫通孔３５４４、およびタブまたはプレ
ート３５４６を除き、チューブ状部分３５００、３５０２と同様であり得る。
【０４７９】
　いくつかの実施形態において、チューブ状部分３５４０および／または管腔３５３６は
、例えば、結膜浸食を防止するために、流出端に向かってテーパー状とされている。また
、チューブ状デバイス３５０４は、１つ以上のタブまたはプレート３５４４を含み得る。
１つ以上のタブ３５４４は、チューブ状部分３５３２の流出端に接合され得る。１つ以上
のタブ３５４４は、例えば、毛様体扁平部内において、チューブ状部分３５３２の流出端
の封止を防止するよう構成され得る。いくつかの実施形態において、チューブ状デバイス
３５０４は、１つだけタブ３５４４を含み得る。特定の実施形態において、チューブ状デ
バイス３５０４は、実質的に平坦または平面構成の２つのタブ３５４４を含み得る。該構
成において、２つのタブ３５４４の間の角度は、約１８０°である。他の実施形態におい
て、チューブ状デバイス３５０４は、３つのタブ３５４４を含み得、３つのタブのうちの
２つの間の角度は、約１２０°であってもよい。特定の実施形態において、チューブ状デ
バイス３５０４は、４、５、６、７、８、９、または１０個のタブを含み得、これらの任
意の２つのタブの間の角度は、実質的に等しいまたは異なっていてもよい。
【０４８０】
　１つ以上のタブ３５４４は、１つ以上のアイレット３５４８を含んでいてもよい。例え
ば、１つのタブ３５４４は、１、２、３、４、または５個のアイレット３５４８を含み得
る。いくつかの実施形態において、各タブ３５４４は、１つのアイレット３５４８を含み
得る。アイレット３５４８は、チューブ状部分３５３２の流出端を固定するよう構成され
得る。例えば、アイレット３５４８は、結膜下チューブの流出端を強膜に固定するよう構
成され得る。１つ以上のアイレット３５４８は、チューブ状部分３５３２の流出端を固定
するための縫合を可能とし得る。
【０４８１】
　フランジ３５４２は、１つ以上の貫通孔３５４４を含み得る。例えば、フランジ３５４
２は、１、２、３、４、または５つの貫通孔３５４４を含み得る。１つ以上の貫通孔３５
４４は、チューブ状デバイス３５０４の流入端を固定するよう構成され得る。例えば、１
つ以上のネジ、ナット、縫合等が、チューブ状デバイス３５０４をハウジング構造３３１
２に固定するために、１つ以上の貫通孔３５４４を介して挿入され得る。
【０４８２】
　図３５Ｄは、別の例示的なチューブ状デバイス３５０６の側面側の斜視図である。図３
５Ａ、３５Ｂ、および３５Ｃに示されているチューブ状デバイス３５００、３５０２、３
５０４と同様に、チューブ状デバイス３５０６は、デバイス３４００の側面開口３３３０
に接合されるよう構成されている。チューブ状デバイス３５０６は、チューブ状デバイス
３５００、３５０２、３５０４の特徴のいくつかまたは全てを備え、同様の参照番号は、
同様の特徴を備えている。チューブ状デバイス３５０６は、複数のフランジ３５４３、３
５３８を含む点を除き、チューブ状デバイス３５００、３５０２、３５０４と同様であり
得る。
【０４８３】
　いくつかの実施形態において、チューブ状デバイス３５０６は、複数のフランジ３５３
４、３５３８を含む。例えば、チューブ状デバイス３５０６は、２、３、４、または５個
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のフランジを含み得る。いくつかの実施形態において、複数のフランジは、同じまたは実
質的に同じ形状を有し得る。他の実施形態において、複数のフランジの１つ以上は、異な
った形状を有し得る。
【０４８４】
　図示の実施形態において、チューブ状デバイス３５０６は、第１のフランジ３５３４と
、第２のフランジ３５３８と、を含む。第１のフランジ３５３４は、図３５Ａを参照して
上述したフランジと同様であり得る。第２のフランジ３５３８は、図３５Ｂを参照して上
述したフランジと同様であり得る。
【０４８５】
　チューブ状デバイス３５０６は、第２のフランジ３５３８から第１のフランジ３５３４
に向かう一般的な方向で、デバイス３４００の側面開口３３３０を介して挿入され得る。
第１のフランジ３５３４、第のフランジ３５３８、および／または双方は、変形可能また
は圧縮可能材料で形成され得る。例えば、チューブ状デバイス３５０６が側面開口３３３
０を介して挿入されている間、第２のフランジ３５３８は、圧縮されるよう構成され得る
。第２のフランジ３５３８のテーパー状構成または台形円筒形状は、第２のフランジ３５
３８が、側面開口３３３０を介して完全に挿入されることを可能とすることができる。し
かしながら、第１のフランジ３３５４は、自身の円筒形状および／または圧縮不可能な材
料のために、側面開口３３３０を介して挿入されないように構成され得る。したがって、
側面開口３３３０の周縁部は、チューブ状デバイス３５３６がハウジング構成３３１２に
接合される際に、第１のフランジ３５３４と第２のフランジ３５３８との間に配置される
よう構成され得、これにより、チューブ状デバイス３５０６がいずれかの方向に動くこと
を防止することができる。
【０４８６】
　図３５Ｅは、別の例示的なチューブ状デバイス３５０８の側面側の斜視図である。図３
５Ａ、３５Ｂ、３５Ｃ、および３５Ｄに示されたチューブ状デバイス３５００、３５０２
、３５０４、３５０６と同様に、チューブ状デバイス３５０８は、デバイス３４００の側
面開口３３３０に接合されるよう構成されている。チューブ状デバイス３５０８は、チュ
ーブ状デバイス３５００、３５０２、３５０４、３５０６の特徴のいくつかまたは全てを
備え、同様の参照番号は同様の特徴を備えている。チューブ状デバイス３５０８は、チュ
ーブ状デバイス３５０８がフランジを含まない点、および、チューブ状デバイス３５０８
がチューブ状デバイス３５０８の各端部において１つ以上のタブ３５４６ａ、３５４６ｂ
を含む点を除き、チューブ状デバイス３５００、３５０２、３５０４、３５０６と同様で
あり得る。
【０４８７】
　いくつかの実施形態において、チューブ状デバイス３５０８は、フランジを含まない。
代わりに、チューブ状デバイス３５０８は、ハウジング構造３３１２および／または眼球
に対してチューブ状デバイス３５０８を固定するための１つ以上の他の構造を含み得る。
例えば、チューブ状デバイス３５０８は、１つ以上のタブまたはプレート３５４６ａ、３
５４６ｂを含み得る。
【０４８８】
　図示の実施形態において、チューブ状デバイス３５０８は、チューブ状部分３５３６の
各端部において１つ以上のタブまたはプレート３５４６ａ、３５４６ｂを含み得る。換言
すれば、チューブ状部分の流入端は、タブまたはプレート３５４６ａを含み得、チューブ
状部分の流出端は、タブまたはプレート３４５６ｂを含み得る。特定の実施形態において
、チューブ状部分の流入端および／または流出端は、それぞれ、１、２、３、４、または
５個のタブまたはプレートを含み得る。
【０４８９】
　各タブまたはプレート３５４６ａ、３５４６ｂは、１つ以上のアイレット３５４８を含
み得る。例えば、１つのタブは、１、２、３、４、または５個のアイレット３５４８を含
み得る。図示の実施形態において、各タブ３５４６ａ、３５４６ｂは、１つのアイレット
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３５４８を含む。アイレット３５４８は、チューブ状部分３５３２の流入端および／また
は流出端を固定するよう構成され得る。例えば、１つ以上のネジ、ナット、縫合等が、ハ
ウジング構造３３１２、側面開口３３３０、および／またはナチュラル水晶体嚢に流入端
を固定するために、流入端またはこれに近くに設けられたタブ３５４６ａのアイレット３
５４８を介して挿入され得る。同様に、１つ以上のネジ、ナット、縫合等が、流出端を第
２の場所、例えば、サブ－テノン空間に固定するために、流出端またはこれの近くに配置
されたタブ３５４６ｂのアイレット３５４８を介して挿入され得る。
【０４９０】
　図３６は、図３４Ａのデバイス３４００および図３５Ａのチューブ状デバイス３５００
を備える例示的な人工水晶体デバイスシステム３６００の前方側の斜視図である。図示の
ように、チューブ状デバイス３５００は、デバイス３４００の側面開口３３３０Ｂを介し
て、デバイス３４００に接合される。より具体的には、チューブ状デバイス３５００のフ
ランジ３５３４は、側面開口３３００Ｂ内に固定され得、デバイス３４００の内部に液体
連通するチューブ状部分３５３２の第１の開口を提供し、さらに、第２の場所においてチ
ューブ状部分３５３２の第２の開口を提供する。
【０４９１】
　図３７は、眼球内における、図３６の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図で
ある。図示のように、チューブ状デバイス３５００のフランジ３５３４は、側面開口３３
３０Ｂ内に固定され得、デバイス３４００の内部に液体連通するチューブ状部分３５３２
の第１の開口を提供する。チューブ状部分３５３２は、眼球のナチュラル水晶体嚢内に埋
め込まれたデバイス３４００から離れて延伸するよう構成され得る。チューブ状部分３５
３２は、ナチュラル水晶体嚢３７００の側壁内の刺し孔を介して延伸し得、さらに、毛様
体扁平部を介して挿入され得る。したがって、チューブ状部分３５３２の第２の開口また
は端部は、サブ－テノン空間内、例えば、縁の後方２－４ｍｍであるが、結膜に到達しな
い場所に配置され得る。第１および第２の開口を介して、液体が、管腔３５３６を介して
、デバイス３４００の内部から、サブ－テノン空間に流れるようになっている。
【０４９２】
　白内障手術および人工デバイスのナチュラル水晶体嚢内への埋め込み後、円蓋ベースの
角膜結膜間の結膜角膜周囲切開が、チューブ状デバイス３５００を受けるよう予定された
四半部内で実行され得る。テノン水晶体は、強膜から切断され得、限定された焼灼が止血
のために実行され得る。様々な濃度のマイトマイシンが、例えば、液浸されたスポンジを
用いて、様々な時間（１０秒から５分の間の範囲）、強膜上に配置され得、その後、平衡
塩類溶液（ＢＳＳ）を用いて、多量に洗い落とされ得る。毛様体扁平部強膜切開が、鼓膜
－硝子体－網膜（ＭＶＲ）ブレードのような鋭利なデバイスを用いて生成され得る。いく
つかのケースにおいて、套管針が強膜を介して挿入され得る。
【０４９３】
　他の強膜切開は、光および／またはＢＳＳ浸出液のための他の四半部内において結膜を
介して為され得る。典型的には、強膜切開側から離れた硝子体を透明にするために、限定
された毛様体扁平部硝子体切除が実行され得、外科的処置中の牽引性網膜剥離を防止する
ことができる。いくつかのケースでは、硝子体切除は、実行される必要がない。上部に搭
載されたチューブ状デバイス３５００を有する鋭利な器具、例えば、ＭＶＲタイプのブレ
ードおよびダウンシャフトは、強膜切開を介して挿入され得、ナチュラル水晶体を鋭利に
切開し得、人工デバイスとドッキングする。把持鉗子を用いて、チューブ状デバイス３５
００の端部が、人工デバイス内の所定の場所で保持され得、一方、鋭利な器具が、変形セ
ルジンガー技術を用いて除去され得る。チューブ状部分の内側端部は、人工デバイス３４
００内に固定され得、チューブ状部分の外側端部は、縫合（例えば、８－０バイクリル）
または接着剤（例えば、ティシール）を用いて、切断および／または強膜に固定され得る
。テノン水晶体および結膜は縫合（例えば、８－０バイクリル）または接着剤（例えば、
ティシール）を用いて、縁の後方に縫合され得る。
【０４９４】
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　図３８Ａは、図３４Ａのデバイス３４００と、図３５Ａのチューブ状デバイス３５００
と、閉じ込め構造３８０２と、を備える例示的な人工水晶体デバイスシステム３８００の
前方側の斜視－部分分解図である。図３８Ｂは、図３８Ａの例示的な人工水晶体デバイス
システム３８００の前方側の斜視図である。
【０４９５】
　閉じ込め構造３８０２は、デバイス３４００に接合または取り付けられるよう構成され
得る。いくつかの実施形態において、閉じ込め構造３８０２は、開口を介して、デバイス
３４００の内部に挿入可能な折り畳み可能または変形可能構造を含み得る。例えば、閉じ
込め構造３８０２またはその部分は、デバイス３４００の開口を介した、閉じ込め構造３
８０２の容易な挿入を可能とする折り畳み可能または組み立て式のワイヤー構造を含み得
る。挿入されると、閉じ込め構造３８０２は、拡張状態に拡張し得る。閉じ込め構造３８
０２の拡張状態は、デバイス３４００の内部において閉じ込め構造３８０２を固定または
保持するよう構成され得る。例えば、いくつかの実施形態において、閉じ込め構造３８０
２のワイヤーフレームは、デバイス３４００の内部の形状と実質的に一致する構成に拡張
され得る。特定の実施形態において、拡張状態にある閉じ込め構造３８０２は、２つの実
質的に直線状の部分と、２つのアーチ状の部分とを含み得、デバイス３４００の内部の形
状と一致する。閉じ込め構造３８０２は、ＰＭＭＡ，ポリイミド、ポリププピレン、およ
びナイロンのような半硬質材料で形成され得る。また、閉じ込め構造は、代替的に、シリ
コーン、シリコーンポリマー、ＳＩＢＳ（ポリ（スチレン－ブロック－イソブチレン－ブ
ロック－スチレン））、アクリル、アクリルポリマー、ポリプロピレン、ポリカーボネー
ト、およびゴアテックスのような生体適合性材料で形成され得る。
【０４９６】
　閉じ込め構造３８０２は、１つ以上の液体制御部３８０４を含み得る。１つ以上の液体
制御部３８０４は、閉じ込め構造３８０２の１つ以上の側面上に配置され得る。１つ以上
の液体制御部３８０４は、閉じ込め構造３８０２がデバイス３４００に接合されると、チ
ューブ状デバイス３５００に接合されるよう構成され得る。例えば、閉じ込め構造３８０
４の液体制御部３８０４が、デバイス３４００の側面開口３３３０Ａ、３３３０Ｂを覆う
ように、閉じ込め構造３８０４上に配置され得、これにより、閉じ込め構造３８０４が挿
入された際に、チューブ状デバイス３５００に接合され得る。閉じ込め構造３８０４上の
液体制御部３８０４の数は、側面開口３３３０Ａ、３３３０Ｂの数および／またはデバイ
ス３４００に接合されたチューブ状デバイス３５００の数と等しくてもよい。例えば、１
つのチューブ状デバイス３５００がデバイス３４００に接合されている場合、閉じ込め構
造３８０２は、１つの液体制御部３８０２を含む。デバイス３４００が２つのチューブ状
デバイス３５００に接合されている場合、２つの液体制御部３８０４を有する閉じ込め構
造が、例えば２つの側面開口３３３０Ａ、３３３０Ｂのそれぞれに、埋め込まれ得る。
【０４９７】
　閉じ込め構造３８０２の埋め込みを介して、システム３８００の液体制御部３８０４を
設けることにより、チューブ状デバイス３５００自身が、管腔３５３６が規制されておら
ず、さらに、常時自身を介した液体の流れが可能となっている「ダンプ」またはパッシブ
チューブ状デバイスであったとしても、チューブ状デバイス３５００を介した液体の流れ
が制御され得る。
【０４９８】
　液体制御部３８０４は、チューブ状デバイス３５００を介した液体の流れを可能または
不可能とするために開放または閉塞するよう構成されたバルブであってもよい。バルブは
、眼球内圧力設定に基づいて、開放または閉塞するよう構成され得る。例えば、眼球内圧
力が高すぎる、または、所定のレベルを超える場合、バルブは、眼球内から眼球外へ液体
が流れることを可能とし、眼球内圧力を減少させるために、開放するよう構成され得る。
逆に、眼球内圧力が低すぎる、または、所定のレベルを下回る場合、バルブは、液体の流
れを防止するために、閉塞するよう構成され得る。また、液体制御部３８０４は、眼球内
圧力を検出し、検出された圧力を、バルブを開放または閉塞するよう構成されたプロセッ
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サーに電気的に送信するよう構成された眼球内圧力センサーを含み得る。
【０４９９】
　いくつかの実施形態において、バルブは、眼球内生理圧力が、約２０ｍｍＨｇ以上とな
った際に、開放するよう構成され得る。特定の実施形態において、バルブは、眼球内生理
圧力が、約１０ｍｍＨｇ、約１１ｍｍＨｇ、約１２ｍｍＨｇ、約１３ｍｍＨｇ、約１４ｍ
ｍＨｇ、約１５ｍｍＨｇ、約１６ｍｍＨｇ、約１７ｍｍＨｇ、約１８ｍｍＨｇ、約１９ｍ
ｍＨｇ、約２０ｍｍＨｇ、約２１ｍｍＨｇ、約２２ｍｍＨｇ、約２３ｍｍＨｇ、約２４ｍ
ｍＨｇ、約２５ｍｍＨｇ、約２６ｍｍＨｇ、約２７ｍｍＨｇ、約２８ｍｍＨｇ、約２９ｍ
ｍＨｇ、約３０ｍｍＨｇ、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値
以上となった際に、開放するよう構成され得る。
【０５００】
　いくつかの実施形態において、バルブは、眼球内生理圧力が、約６ｍｍＨｇ以下となっ
た際に、閉塞するよう構成され得る。特定の実施形態において、バルブは、眼球内生理圧
力が、約１ｍｍＨｇ、約２ｍｍＨｇ、約３ｍｍＨｇ、約４ｍｍＨｇ、約５ｍｍＨｇ、約６
ｍｍＨｇ、約７ｍｍＨｇ、約８ｍｍＨｇ、約９ｍｍＨｇ、約１０ｍｍＨｇ、約１１ｍｍＨ
ｇ、約１２ｍｍＨｇ、約１３ｍｍＨｇ、約１４ｍｍＨｇ、約１５ｍｍＨｇ、約１６ｍｍＨ
ｇ、約１７ｍｍＨｇ、約１８ｍｍＨｇ、約１９ｍｍＨｇ、約２０ｍｍＨｇ、および／また
は上述の値の２つによって規定される範囲内の値以下となった際に、閉塞するよう構成さ
れ得る。
【０５０１】
　また、液体制御部３８０４は、代替的に、ポンプまたはマイクロポンプであってもよい
。ポンプまたはマイクロポンプは、眼球内から眼球外へ液体を能動的に押し出すよう構成
され得る。例えば、眼球内圧力が高すぎる、または、所定のレベルを超えている場合、ポ
ンプまたはマイクロポンプは、液体が、眼球内から眼球外へ流れるよう能動的に強制し、
眼球内圧力を減少させるよう構成され得る。逆に、眼球内圧力が低すぎる、または、所定
のレベルを下回っている場合、ポンプまたはマイクロポンプは、停止するよう構成され得
る。また、液体制御部３８０４は、眼球内圧力を検出し、検出された圧力を、ポンプまた
はマイクロポンプをオンまたはオフするよう構成されたプロセッサーに電気的に送信する
よう構成された眼球内圧力センサーを含み得る。
【０５０２】
　いくつかの実施形態において、ポンプまたはマイクロポンプは、眼球内生理圧力が約２
０ｍｍＨｇ以上となった際に、液体の除去を能動的に促進するよう構成され得る。特定の
実施形態において、ポンプまたはマイクロポンプは、眼球内生理圧力が約１０ｍｍＨｇ、
約１１ｍｍＨｇ、約１２ｍｍＨｇ、約１３ｍｍＨｇ、約１４ｍｍＨｇ、約１５ｍｍＨｇ、
約１６ｍｍＨｇ、約１７ｍｍＨｇ、約１８ｍｍＨｇ、約１９ｍｍＨｇ、約２０ｍｍＨｇ、
約２１ｍｍＨｇ、約２２ｍｍＨｇ、約２３ｍｍＨｇ、約２４ｍｍＨｇ、約２５ｍｍＨｇ、
約２６ｍｍＨｇ、約２７ｍｍＨｇ、約２８ｍｍＨｇ、約２９ｍｍＨｇ、約３０ｍｍＨｇ、
および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値以上となった際に、液体の
除去を能動的に促進するよう構成され得る。
【０５０３】
　いくつかの実施形態において、ポンプまたはマイクロポンプは、眼球内生理圧力が約６
ｍｍＨｇ以下となった際に、液体の除去の促進を停止するよう構成され得る。特定の実施
形態において、ポンプまたはマイクロポンプは、眼球内生理圧力が約１ｍｍＨｇ、約２ｍ
ｍＨｇ、約３ｍｍＨｇ、約４ｍｍＨｇ、約５ｍｍＨｇ、約６ｍｍＨｇ、約７ｍｍＨｇ、約
８ｍｍＨｇ、約９ｍｍＨｇ、約１０ｍｍＨｇ、約１１ｍｍＨｇ、約１２ｍｍＨｇ、約１３
ｍｍＨｇ、約１４ｍｍＨｇ、約１５ｍｍＨｇ、約１６ｍｍＨｇ、約１７ｍｍＨｇ、約１８
ｍｍＨｇ、約１９ｍｍＨｇ、約２０ｍｍＨｇ、および／または上述の値の２つによって規
定される範囲内の値以下となった際に、液体の除去の促進を停止するよう構成され得る。
【０５０４】
　図３９は、眼球内における、別の例示的な人工水晶体デバイスシステムの前方側の斜視
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図である。図３９に示された人工水晶体デバイスシステムは、図３７に示された人工水晶
体デバイスシステムの特徴のいくつかまたは全てを備え、同様の参照番号は同様の特徴を
備えている。図３９の人工水晶体デバイスシステムは、制御ユニット３９０２、眼球内圧
力センサー３９０４、および液体制御部３５４０を含む点を除き、図３７のものと同様で
あり得る。
【０５０５】
　いくつかの実施形態において、人工水晶体デバイスシステムは、制御ユニット３９０２
を含み得る。制御ユニット３９０２は、１つ以上の入力を受信し、液体制御部３５４０を
制御するよう構成され得る。また、システムは、眼球内圧力を検出するよう構成された１
つ以上の眼球内圧力センサー３９０４を含み得る。１つ以上の眼球内圧力センサー３９０
４は、ハウジング構造３３１２および／またはハウジング構造３３１２に接合された閉じ
込め構造３８０２に内蔵され得る。
【０５０６】
　１つ以上の眼球内圧力センサー３９０４は、眼球内圧力を検出し、検出された眼球内圧
力を、制御ユニット３９０２に、繰り返し、周期的に、および／または、リアルタイムま
たは略リアルタイムで、電気的に送信するよう構成され得る。例えば、１つ以上の眼球内
圧力センサー３９０４は、約１秒、約２秒、約３秒、約４秒、約５秒、約６秒、約７秒、
約８秒、約９秒、約１０秒、約２０秒、約３０秒、約４０秒、約５０秒、約１分、約２分
、約３分、約４分、約５分、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の
値の時間毎に、眼球内圧力を検出し、検出された眼球内圧力を、制御ユニット３９０２に
電気的に送信するよう構成され得る。
【０５０７】
　１つ以上のセンサー３９０４によって検出された眼球内圧力は、有線接続３９０６およ
び／または無線接続を介して、制御ユニット３９０２に電気的に送信され得る。例えば、
いくつかの実施形態において、１つ以上の圧力センサー３９０４は、検出された圧力デー
タを制御ユニット３９０２に無線送信するよう構成された無線送受信器を含み得る。同様
に、制御ユニット３９０２は、圧力センサー３９０４から検出された圧力データを受信す
るよう構成された無線受信器を含み得る。
【０５０８】
　また、制御ユニット３９０２は、代替的に、例えば、無線通信を介して、ユーザー入力
を受信するよう構成され得る。いくつかの実施形態において、ユーザーは、眼球内から液
体を除去するための指示を、例えば、スマートフォンや他のユーザーアクセスポイントシ
ステムを介して、入力し得る。理論だけではなく実際に、緑内障、長期にわたって視覚の
損失を引き起こす症状が、眼球圧力を低下させることにより治療され得る。したがって、
いくつかの実施形態において、緑内障に苦しむ患者は、眼球から液体を除去することを促
進するために、ユーザーアクセスポイントシステムへ指示を入力することにより、眼球内
圧力を制御および／または低下させ、緑内障による視覚の損失を防止してもよい。また、
制御ユニット３９０２は、代替的に、１つ以上の他の生理センサーから、例えば、無線通
信を介して、入力を受信するよう構成され得る。
【０５０９】
　受信されたユーザー入力および／または検出された眼球内圧力データに基づいて、制御
ユニット３９０２は、チューブ状デバイス３５００を介した液体の除去を可能とし、不可
能とし、能動的に促進、および／または能動的に促進しないために、液体制御部３５４０
に指示するよう構成され得る。例えば、眼球内圧力が所定のレベル以上および／または制
御ユニット３９０２が対応するユーザー入力を受信した場合、制御ユニットは、液体の除
去を可能とする、および／または、能動的に促進するよう、液体制御部３５４０に指示す
るよう構成され得る。逆に、眼球内圧力が所定のレベル以下および／または制御ユニット
３９０２がユーザー入力を受信しない場合、制御ユニットは、液体の除去を不可能とする
、および／または、能動的に促進しないよう、液体制御部３５４０に指示するよう構成さ
れ得る。
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【０５１０】
　制御ユニット３９０２は、有線接続３９０８および／または無線接続を介して、液体の
除去を可能とする、および／または、不可能とするための指示を、液体制御部３５４０に
電気的に送信するよう構成され得る。例えば、いくつかの実施形態において、制御ユニッ
ト３９０２は、液体制御部３５４０に指示を送信するよう構成された無線送受信器を含み
得る。同様に、液体制御部３５４０は、制御ユニット３９０２から指示を受信するよう構
成された無線受信器を含み得る。液体制御部３５４０は、上述のようなバルブ、および／
または、ポンプまたはマイクロポンプであってもよい。
【０５１１】
　図４０は、人工水晶体デバイスシステムの例示的な制御プロセスを示すブロック図であ
る。図４０に示されているように、いくつかの実施形態において、システムは、ブロック
４００４において、１つ以上の入力を受信するよう構成され得る。入力は、ユーザー入力
または自動入力であり得る。例えば、システムによって受信された入力は、ユーザーアク
セスポイントシステムを介したユーザー始動入力であってもよい。さらに、または、代替
的に、システムによって受信された入力は、眼球内圧力を検出するよう構成された眼球内
圧力センサーおよび／または他の生理センサーのような１つ以上のセンサーからのもので
あってもよい。
【０５１２】
　システムは、入力が受信されると、ブロック４００４において、入力をさらに処理する
よう構成され得る。特定の実施形態において、システムは、複数の入力、例えば、自動入
力またはユーザー入力を、組み合わせ、または、処理するよう構成され得る。いくつかの
実施形態において、システムは、単一の入力（ユーザー入力または自動入力）を処理する
よう構成され得る。
【０５１３】
　システムによる１つ以上の入力の処理は、ブロック４００６における１つ以上の処理を
含み得る。いくつかの実施形態において、システムは、眼球内圧力を低下させるよう構成
された１つ以上の追加的な処理を開始するか否かを判別するために、１つ以上の入力を処
理するよう構成され得る。例えば、システムによって受信された入力が、所定のレベル以
上の眼球内圧力に対応するデータを含む場合、システムは、眼球内から液体を除去するよ
う構成された１つ以上の追加的なプロセスを開始するよう構成され得、これにより、眼球
内圧力を低下させることができる。同様に、システムによって受信された入力が、眼球内
からの液体の除去および／または眼球内圧力を低下させることに対応するユーザー入力を
含む場合、システムは、眼球内から液体を除去するよう構成された１つ以上の追加的なプ
ロセスを開始するよう構成され得、これにより、眼球内圧力を低下させることができる。
【０５１４】
　逆に、システムによって受信された入力が、所定のレベル以下の眼球内圧力に対応する
データを含む場合、システムは、眼球内から液体を除去および／また眼球内圧力を低下さ
せるよう構成された１つ以上の追加的なプロセスを開始しないおよび／または１つ以上の
現在の動作プロセスを停止するよう構成され得る。同様に、システムによって受信された
入力が、眼球内からの液体の除去および／または眼球内圧力を低下させることを停止する
ことに対応するユーザー入力を含む場合、システムは、眼球内から液体を除去および／ま
た眼球内圧力を低下させるよう構成された１つ以上の現在の動作プロセスを停止するよう
構成され得る。
【０５１５】
　システムは、ブロック４００８において、眼球内に埋め込まれたシステムの１つ以上の
電子デバイスコンポーネントに送信される１つ以上の指示コマンドを生成するようさらに
構成され得る。システムが、処理された信号に基づいて、眼球内圧力を低下させるための
１つ以上のプロセスが開始されるべきと判別した場合、システムは、１つ以上の特定の指
示コマンドを生成し、さらに、生成された１つ以上の特定の指示コマンドを、眼球内に埋
め込まれた１つ以上の電子デバイスコンポーネントに送信するようさらに構成され得る。
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このような状況において、システムは、チューブ状デバイスを介した眼球からの液体除去
を開始および／または液体除去の速度を増加させるために、指示を生成し、生成した指示
を、電子的に制御されたポンプまたはマイクロポンプに送信するよう構成され得る。さら
に、または、代替的に、このような状況下において、システムは、バルブを開放および／
またはバルブの開放を広げ、チューブ状デバイスを介した眼球からの液体除去の速度を増
加させるために、指示を生成し、生成した指示を電気的に制御されたポンプまたはマイク
ロポンプに送信するよう構成され得る。
【０５１６】
　逆に、システムが、処理された入力に基づいて、眼球内圧力を低下させるための１つ以
上のプロセスを開始すべきではないと判断、または、眼球内圧力を低下させるための１つ
以上の現在の動作プロセスが停止されるべきと判断した場合、システムは、１つ以上の特
定の指示コマンドを生成し、生成された指示コマンドを、眼球内に埋め込まれた１つ以上
の電子デバイスコンポーネントに送信するようさらに構成され得る。このような状況にお
いて、システムは、チューブ状デバイスを介した眼球からの液体除去を停止および／また
は液体除去の速度を減少させるために、指示を生成し、生成された指示を電気的に制御さ
れたポンプまたはマイクロポンプに送信するよう構成され得る。さらに、または、代替的
に、このような状況において、システムは、チューブ状デバイスを介した眼球からの液体
除去の速度を減少させるために、バルブを閉塞および／またはバルブの開放を狭めるため
に、指示を生成し、生成された指示を電子的に制御されたバルブに送信するよう構成され
得る。
【０５１７】
　指示コマンドを受信した各電子デバイスコンポーネントは、受信した指示コマンドに従
って、１つ以上のプロセスを実行するようさらに構成され得る。選択的に、いくつかの実
施形態において、システムは、ブロック４０１０において、指示コマンドを受信した１つ
以上の電子デバイスコンポーネントが、実際に、対応する１つ以上のプロセスを実行した
か否かを判別するようさらに構成され得る。いくつかの実施形態において、１つ以上の対
応するプロセスが実行されたとの確認および／または現在のステータス入力がシステムに
よって受信されると、プロセスは、ブロック４０１２において、終了する。しかしながら
、そのような確認および／または現在のステータス入力が受信されない場合には、システ
ムは、ブロック４００４からブロック４０１０までの１つ以上のプロセスを繰り返すよう
構成され得る。
【０５１８】
　さらに、いくつかの実施形態において、システムは、図４０を参照して上述した１つ以
上のプロセスを、リアルタイムまたは略リアルタイムで、繰り返すよう構成され得る。例
えば、システムは、プロセス４００４から４００８および／またはプロセス４００４から
４０１０を、周期的、リアルタイム、または略リアルタイムで、繰り返すよう構成され得
る。１つ以上のプロセスは、約１秒、約２秒、約３秒、約４秒、約５秒、約７秒、約８秒
、約９秒、約１０秒、約２０秒、約３０秒、約４０秒、約５０秒、約１分、約２分、約３
分、約４分、約５分、および／または上述の値の２つによって規定される範囲内の値毎に
繰り返され得る。
【０５１９】
　図４１は、人工水晶体デバイスシステムの別の例示的な制御プロセスを示すブロック図
である。いくつかの実施形態において、水晶体デバイス内の電子デバイス、例えば、制御
ユニットは、ブロック４１０４において、１つ以上の入力を受信し得る。１つ以上の入力
は、眼球内圧力（ＩＯＰ）に関連するデータまたはユーザー入力を含み得る。ユーザー入
力は、スマートフォンや他の携帯型電子デバイスのような、ユーザーアクセスポイントシ
ステムを介して、ユーザーから入力され得る。ＩＯＰ関連データは、眼球内に埋め込まれ
た１つ以上の圧力センサーによって検出および／または眼球内に埋め込まれた１つ以上の
圧力センサーから受信され得る。
【０５２０】
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　水晶体デバイス内の電子デバイスは、ブロック４１０６において、受信された入力をさ
らに判別するよう構成され得る。電子デバイスは、受信された入力が、ＩＯＰを低下させ
ることおよび／または眼球からの液体の除去に対応すると判別してもよい。例えば、受信
された入力は、眼球内の不快症状を示すユーザー入力またはＩＯＰを低下させることおよ
び／または眼球からの液体の除去に対応する他の入力であってもよい。また、受信された
入力は、特定のレベル以上のＩＯＰデータであってもよい。
【０５２１】
　逆に、水晶体デバイス内の電子デバイスは、受信された入力が、ＩＯＰを維持すること
および／または眼球からの液体の除去を防止または停止することに対応していると判別し
てもよい。例えば、受信された入力は、眼球内の不快症状の緩和を示すユーザー入力、ま
たは、現在のＩＯＰを維持する、および／または、眼球からの液体の除去を停止すること
に対応する他の入力であってもよい。また、受信された入力は、特定のレベル以下のＩＯ
Ｐデータであってもよい。
【０５２２】
　水晶体デバイス内の電子デバイスは、受信された入力が、ＩＯＰを低下させることおよ
び／または眼球からの液体の除去に対応すると判別すると、電子デバイスは、ブロック４
１０８ａにおいて、液体が、チューブ状デバイスを介して流れることを可能とするための
指示コマンドを生成するようさらに構成され得る。逆に、水晶体デバイス内の電子デバイ
スが、ＩＯＰを維持することおよび／または眼球からの液体の除去を防止または停止する
ことに対応すると判別した場合、電子デバイスは、ブロック４１０８ｂにおいて、チュー
ブ状デバイスを介した液体の流れを防止および／または停止するために、指示コマンドを
生成するようさらに構成され得る。
【０５２３】
　水晶体デバイス内の電子デバイスは、ブロック４１１０において、チューブ状デバイス
の電子デバイスコンポーネントに、生成された指示コマンドを、電気的に送信するようさ
らに構成され得る。いくつかの実施形態において、生成された指示コマンドは、水晶体デ
バイス内の電子デバイスとチューブ状デバイス内の電子デバイスとの間の有線接続を介し
て、送信され得る。特定の実施形態において、生成された指示コマンドは、水晶体デバイ
ス内の電子デバイスの無線送受信器とチューブ状デバイス内の電子デバイスの無線受信器
および／または無線送受信器との間の無線接続を介して、送信され得る。
【０５２４】
　いくつかの実施形態において、水晶体デバイス内の電子デバイスは、ブロック４１１２
において、チューブ状デバイスの電子デバイスから、確認および／または現在のステータ
ス入力を受信するようされに構成され得る。ブロック４１１４において、チューブ状デバ
イスの電子デバイスは、指示に従って、チューブ状デバイスの状態の変更を開始するよう
さらに構成され得る。例えば、チューブ状デバイスの電子デバイスは、バルブが開放また
は閉塞するようにし、および／または、ポンプが眼球内から第２の場所への液体の流れを
発生させるまたは防止するようにし得る。
【０５２５】
　図４２は、眼球内における別の例示的な人工水晶体デバイスの前方側の斜視図である。
図４２に示されているように、人工水晶体デバイス４２００は、眼球内に埋め込まれ得る
。人工水晶体デバイス４２００は、ハウジング構造４２０２と、１つ以上のリングまたは
ハプティック４２０４と、を含み得る。１つ以上のリングまたはハプティック４２０４は
、眼球のナチュラル水晶体嚢と接触するよう構成され得る。
【０５２６】
　人工水晶体デバイス４２００は、ハウジング構造４２０２の内部と外部との間での液体
接続を可能とするよう構成された開口４２０６をさらに含み得る。チューブ状デバイスは
、開口４２０６に接合され得る。より具体的には、チューブ状デバイスのチューブ状部分
３５３２は、ハウジング構造４２０２の内部と第２の場所との間の液体接続を提供するよ
う構成され得る。例えば、チューブ状部分３５３２の第１の開口は、液体接続を提供する
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ため、ハウジング構造４２０２の内部に接続され得る。チューブ状部分３５３２の第２の
開口は、第２の場所に位置し得る。チューブ状部分３５３２は、眼球３７１０のナチュラ
ル水晶体嚢内に埋め込まれたデバイス４２００から離れるよう延伸するよう構成され得る
。
【０５２７】
　いくつかの実施形態において、第１の刺し孔または切り口３７１２は、眼球のナチュラ
ル水晶体嚢３７１２の側面において形成され得、さらに、チューブ状部分３５３２は、第
１の刺し孔３７１２を介して挿入され得る。また、第２の刺し孔または切り口３７０４は
、眼球内の強膜３７００に形成され得る。チューブ状部分３５３２は、第２の刺し孔また
は切り口３７０４を介してさらに挿入され得る。第１の刺し孔または切り口３７１２およ
び第２の刺し孔または切り口３７０４を介して、チューブ状部分を挿入することにより、
チューブ状部分３５３２の第２の開口は、サブテノン空間内に配置され得、これにより、
眼球内に埋め込まれたデバイス４２００のハウジング構造４２０２の内部とサブ－テノン
空間との間の液体接続がなされている。例えば、チューブ状部分３５３２の第２の開口は
、縁の後方２－４ｍｍであるが、結膜には到達しないよう位置され得る。したがって、眼
球内からの液体は、ハウジング構造４２０２内に、チューブ状部分３５３２の第１の開口
を介して進入し、チューブ状部分３５３２内を流れ、チューブ状部分３５３２の第２の開
口を介して排出され、サブ－テノン空間内に流れる。
ＡＲ／ＶＲシステム、方法、およびデバイス
【０５２８】
　技術の進歩によって、拡張現実（ＡＲ）および仮想現実（ＶＲ）デバイスは、ユーザー
にＡＲおよびＶＲを提供することができるようになっている。例えば、ＡＲデバイスは、
ユーザーの現在の位置およびユーザーの視覚範囲に基づいて、ユーザーに、多数の情報、
例えば、方向、興味対象である特定の領域の場所、データ、指示、メッセージ、エンター
テインメント、画像、ビデオ、コンテンツ等を提供することができる。いくつかのＡＲデ
バイスは、ユーザーが、方向、コンビニエンスストア、レストラン、ガソリンスタンドの
場所等を視認することができるような、ユーザーの通常の視野内に組み入れられた眼鏡の
形態である。ＡＲデバイスのいくつかの他の用途は、方向、ＧＰＳ、電子メール、ノート
、プレゼンテーション、ビデオ、画像、テキストメッセージ等のような任意の情報のヘッ
ドアップディスプレイ（ＨＵＤ）を提供することを備え得る。
【０５２９】
　しかしながら、既存の技術は、ユーザーの眼球と興味対象の場所との間に位置するディ
スプレイまたは表示手段を介して、または、それらから、ＡＲが視認されなければならな
いという１つの欠点を有している。特定の既存のＡＲデバイスにおいて、情報または他の
画像は、ユーザーの眼球とユーザーが視認している場所または対象物との間に位置してい
なければならない中間ディスプレイ上、または、ユーザーが視認している対象物上に、投
影または表示される。例えば、いくつかのＡＲデバイスは、ユーザーに装着される眼鏡ま
たはゴーグル上にＡＲ画像を表示する。同様に、特定のＡＲデバイスでは、ユーザーは、
情報または他の画像を視認するために、スマートフォンまたは他のデバイスを保持又は視
認するよう要求され得る。また、ＡＲ情報および／または画像は、ユーザーの斑点上に直
接投影されなければならないが、これは、プロジェクターが、全体としてユーザーの中央
視野内に位置することを一般的に要求するものであり、これにより、デバイスが、ユーザ
ーの網膜上に画像を直接投影し、鮮明な画像を提供する。既存のＶＲデバイスは、同様の
欠点を共有している。いずれの場合であっても、このようなＡＲまたはＶＲデバイスによ
って、何らかの様態で、ユーザーの視野は、部分的または全体的に塞がれまたはブロック
される。
【０５３０】
　ユーザーが鮮明に視認可能な画像を表示または投影するためのデバイスにおいて、いく
つかのデバイスはユーザーの視野の中央部分に直接配置されなければならないという、技
術的制限が存在している。プロジェクターまたはディスプレイの他のソースは、全体とし
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て、ユーザーの中央視野内に位置されなければならず、これにより、ユーザーの視野が必
然的に塞がれることになる。その結果、ＡＲおよびＶＲデバイスについての多くの技術的
またはデザイン的な制限が存在し、ユーザーの視野を塞ぐことと同様に、特定の安全面で
の懸念が発生し得る。したがって、ユーザーの直接的な視野を塞ぐまたは妨害するデバイ
スを使用することなく、ユーザーが、ＡＲおよび／またはＶＲを視認可能とすることは、
利点となり得る。したがって、本明細書に記述されたデバイス、システム、および方法の
いくつかの実施形態は、ユーザーの直接視野または中央視野を塞ぐまたは妨害することな
く、ユーザーにＡＲおよび／またはＶＲを提供するよう構成されている。
【０５３１】
　いくつかの実施形態において、投影または表示される情報または他の画像は、ユーザー
の直接視野を塞ぐまたは妨害することなく、ユーザーによって視認可能でなければならな
い。換言すれば、いくつかの実施形態において、情報または他の画像を投影するプロジェ
クターは、ＡＲであろうとＶＲであろうと、全体として、ユーザーの視野の直行線（ダイ
レクトライン）に沿っていない。むしろ、プロジェクターは、他の場所、例えば、ユーザ
ーの周辺視野の近くに配置され得る。しかしながら、プロジェクターがユーザーの視野の
直行線に沿って位置せず、ユーザーの周辺視野の近くに位置している場合、投影される情
報は、周辺網膜に到達し、ユーザーの斑点に到達しないであろう。その結果、ユーザーは
、鮮明な画像を視認することはできないであろう。
【０５３２】
　このような技術的課題を解決するため、本明細書で開示されたデバイス、方法、および
システムのいくつかの実施形態は、ユーザーの眼球内に埋め込まれるよう構成された１つ
以上のプリズムまたはプリズムバーを含む。埋め込まれた１つ以上のプリズムまたはプリ
ズムバーは、ユーザーの視野内の略中央部分に配置されていない周辺配置プロジェクター
、プロジェクター、または他の表示手段から投影された情報または他の画像を曲げまたは
方向変換するために、ユーザーの眼球内に戦略的に位置され得る。曲げられたまたは方向
変換された情報または他の画像は、その後、１つ以上のプリズムまたはプリズムバーを介
して伝達した後、ユーザーの斑点に到達し得る。このようにして、ユーザーの視野内の中
央位置またはユーザーの視界の直行線に沿って配置されたデバイスを用いる必要なしに、
拡張または仮想情報の鮮明な画像、テキスト、画像、または他の表示が、ユーザーによっ
て視認可能となり得る。
【０５３３】
　図１Ａ、２Ａ、３Ａ、４Ａ、５Ａ、６Ａ、７Ａ、８Ａ、９Ａ、１０Ａ、１１Ａ、１２Ａ
、１３Ａ、１４Ａ、１５Ａ、１６Ａ、１８Ａ、１９Ａ、２１Ａ、２３Ｂ、２４Ａ、２５Ａ
、２７Ａ、２８Ａ、２９Ａ、３１Ａ、３３Ａに示されたデバイスおよびシステム、並びに
、これらの変形および組み合わせのような、本明細書に記述されたデバイスおよびシステ
ムの任意のもの、並びに、これらの変形および組み合わせは、本明細書で記述されたよう
なＡＲ／ＶＲシステム、デバイス、または方法と共に用いられる１つ以上のプリズムを保
持するよう構成され得る。さらに、米国特許第９，３５８，１０３号に記述されたデバイ
スおよびシステムの任意のものは、本開示に従って変更され得る。該米国特許の開示の全
ては、参照によりここに援用される。図２、４Ｈ、６、８、９Ａ、１０Ａ、１１Ａ、１１
Ｄ、１２Ａ、１３、１４、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２Ａ、２２Ｂ、２３
、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、
３７Ａ、３８Ａ、３９、４０、４１、４２、４３Ａ、４３Ｅ、５７Ａ、５８Ａ、５８Ｅ、
５８Ｆ、５８Ｇ、５８Ｈ、５８Ｉ、５８Ｊ、５８Ｋ、５８Ｌ、５９Ａ、６１Ａ、６１Ｄ、
６２Ａ、６３Ａ、６４Ａ、６５Ａ、６６Ａ、６７Ａ、６８Ａ、６９Ａ、７０Ａ、７２Ａ、
７３Ａ、７４Ｂ、７４Ｃ、７４Ｄ、７４Ｅ、７５Ａ、７５Ｅ、７６Ａ、７６Ｂ、７６Ｃ、
７６Ｄ、７６Ｅ、７６Ｆ、７７Ｃ、７７Ｄ、７７Ｉに示されたデバイスおよびシステム、
並びに、これらの変形および組み合わせは、本明細書において開示されたようなＡＲ／Ｖ
Ｒシステム、デバイス、または方法と共に用いられる１つ以上のプリズムを保持するよう
構成され得る。これらに従った、他の人工水晶体デバイスまたはシステムへの変形も可能
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である。
【０５３４】
　いくつかの実施形態において、システムは、ユーザーの周辺視野の近くに位置または配
置された１つの投影デバイスと、ユーザーの眼球内に埋め込まれた１つのプリズムデバイ
スまたはプリズムバーと、を含む。埋め込まれたプリズムデバイスまたはプリズムバーは
、ユーザーの中央視野を塞ぐことなく鮮明な画像を提供するために、投影デバイスによっ
て投影された光または画像を、ユーザーの斑点上に、効果的に曲げまたは方向変換させ得
る。特定の実施形態において、システムは、１つ以上の投影デバイスおよび／または１つ
以上のプリズムデバイスまたはプリズムバーを含む。例えば、システムは、ユーザーの両
眼球内に埋め込まれた１つ以上のプリズムデバイスまたはプリズムバーと、ユーザーの両
眼球の斑点上に、１つ以上のプリズムデバイスまたはプリズムバーを介して光または画像
を投影するよう構成された１つ以上の投影デバイスと、を含み得る。このような実施形態
において、システムは、ユーザーによって視認可能な３次元効果を生成するよう、両眼球
に光および／または画像を両方の眼球内に写すよう構成され得る。
システム／デバイスコンポーネント
【０５３５】
　いくつかの実施形態において、本明細書において開示されたシステムまたはデバイスは
、１つ以上の投影デバイスと、１つ以上のプリズムまたはプリズムバーを含み得る。１つ
以上のプリズムまたはプリズムバーは、ユーザーの眼球内に埋め込まれるよう構成され得
る。１つ以上の投影デバイスは、ユーザーの視界の直行線に沿っておらず、または、ユー
ザーの視野の中央部分以外に位置するよう構成され得る。むしろ、１つ以上の投影デバイ
スは、ユーザーの周辺視野の近くまたはユーザーの周辺視野に沿った場所に位置するよう
構成され得る。
【０５３６】
　１つ以上の投影デバイスは、デバイスハウジングを備え得る。デバイスハウジングは、
ユーザーに表示される情報または他の画像を処理し、さらに、そのような情報または他の
画像を、１つ以上のプリズムまたはプリズムバーを介して、ユーザーの眼球内に投影し、
情報または他の画像が、ユーザーの斑点またはユーザーの斑点の略近くに到達することを
可能とする１つ以上の電子および／またはコンピューターコンポーネントを含むよう構成
され得る。
【０５３７】
　いくつかの実施形態において、デバイスハウジングは、１つ以上の異なる材料を含み得
る。例えば、デバイスハウジングまたはその一部分は、ワイヤー、プラスティック、変形
可能ゴム、変形可能発泡体、シリコーン、シリコーンエラストマー、ポリマー、ポリプロ
ピレン、発泡スチレン、アクリル、熱変形可能ラミネート、熱可塑性物質、プラスティッ
クの１つ以上の波形形状、ポリイミド、プロピレン、形状記憶合金（ＳＭＡ）等から形成
され得る。いくつかの実施形態において、デバイスハウジングが、成形可能または可撓性
材料を含むことは利点となり得る。例えば、成形可能または可撓性材料は、デバイスハウ
ジングが、ユーザーの鼻梁、頬骨、眉、前額部等に渡るような湾曲または可動面に沿って
適応および配置されることを可能とし得る。また、成形可能または可撓性材料は、形状ま
たは構成がユーザーごとに異なり得る場所上または場所にデバイスハウジングを配置する
ことができるという利点になり得る。特定の実施形態において、デバイスハウジングまた
はこれの一部分は、熱絶縁性および／または電気絶縁性を提供する材料を含み得る。いく
つかの実施形態において、デバイスハウジングは、１つ以上のフレキシブル回路を含み得
る。
【０５３８】
　特定の実施形態において、デバイスハウジングまたはこれの一部分は、硬質材料を含み
得る。例えば、デバイスハウジングは、硬質プラスティック、金属、合金、木、ポリマー
、アクリル、樹脂、ポリシロキサン、ポリメチルメタアクリレート（ＰＭＭＡ）等を含み
得る。いくつかの実施形態において、デバイスハウジングまたはこれの一部分は、酸素透
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過性、硬質ガス透過性、および／または化学的に不活性な１つ以上の材料を含み得る。こ
のような硬質材料は、デバイスハウジングが全体として自身の構成を保ち得る場所上また
は場所に配置されるよう構成された実施形態において、利点となり得る。例えば、デバイ
スハウジングが、眼鏡の両レンズの間のつなぎ部分上のような、眼鏡の周辺領域に配置に
配置される実施形態において、デバイスハウジングは、硬質材料を含み得る。
【０５３９】
　特定の実施形態において、デバイスハウジングは、システムの１つ以上のコンポーネン
トを含み得る。例えば、システムは、１つ以上のプロジェクター、カメラ、電源または電
池電源、ＣＰＵ、通信モジュール、センサー、ジャイロスコープ、ＧＰＳモジュール、加
速度計等を含み得る。１つ以上のプロジェクターは、ＤＬＰタイププロジェクター、ＬＥ
Ｄタイププロジェクター、ＬＣＤタイププロジェクター、レーザープロジェクター、およ
び／またはプロジェクターの任意の他のタイプであり得る。１つ以上のプロジェクターは
、光源を含み得、光源は、ＬＥＤまたは標準的なランプであり得る。電源または電池電源
は、フレキシブル回路のための伸縮可能電池を含み得る。また、システムは、本明細書で
記述されたような１つ以上のコンピューターコンポーネントを含み得る。また、システム
は、１つ以上の実施形態を実施するために、他のコンピューターシステムの１つ以上のコ
ンピューターコンポーネントと通信するよう構成され得る。いくつかの実施形態において
、デバイスハウジングは、システムのコンポーネントのサブセットを含む。特定の実施形
態において、システムのコンポーネントのサブセットは、例えば、スマートフォン、コン
ピューター、ラップトップコンピューター、パーソナル電子デバイス等のような別のデバ
イスまたはスタンドアローンデバイスの一部分として、任意の場所に配置され得る。
【０５４０】
　図４３は、投影デバイス４３００が１つ以上の電池電源４０３８、ＣＰＵ４３０４、Ｗ
ｉ－Ｆｉやブルートゥース受信器のような通信モジュール４３０６、カメラ４３０２、お
よび／またはＡＲプロジェクター４３１０を含んでいる実施形態を示している。
【０５４１】
　いくつかの実施形態において、システムまたは投影デバイス４３００は、１つ以上のカ
メラ４３０２を含み得る。１つ以上のカメラ４３０２は、ユーザーの周囲をスキャンおよ
び／または見るよう構成され得る。例えば、１つ以上のカメラ４３０２は、ユーザーの視
野内に存在し、かつ、ユーザーによって全体として視認可能な対象物および／または参照
点を見るよう構成され得る。特定の実施形態において、１つ以上のカメラ４３０２は、ユ
ーザーの希望に従い、異なる方向へ向き得る。例えば、いくつかの実施形態において、１
つ以上カメラ４３０２は、１つ以上のモーターまたはアクチュエーターを含み得、および
／または、１つ以上のモーターまたはアクチュエーターによって動かされ、ユーザーデバ
イスを介してユーザーによって入力された入力に応答して、異なる方向へ向けられるよう
構成され得る。他の実施形態において、１つ以上のカメラ４３０２は、１つ以上のカメラ
４３０２が向いている方向を物理的に変化させるような、ユーザーからの機械的入力によ
って、動かされ得る。
【０５４２】
　１つ以上のカメラ４３０２によって取得された対象物、場所、および参照点は、１つ以
上のＣＰＵ４３０４によって特定され得る。１つ以上のＣＰＵ４３０４は、１つ以上のカ
メラ４３０２によって取得された対象物、場所、および／または、参照点またはそれらの
一部分を処理するよう構成され得る。いくつかの実施形態において、１つ以上のＣＰＵ４
３０４は、本明細書において記述された１つ以上の他の電子および／またはコンピュータ
ーコンポーネントによって提供される追加的な情報を処理するよう構成され得る。
【０５４３】
　特定の実施形態において、システムまたは投影デバイス４３００は、１つ以上のＧＰＳ
モジュールを含み得る。１つ以上のＧＰＳモジュールは、実質的にリアルタイムで、略リ
アルタイムで、および／または周期的に、ユーザーの現在地を検出するよう構成され得る
。いくつかの実施形態において、システムまたは投影デバイス４３００は、１つ以上のジ
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ャイロスコープおよび／または加速度計を含み得る。１つ以上のジャイロスコープおよび
／または加速度計は、実質的にリアルタイムで、略リアルタイムで、および／または周期
的に、ユーザーの現在の姿勢を検出するよう構成され得る。
【０５４４】
　いくつかの実施形態において、１つ以上のカメラ４３０２、ＧＰＳモジュール、ジャイ
ロスコープ、および／または加速度計によって収集された情報またはデータは、正確性を
増すために、システム４３００によって組み合わせられ得る。例えば、特定の実施形態に
おいて、システムまたは投影デバイス４３００の１つ以上のＣＰＵ４３０４は、１つ以上
のカメラ４３０２、ＧＰＳモジュール、ジャイロスコープ、および／または加速度計によ
って収集された情報またはデータを受信および／または組み合わせ、ユーザーの視野上に
表示または提供される、より正確なデータを判別および／または提供するよう構成され得
る。
【０５４５】
　特定の実施形態において、システムまたは投影デバイス４３００は、１つ以上の通信モ
ジュール４３０６を含み得る。例えば、１つ以上の通信モジュール４３０６は、ブルート
ゥース、Ｗｉ－Ｆｉ、ＬＴＥ、ＮＦＣ、または、電気通信のための他の受信器、および／
または、送受信器を含み得る。いくつかの実施形態において、１つ以上のカメラ４３０２
、ＧＰＳモジュール、ジャイロスコープ、および／または加速度計によって取得された情
報またはデータは、１つ以上の通信手段４３０６によって、１つ以上のＣＰＵ４３０４に
、電気的に通信され得る。例えば、ＧＰＳモジュールが投影デバイス４３００内にないが
、スマートフォンのような他のデバイスの一部として配置されている実施形態において、
ＧＰＳモジュールによって検出される位置は、投影デバイス４３００の通信モジュール４
３０６によって、電気的に受信され得る。次に、位置情報は、投影デバイス４３００内の
ＣＰＵモジュール４３０４に送信され得る。
【０５４６】
　１つ以上のカメラ４３０２、ＧＰＳモジュール、ジャイロスコープ、および／または加
速度計によって収集された情報またはデータに基づいて、システム、投影デバイス４３０
０、および／またはＣＰＵモジュール４３０４は、ユーザーに表示される特定の情報また
は画像を判別するよう構成され得る。判別されると、判別された情報または画像に関する
データが、１つ以上のプロジェクター４３１０に送信され得、その後、ユーザーの眼球内
に投影を行う。
【０５４７】
　いくつかの実施形態において、システムおよび／またはデバイス４３００は、１つ以上
の赤外光源、レーダー／ソナー送受信器、および／または１つ以上の暗視用カメラを含み
得る。１つ以上の赤外光源および／またはレーダー／ソナー送受信器を用いることにより
、システム４３００は、例えば、１つ以上のカメラから集められた情報と組み合わせて、
よりロバストな環境マッピングシステムを処理するよう構成され得る。例えば、システム
４３００は、１つ以上の赤外光源、レーダー／ソナー送受信器、および／または１つ以上
の暗視用カメラを用いることにより、真っ暗な状態であっても、周辺をマッピングし、物
理的な周辺状況の３次元ＡＲを生成するよう構成され得る。
【０５４８】
　より具体的には、いくつかの実施形態において、レーダー／ソナー送受信器は、応答と
して、様々な周波数の信号を送信し、および／または、信号を受信するよう構成され得る
。その後、応答信号は、ＣＰＵに送信され得、ＣＰＵは、その後、マップを生成するため
にデータを処理し得る。特定の実施形態において、生成されたマップは、ＧＰＳ、ジャイ
ロスコープ、および／または加速度データと共に重ねて表示され、よりロバストなマップ
を生成する。いくつかの実施形態において、生成されたマップは、未知の屋内または屋外
環境において用いられたとき、ＧＰＳデータを用いることなく、重ねて表示され得る。
【０５４９】
　また、本明細書において記述された１つ以上のシステムおよび／またはデバイスは、距
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離の測定および／または推定、他人、動物、車等のような動く対象物および／または動か
ない対象物、マップ障害物の特定、および／または、真っ暗または真っ暗に近い環境での
秘密作業の支援に用いられ得る。特定の実施形態において、本明細書において記述された
１つ以上のシステムおよび／またはデバイスは、ターゲットへの武器の狙い付けを支援す
るために用いられ得る。例えば、いくつかの実施形態は、武器の軌道、タイプ、および位
置、武器の銃弾のタイプ、および／または目標の対象物までの距離およびスピードを判別
し、ユーザーによって視認可能な１つ以上のこのような情報を、中継して伝えるよう構成
されている。
位置決め
【０５５０】
　いくつかの実施形態において、システムは、１つ以上の非閉塞投影デバイスと、１つ以
上のプリズムまたはプリズムバーを含み得る。１つ以上の投影デバイスおよび１つ以上の
プリズムまたはプリズムバーの特定の位置または場所は、互いの相対的な位置と同様、ユ
ーザーによって視認可能な鮮明な画像または投影を提供するのに重要である一方、１つ以
上の投影デバイス自身が、ユーザーの直接または中央視野を塞がないことを保証する。し
たがって、ユーザーは、本明細書に開示された１つ以上のＡＲまたはＶＲデバイス、方法
、またはシステムを利用している間であっても、彼または彼女の視野を維持可能にされ得
る。
【０５５１】
　特定の実施形態において、１つ以上の投影デバイスは、ユーザーの周辺視野の近くまた
はそれに沿っているが、ユーザーの視野の中央部分の近くまたはユーザーの視野の一般的
な直行線に沿っていないよう、配置され得る。例えば、特定の実施形態において、１つ以
上の投影デバイスは、ユーザーの鼻、鼻梁、頬骨、前額部、眉、唇等の上またはこの近く
に配置または位置されるよう構成され得る。
【０５５２】
　特定の実施形態において、システムは、ユーザーの視野の鼻周辺の近くまたはこれに沿
って配置された１つ以上の投影デバイスを含み得る。例えば、１つ以上の投影デバイスは
、ユーザーの鼻および／または鼻の一方または両方の面上に配置または位置されるよう構
成され得る。同様に、１つ以上の投影デバイスは、ユーザーの鼻またはユーザーの鼻梁を
覆うように配置されるよう構成され得る。そのような実施形態において、１つ以上のプリ
ズムまたはプリズムバーは、ユーザーの眼球内に垂直に配置され得る。例えば、１つ以上
の投影デバイスが、全体として、ユーザーの鼻上またはユーザーの視野の鼻周辺に沿って
配置されるよう構成された実施形態において、１つ以上のプリズムまたはプリズムバーは
、ユーザーの一方または双方の眼球内において、縦方向の置き方で一時的に配置されるよ
う構成され得る。より具体的には、特定の実施形態において、１つ以上のプリズムまたは
プリズムバーは、ユーザーの右目内の右端において垂直に、および／または、ユーザーの
左目内の左端において垂直に配置され得る。
【０５５３】
　図４３は、投影デバイス４３００がユーザーの鼻梁を覆うよう配置されるよう構成され
た実施形態を示している。図４３に示されているように、いくつかの実施形態において、
投影デバイス４３００は、鼻の位置からユーザーの眼球へ光または画像を投影するよう構
成された２つのプロジェクター４３１０またはＡＲプロジェクターを含む。
【０５５４】
　他の実施形態において、システムは、ユーザーの視野の一時的な周辺部の近くまたは全
体としてその内部に配置された１つ以上の投影デバイスを含み得る。例えば、１つ以上の
投影デバイスは、一時的に配置または位置されるよう構成され得る。１つ以上の投影デバ
イスは、汎用または特注の眼鏡の一対のレンズの１つ以上の脚のような、ユーザーの一時
的な視野の近くまたは全体として近くに配置されるよう構成され得る。このような実施形
態において、１つ以上のプリズムまたはプリズムバーは、ユーザーの眼球内に縦方向の置
き方で、鼻側に配置され得る。特定の実施形態において、システムは、ユーザーの右目内
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の左端において垂直に、および／または、ユーザーの左目内の右端において垂直に配置さ
れた１つ以上のプリズムまたはプリズムバーを含み得る。
【０５５５】
　いくつかの実施形態において、システムは、ユーザーの視野の下方周辺部の近く、また
は、全体としてそれに沿って配置された１つ以上の投影デバイスを含み得る。例えば、１
つ以上の投影デバイスは、ユーザーの頬骨上または全体としてこれの近く、および／また
は、眼鏡のフレームの底部に沿った場所のような、ユーザーの視野の下方の近くまたは全
体としてこの近くに配置されるよう構成され得る。このような実施形態において、１つ以
上のプリズムまたはプリズムバーは、ユーザーの眼球内において水平に配置され得る。特
定の実施形態において、システムは、ユーザーの眼球内の上端またはその近くに水平に配
置された１つ以上のプリズムまたはプリズムバーを含み得る。
【０５５６】
　特定の実施形態において、システムは、ユーザーの視野の上側周辺部の近くまたはこれ
に全体として沿って配置された１つ以上の投影デバイスを含み得る。換言すれば、１つ以
上の投影デバイスは、全体として、ユーザーの眼球の上側に配置または位置されるよう構
成され得る。例えば、１つ以上の投影デバイスは、ユーザーの眉毛または前額部上または
全体としてその近く、または、眼鏡のフレームの上側に沿った場所のような、ユーザーの
視野の上側周辺部の近くまたは全体としてその近くに配置されるよう構成され得る。この
ような実施形態において、１つ以上のプリズムまたはプリズムバーは、ユーザーの眼球内
の下端またはその近くで、ユーザーの眼球内において水平に配置され得る。
【０５５７】
　しかしながら、いくつかの実施形態において、複視の問題が生じ得る。複視に関する恐
れおよび／またはリスクは、１つ以上の投影デバイスおよび１つ以上のプリズムまたはプ
リズムバーの相対的な位置や配置のようなものによって、他の実施形態よりも特定の実施
形態においてより高くなり得る。例えば、１つ以上の投影デバイスが、ユーザーの視野の
一時的な周辺部上またはその近くに配置された実施形態において、１つ以上のプリズムま
たはプリズムバーは、全体として、鼻の端部の近くに、縦方向の構成で、ユーザーの眼球
内部に配置され得る。このようなケースにおいて、１つ以上の投影デバイスは、如何なる
光も投影せず、および／または、１つ以上の投影デバイスが、例えば、眼鏡のレンズのペ
アのつなぎ部分上に、備え付けられていない場合、プリズムまたはプリズムバーは、ユー
ザーの視野の一時的な周辺部から進入する自然光を曲げるであろう。このような光は、１
つ以上のプリズムまたはプリズムバーを介して出て行った後に、斑点に到達し、ユーザー
に複視効果をもたらすことになる。また、１つ以上の投影デバイスがユーザーの視野の周
辺部のトップ若しくは底、または、その近くに配置される実施形態において、複視に関す
る同様の効果またはリスクが存在またはより低減され得る。
【０５５８】
　対照的に、１つ以上の投影デバイスが、ユーザーの視野の鼻周辺部またはその近くで鼻
側に配置される実施形態において、複視に関するそのようなリスクが軽減され得る。より
具体的には、そのような実施形態において、１つ以上のプリズムまたはプリズムバーは、
全体として、ユーザーの眼球内の一時的な端部またはこれの近くに、縦方向の構成で、位
置または配置され得る。そのような様態で位置された１つ以上のプリズムは、ユーザーの
視野の鼻周辺部から進入する光を実質的に曲げるだけである。しかしながら、このような
ケースにおいて、ユーザーの鼻は、ユーザーの鼻周辺の視野の大部分または実質的に多く
の部分を効果的にブロックし得る。したがって、複視を引き起こす恐れまたはリスクが低
減され得る。
投影デバイスおよび／またはプリズムの動き
【０５５９】
　上述のように、いくつかの実施形態において、投影デバイスおよびプリズムまたはプリ
ズムバーは、ユーザーの斑点上またはユーザーの斑点近くに、プロジェクターによって投
影される光および／または画像を効果的に方向変換するために、戦略的に互いに所定の場
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所に配置され得る。このようにして、システムは、ユーザーの視野を塞ぐ投影デバイスを
必要とすることなく、ユーザーの視野への情報の重ね表示を提供するよう構成され得る。
しかしながら、特定の状況において、１つ以上の投影デバイスによって、ユーザーの斑点
またはその実質的に中央において、投影される光および／または画像が切れてしまうこと
は好ましくない。また、いくつかの実施形態において、投影される光および／または画像
の角度は、例えば、ユーザーの動きおよび／または投影デバイスの動き、または、１つ以
上のプリズムまたはプリズムバーの位置に対する投影デバイスの一部分の動きによって、
予測不能に変化し得る。このような状況において、投影された画像および／または光は、
１つ以上のプリズムまたはプリズムバーを介して理想的な角度で方向変更または曲げられ
はせず、ユーザーに鮮明に視認可能とならない。したがって、１つ以上の投影デバイスお
よび／または１つ以上のプリズムまたはプリズムバー、および／または、これらの角度が
、ユーザーの希望に応じて、可動または変更されるようになることは利点となり得る。
【０５６０】
　したがって、いくつかの実施形態において、１つ以上のプリズムまたはプリズムバーお
よび／または１つ以上の投影デバイスの特定の位置および／または角度は、ユーザーによ
って操作され得る。特定の実施形態において、１つ以上のプリズムまたはプリズムバーお
よび／または１つ以上の投影デバイスは、モーターおよび／またはアクチュエーターを含
む。モーターおよび／またはアクチュエーターは、１つ以上のプリズムまたはプリズムバ
ーおよび／または１つ以上の投影デバイスの位置および／または角度を、ユーザーの希望
に応じて、変更するよう構成され得る。したがって、モーターおよび／またはアクチュエ
ーターは、ユーザーが、ユーザーの視野内へ表示された画像または光の位置を変更するこ
と、および／または、ユーザーが、ユーザーによって視認可能な投影された画像または光
の鮮明度を変更することを可能とし得る。
【０５６１】
　特定の実施形態において、１つ以上のプリズムまたはプリズムバーおよび／または１つ
以上の投影デバイスを動かすためのモーターおよび／またはアクチュエーターは、例えば
、ユーザーデバイスへ特定の指示を入力することによって、ユーザーによって電気的に操
作されるよう構成され得る。いくつかの実施形態において、１つ以上のプリズムまたはプ
リズムバーおよび／または１つ以上の投影デバイスの角度および／または位置は、例えば
、手動スライダーによって、ユーザーによって機械的に変更され得る。
【０５６２】
　特定の実施形態において、１つ以上の投影デバイスおよび／または１つ以上のプリズム
またはプリズムバーは、互いの相対的な自身の位置および／または角度を自動的に変更す
るよう構成され得る。換言すれば、１つ以上の投影デバイスおよび／または１つ以上のプ
リズムまたはプリズムバーは、位置、角度、または他のものの構成、および／または他の
ものに対する自身の位置、角度、および他の構成を自動的に追跡し、適切に、自身の位置
、角度または他の構成を自動的に変更するよう構成され得る。
プリズム／プリズムバー
【０５６３】
　いくつかの実施形態において、１つ以上のプリズムまたはプリズムバーは、ユーザーの
眼球内に埋め込まれるよう構成され得る。例えば、特定の実施形態において、１つ以上の
プリズムまたはプリズムバーは、ユーザーの眼球のナチュラル水晶体嚢内に直接埋め込ま
れるよう構成され得る。いくつかの実施形態において、１つ以上のプリズムまたはプリズ
ムバーは、例えば、インプラントハウジング構造またはデバイス内に位置されることによ
り、ユーザーの眼球の水晶体嚢内に、間接的に埋め込まれるよう構成され得る。インプラ
ントハウジング構造またはデバイスは、ユーザーの水晶体嚢内に埋め込まれ、さらに、１
つ以上のプリズムまたはプリズムバーを所定の場所で実質的に保持するよう構成され得る
。インプラントハウジング構造は、１つ以上のプリズムの配置の安定性を提供し得る。い
くつかの実施形態において、１つ以上のプリズムまたはプリズムバーは、インプラントハ
ウジング構造またはデバイスが最初に埋め込まれた後に、ユーザーの眼球内に埋め込まれ
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るよう構成され得る。
【０５６４】
　図４４は、埋め込み可能ハウジング４４０２内に配置されたプリズムまたはプリズムバ
ー４４００と共に、ユーザーの眼球内に埋め込まれる埋め込み可能ハウジング４４０２の
実施形態を示している。図示のように、プリズムバー４４００は、それ自身がユーザーの
水晶体嚢内に埋め込まれるよう構成されている埋め込み可能デバイスハウジング４４０２
内に垂直に配置されるよう構成され得る。１つ以上のプロジェクターによって投影された
光または画像は、埋め込み可能ハウジング４４０２内のプリズムまたはプリズムバー４４
００によって曲げまたは方向変更させられ、ユーザーの網膜または斑点に到達し得る。
【０５６５】
　いくつかの実施形態において、プリズムまたはプリズムバー４４００自身が、ユーザー
の眼球内にプリズムまたはプリズムバー４４００を埋め込むために、折り畳み可能である
。特定の実施形態において、プリズムまたはプリズムバー４４００は硬質である。プリズ
ムまたはプリズムバー４４００は、１つ以上のハプティックまたは閉ループを含み得る。
例えば、１つ以上のハプティックまたは閉ループは、プリズムまたはプリズムバー４４０
０がナチュラル水晶体嚢内に埋め込まれた際に自己拡張可能または拡張であり、プリズム
および／またはプリズムバー４４００を水晶体嚢内の所定の場所で固定および／または保
持するよう構成され得る。１つ以上のハプティックまたは閉ループは折り畳み可能である
。
【０５６６】
　特定の実施形態において、プリズムまたはプリズムバー４４００は、インジェクターを
介して、ユーザーの眼球内に注入されるよう構成され得る。インジェクターは、汎用の眼
球内レンズインジェクターと同様の１つ以上の様態を含み得る。いくつかの実施形態にお
いて、人工デバイスまたは埋め込み可能ハウジング４４０２は、１つ以上の開口を含む。
例えば、人工デバイスまたは埋め込み可能ハウジング４４０２は、人工デバイスまたは埋
め込み可能ハウジング４４０２の側壁上において開口を含み得る。いくつかの実施形態に
おいて、プリズムまたはプリズムバー４４００は、人工デバイスまたは埋め込み可能ハウ
ジング４４０２の開口内に注入されるよう構成され得る。人工デバイスまたは埋め込み可
能ハウジング４４０２の開口のサイズおよび／または構成およびプリズムまたはプリズム
バー４４００のサイズおよび／または構成は、ハプティックを用いる必要なしに、所定の
場所でプリズムまたはプリズムバー４４００を保持または固定するようなものと実質的に
同じであってもよい。換言すれば、特定の実施形態において、プリズムまたはプリズムバ
ー４４００は、人工デバイス４４０２の側壁上の開口内に挿入またはスライドされ、ナチ
ュラル水晶体嚢の凹部内へ延伸するよう構成され得る。
【０５６７】
　いくつかの実施形態において、プリズムまたはプリズムバー４４００は、如何なるハプ
ティックまたは閉ループをも含まない。例えば、プリズムまたはプリズムバー４４００は
、人工デバイス４４０２の開口内に挿入されるよう構成され得、プリズムまたはプリズム
バー４４００を所定の場所で固定または保持するよう構成される。特定の実施形態におい
て、プリズムまたはプリズムバー４４００は、ハプティックシステムの使用または開口内
への係合のいずれかによって、自己拡張および／または自己留置可能であってもよい。
【０５６８】
　１つ以上のプリズムまたはプリズムバー４４００は、フレネルプリズムまたは通常のプ
リズムであり得る。１つ以上のプリズムまたはプリズムバー４４００がユーザーの眼球ま
たはインプラントデバイス内に空間の使用を少なくするために、フレネルプリズムを含む
ことは、利点となり得る。いくつかの実施形態において、１つ以上のフレネルプリズムが
、１つ以上の通常のプリズムと共に用いられ得る。いくつかの実施形態において、１つ以
上のプリズム４４００は、ユーザーの眼球内への埋め込みの前または後で、積み重ねられ
得る。例えば、１つ以上のプリズム４４００は、プリズムバーまたは他の構成を形成する
よう、重ねられ得る。特定の実施形態において、１つ以上のプリズム４４００は、双眼、
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単眼、またはこの双方となるよう構成され得る。
【０５６９】
　いくつかの実施形態において、１つ以上のプリズムまたはプリズムバー４４００は、約
１０°、約２０°、約３０°、約４０°、約５０°、約６０°、約７０°、約８０°、約
９０°、約１００°、約１１０°、約１２０°、約１３０°、約１４０°、約１５０°、
約１６０°、および／または約１７０°、投影された画像を曲げまたは方向変換するよう
構成され得る。特定の実施形態において、１つ以上のプリズム４４００は、上述の２つの
角度によって規定される範囲内の角度で、投影された画像を曲げまたは方向変換するよう
構成され得る。
【０５７０】
　特定の実施形態において、１つ以上のプリズム４４００は、一般的な棒構成、立方体構
成、四角形構成、正方形構成等を含み得る。いくつかの実施形態において、１つ以上のプ
リズムまたはプリズムバー４４００は、約１ｍｍ、約１．５ｍｍ、約２ｍｍ、約２．５ｍ
ｍ、約３ｍｍ、約３．５ｍｍ、約４ｍｍ、約４．５ｍｍ、約５ｍｍ、約５．５ｍｍ、約６
ｍｍ、約６．５ｍｍ、約７ｍｍ、約７．５ｍｍ、約８ｍｍ、約８．５ｍｍ、約９ｍｍ、約
９．５ｍｍ、および／または約１０ｍｍの幅を含み得る。いくつかの実施形態において、
１つ以上のプリズム４４００の幅は、上述の２つの値によって規定される範囲内であって
もよい。
【０５７１】
　いくつかの実施形態において、１つ以上のプリズムまたはプリズムバー４４００は、約
１ｍｍ、約２ｍｍ、約３ｍｍ、約４ｍｍ、約５ｍｍ、約６ｍｍ、約７ｍｍ、約８ｍｍ、約
１０ｍｍ、約１１ｍｍ、約１２ｍｍ、約１３ｍｍ、約１４ｍｍ、約１５ｍｍ、約１６ｍｍ
、約１７ｍｍ、約１８ｍｍ、約１９ｍｍ、約２０ｍｍ、約２１ｍｍ、約２２ｍｍ、約２３
ｍｍ、約２４ｍｍ、約２５ｍｍ、約２６ｍｍ、約２７ｍｍ、約２８ｍｍ、約２９ｍｍ、お
よび／または約３０ｍの長さを含み得る。特定の実施形態において、１つ以上のプリズム
またはプリズムバー４４００の長さは、上述の２つの値によって規定される範囲内であっ
てもよい。
【０５７２】
　いくつかの実施形態において、ユーザーの眼球内に埋め込まれる１つ以上のプリズムま
たはプリズムバー４４００の特定のサイズおよび／または形状は、変化し得る。例えば、
ユーザーの眼球内に埋め込まれる１つ以上のプリズムまたはプリズムバー４４００の特定
のサイズおよび／または形状は、ユーザーのナチュラル水晶体嚢のサイズ、埋め込み可能
ハウジング４４０２のサイズ等のような、ユーザーの眼球の特徴に応じたものであっても
よい。
【０５７３】
　いくつかの実施形態において、１つ以上のプロジェクターからの投影された画像は、１
つ以上のプリズムまたはプリズムバー４４００の斜辺の１つに進入し、プリズムまたはプ
リズムバー４４００の他の斜面を介して外に出るよう構成され得る。図４５は、ユーザー
の眼球内に埋め込まれるよう構成されたプリズムまたはプリズムバー４４００の実施形態
を示している。図４５に示されているように、特定の実施形態において、自己留置プリズ
ムレンズまたはバーインプラント４４００は、プロジェクターから投影された画像または
光を受信し、ユーザーの網膜上へ画像または光を曲げるまたは方向変換するよう構成され
ている。
プリズム性能特性
【０５７４】
　上述のように、ユーザーの水晶体嚢内に埋め込まれている１つ以上のプリズム４４００
によって、ユーザーは、いくつかの状況において、１つ以上のプロジェクターがプリズム
４４００内に画像を投影していない場合でも、複視に直面し得る。例えば、１つ以上のプ
ロジェクターが、現在、画像を生成または投影していないとしても、１つ以上のプリズム
またはプリズムバー４４００は、プリズムまたはプリズムバー４４００内に進入する光を
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曲げるまたは方向変換するよう機能し続け得る。その結果、ユーザーは、１つ以上のプリ
ズム４４００の位置または配置に応じた様々な度合いの複視に直面し得る。したがって、
１つ以上のプロジェクターが動作していないときに光を曲げないまたは方向変換させない
１つ以上のプリズムまたはプリズムバー４４００のための方法を提供することは利点とな
り得る。
【０５７５】
　したがって、いくつかの実施形態において、１つ以上のプリズムまたはプリズムバー４
４００は、特定の光のみが、プリズムまたはプリズムバー４４００を介して進入し、さら
に、ユーザーの斑点上に曲げられまたは方向変換されることを可能とするよう構成された
特定の色および／またはコーティングを含み得る。換言すれば、特定の実施形態において
、１つ以上のプリズムまたはプリズムバー４４００は、１つ以上の投影デバイスによって
生成された光のみが、プリズム４４００内へ進入および／またはユーザーの斑点上に方向
変換させられることを可能とするよう構成され得る。例えば、１つ以上のプリズム４４０
０の角度、色、不透明度、極性、特定のフォトグレー特性が、１つ以上の投影デバイスが
画像または光を投影していないときに、１つ以上のプリズムが、光を曲げるまたは方向変
換させることを防止するために利用され得る。
安全性特性
【０５７６】
　投影デバイスが、破壊レベルで、ユーザーの斑点上に光を連続的に投影する場合、いく
つかの安全性懸念が存在し得る。したがって、いくつかの実施形態において、１つ以上の
投影デバイスは、連続的に光を投影せず、網膜への連続的なダメージから保護するための
明滅レートで光を投影する。例えば、明滅レートは、約１０Ｈｚ、約２０Ｈｚ、約３０Ｈ
ｚ、約４０Ｈｚ、約５０Ｈｚ、約６０Ｈｚ、約７０Ｈｚ、約８０Ｈｚ、約９０Ｈｚ、約１
００Ｈｚ、約１１０Ｈｚ、約１２０Ｈｚ、および／または上述の２つの値によって規定さ
れる範囲内の値であってもよい。投影される光または画像は、特定の明滅レートであるが
、ユーザーによって知覚されないものである。
【０５７７】
　特定の実施形態において、明滅レートは、ユーザーによって選択可能であってもよい。
いくつかの実施形態において、投影される光または画像の明るさはユーザーによって選択
可能である。例えば、特定の実施形態において、投影デバイスおよび／または他のユーザ
ーデバイスは、ユーザーが、投影デバイスによって光および／または画像が投影されてい
る様態および／または時間を制御することを可能とする明滅レート、調光スイッチ、タイ
マー、および／またはオン／オフスイッチを含み得る。
投影画像
【０５７８】
　いくつかの実施形態において、投影された光または画像は、ＡＲまたはＶＲ効果を生成
するために、ユーザーの視野上に重ねられ得る。特定の実施形態において、投影された光
または画像は、単一色または光であってもよい。いくつかの実施形態において、プリズム
またはプリズムバー内へ投影される画像のタイプおよび／または色は、ユーザー選択可能
であってもよい。例えば、いくつかの実施形態において、ユーザーは、ユーザー入力デバ
イスを介して、モード、投影される特定光または画像を選択可能である。ＣＰＵは、ユー
ザーの選択を処理し、１つ以上のプロジェクターに電気的に送信するよう構成され得る。
特定の実施形態において、ユーザー入力デバイスは、別のデバイス、携帯型デバイスまた
は他のものであってもよい。ユーザーによってなされた選択は、Ｗｉ－Ｆｉ、ブルートゥ
ース、または、投影デバイスによって受信可能な通信手段を介した他の通信手段を介して
、通信され得る。
【０５７９】
　特定の実施形態において、投影デバイスは、１つ以上のプリズムを介してユーザーの網
膜上に描画または可視化される単一色、光、または他の画像を投影するよう構成され得る
。例えば、いくつかの実施形態において、投影デバイスは、可視スペクトルの範囲での単
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一色の光または任意の他の色の光を投影するよう構成され得る。特定の実施形態において
、プロジェクターは、ストライプパターン、チェックパターン、同心円、および／または
任意の他の形状を投影するよう構成され得る。他の実施形態において、プロジェクターは
、絵、テキスト、図、またはデータの任意の他の画像表示のような画像を投影するよう構
成され得る。
【０５８０】
　投影された画像または色は、ユーザーの虹彩上に描画され、さらに、第三者からも視認
可能であってもよい。例えば、特定の色がユーザーの虹彩上に直接投影され、投影された
色が、他人によって視認可能であり、化粧的な効果を有していてもよい。したがって、特
定の実施形態において、ユーザーは、例えば、化粧的な目的のために、他人から視認可能
に、彼または彼女の虹彩の色を変更することができる。
医療信号
【０５８１】
　いくつかの実施形態において、システムは、ユーザーの医療または健康状態を検出し、
ユーザーの眼球上にそれを表示するよう構成され得る。例えば、特定の実施形態において
、システムは、１つ以上のセンサーを含み得、および／または、ユーザーの医療、健康、
および／または不安状態を検出する１つ以上のセンサーと通信するよう構成され得る。い
くつかのセンサーは、眼球内圧力センサー、薬配達センサー、ＳｐＯ２センサー、心泊数
モニター、血圧モニター、グルコースセンサー、血中アルコール濃度センサー、温度セン
サー（温度計）等を備え得る。いくつかの実施形態において、１つ以上のセンサーは、ユ
ーザーに装着されるコンタクトレンズ内に埋め込まれ得、グルコースレベル等を検出する
よう構成され得る。
【０５８２】
　特定の実施形態において、ユーザーの医療または健康状態は、１つ以上のセンサーによ
って検出され、投影デバイスのＣＰＵへ電気的に送信され得る。例えば、投影デバイスの
通信モジュールは、検出された医療または健康状態信号を受信し、ＣＰＵへ送信し得る。
【０５８３】
　特定の実施形態において、ＣＰＵは、検出されたユーザーの健康または医療状態を処理
し、１つ以上の色または他の視覚信号を割り当てるよう構成され得る。例えば、マッピン
グテーブルまたはプロセスは、ユーザーの医療または健康状態が、ユーザーの深刻な健康
リスクに対応する特定の所定の範囲内にある場合、赤色を割り当て得る。同様に、ユーザ
ーの医療または健康状態が、中間状態に対応する特定の所定の範囲内にある場合、黄色ま
たはオレンジ色が割り当てられ得る。ユーザーの医療または健康状態が、正常状態に対応
する所定の範囲内にある場合、色は割り当てられなくともよい。
【０５８４】
　割り当てられた色または他の視覚信号は、１つ以上のプロジェクターによって、１つ以
上の埋め込まれたプリズムを介して、ユーザーの網膜または斑点上に投影され得る。その
結果、割り当てられた色または他の視覚信号は、第三者がユーザーの眼球を視認すること
により、直ちに認識可能となり得る。ユーザーの眼球上に投影され、視認可能な特定の色
または他の視覚信号から、医療関係者または他の人は、ユーザーの健康または医療状態を
容易かつ直ちに評価することができ得る。例えば、システムは、ユーザーの体温が所定の
レベルを超えた、または、ユーザーが発熱している場合に、ユーザーの眼球が赤色を示す
ようにさせるよう構成され得る。同様に、システムは、ユーザーが低血中酸素濃度を示し
ている場合に、ユーザーの眼球が青色を示すようにさせるよう構成され得る。また、シス
テムは、ユーザーの血糖度レベルが所定のレベルを超えている場合に、ユーザーの眼球が
黄色を示すようにさせるよう構成され得る。
コンピューターシステム
【０５８５】
　いくつかの実施形態において、本明細書において記述されたシステム、プロセス、およ
び方法は、図４６、４７、および４８に記載されたもののような、コンピューターシステ
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ムを用いて実施される。図４６、４７、および４８に示されたコンピューターシステムは
、特定の同様の特徴を備え、同様の参照番号は、同様の特徴を含む。
【０５８６】
　例示的なコンピューターシステム４６０２、４７０２、４８０２のそれぞれは、１つ以
上のネットワーク４６１８を介して、１つ以上のコンピューターシステム４６２０および
／または１つ以上のデータソース４６２２と通信する。図４６－４８は、コンピューター
システム４６０２、４７０２、４８０２の実施形態を示しているが、コンピューターシス
テムのコンポーネントおよびモジュールにおいて提供される機能は、より少ないコンポー
ネントおよびモジュールにおいて組み合わせられてもよいし、追加的なコンポーネントお
よびモジュール内にさらに分離されてもよいことが、認識される。
【０５８７】
　コンピューターシステム４６０２は、例えば、図３３Ａ－４２を参照して上述された、
チューブ状デバイス、システム、および方法に関する、本明細書において記述された１つ
以上の機能、方法、アクション、および／またはプロセスを実行するチューブ状デバイス
制御モジュール４６１４を備えている。コンピューターシステム４７０２は、例えば、図
２３Ａ－２３Ｅを参照して記述された、レンズデバイス、システム、および方法の調整に
関連する、本明細書において記述された１つ以上の機能、方法、アクション、および／ま
たはプロセスを実行する遠近調整レンズ制御モジュール４７１４を備えている。コンピュ
ーターシステム４８０２は、例えば、図４３－４５を参照して上述されたＡＲ／ＶＲデバ
イス、システム、および方法に関する、本明細書において記述された１つ以上の機能、方
法、アクション、および／またはプロセスを実行するＡＲ／ＶＲ制御モジュール４８１４
を備えている。チューブ状デバイス制御モジュール４６１４、遠近調整レンズ制御モジュ
ール４７１４、および／またはＡＲ／ＶＲ制御モジュール４６１０のそれぞれは、以下に
さらに記述される中央制御ユニット４６１０によって、コンピューターシステム４６０２
、４７０２、４８０２上において実行される。
【０５８８】
　一般的に、本明細書で用いられているような用語「モジュール」は、ハードウェアまた
はファームウェア内に組み込まれたロジック、または、エントリーポイントおよびエグジ
ットポイントを有するソフトウェア指示の集合を指す。モジュールは、ＪＡＶＡ、Ｃ、ま
たはＣ＋＋のようなプログラム言語によって書かれる。ソフトウェアモジュールは、動的
リンクライブラリー内にインストールされている実行可能ファイル内にコンパイルまたは
リンクされていてもよいし、ＢＡＳＩＣ、ＰＥＲＬ、ＬＵＡ、またはＰｙｔｈｏｎのよう
なインタープリタ型言語で書かれていてもよい。ソフトウェアモジュールは、他のモジュ
ールまたはそれら自身によって呼び出されてもよいし、および／または、検出されたイベ
ントまたは割り込みに応答して呼び出されてもよい。ハードウェア内に実施されたモジュ
ールは、ゲートおよびフリップフロップのような接続論理ユニットを備えており、および
／または、プログラム可能ゲートアレイまたはプロセッサーのようなプログラム可能ユニ
ットを含んでいてもよい。
【０５８９】
　一般的に、本明細書において記述されたモジュールは、自身の物理機構またはストレー
ジに関わらず、互いに組み合わされ、または、サブモジュールに分割され得る論理モジュ
ールを指す。モジュールは、１つ以上の演算システムによって実行され、さらに、任意の
適切なコンピューター可読媒体上またはその内部に保存されてもよいし、全体として、ま
たは、部分的に、特注のハードウェアまたはファームウェア内で実施されてもよい。全て
の計算、分析、および／または最適化がコンピューターシステムの使用を必要とするわけ
ではないが、上述の方法、計算、プロセス、または分析の任意のものは、コンピューター
の使用により容易となり得る。さらに、いくつかの実施形態において、本明細書において
記述されたプロセスブロックは、変更、再配置、組み合わせ、および／または省略されて
もよい。
【０５９０】
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　コンピューターシステム４６０２、４７０２、４８０２のそれぞれは、マイクロプロセ
ッサーを備え得る１つ以上の処理ユニット（ＣＰＵ）４６０６を備えている。コンピュー
ターシステム４６０２、４７０２、４８０２のそれぞれは、情報の一時的記憶のためのラ
ンダムアクセスメモリー（ＲＡＭ）、情報の永続的記憶のためのリードオンリーメモリー
（ＲＯＭ）、および、補助記憶、ハードドライブ、回転磁気ディスク、固形状ディスク（
ＳＤ）、フラッシュメモリー、相変化メモリー（ＰＣＭ）、３ＤＸポイントメモリー、デ
ィスケット、または光学メディアストレージデバイスのような大容量ストレージデバイス
４６０４のような、物理メモリー４６１０、をさらに備えている。代替的に、大容量スト
レージデバイスは、サーバーアレイ内に実施されていてもよい。典型的には、コンピュー
ターシステム４６０２、４７０２、４８０２のコンポーネントは、標準的なバスシステム
を用いて、コンピューターに接続されている。バスシステムは、周辺構成要素相互接続（
ＰＣＩ）、ミクロチャンネル、ＳＣＳＩ、工業規格アーキテクチャ（ＩＳＡ）、および拡
張ＩＳＡ（ＥＩＳＡ）アーキテクチャのような様々なプロトコルを用いて実施され得る。
【０５９１】
　コンピューターシステム４６０２、４７０２、４８０２は、と、キーボード、マウス、
タッチパッド、およびプリンターのような、１つ以上の入力／出力（Ｉ／Ｏ）デバイスお
よびインターフェース４６１２を備え得る。Ｉ／Ｏデバイスおよびインターフェース４６
１２は、ユーザーにデータの視覚的表示を可能とするモニターのような１つ以上の表示デ
バイスを備え得る。より具体的には、例えば、表示デバイスは、アプリケーションソフト
ウェアデータやマルチメディアプレゼンテーションのようなＧＵＩの表現を提供する。ま
た、Ｉ／Ｏデバイスおよびインターフェース４６１２は、様々な外部デバイスへの通信イ
ンターフェースを提供し得る。コンピューターシステム４６０２、４７０２、４８０２は
、例えば、スピーカー、ビデオカード、グラフィックアクセレーター、およびマイクのよ
うな１つ以上のマルチメディアデバイス４６０８を備えていてもよい。
【０５９２】
　コンピューターシステム４６０２、４７０２、４８０２は、サーバー、ウィンドウズサ
ーバー、構造クエリー言語サーバー、ユニックスサーバー、パーソナルコンピューター、
ラップトップコンピューター等のような様々な演算デバイス上において実行され得る。一
般的に、演算システム４６０２、４７０２、４８０２は、ｚ／ＯＳ、ウィンドウズ、リナ
ックス、ユニックス、ＢＳＤ、ＳｕｎＯＳ、ソラリス、ＭａｃＯＳ、または他のオペレー
ティングシステムのような、所有オペレーティングシステムを備えるオペレーティングシ
ステムによって制御および連動される。オペレーティングシステムは、特に、コンピュー
タープロセスを制御およびスケジューリングし、メモリー管理を実行し、ファイルシステ
ム、ネットワーキング、およびＩ／Ｏサービスを提供し、グラフィカルユーザーインター
フェース（ＧＵＩ）のようなユーザーインターフェースを提供する。
【０５９３】
　コンピューターシステム４６０２、４７０２、４８０２のそれぞれは、通信リンク４６
１６（有線、無線、またはこれらの組み合わせ）４６１８を介して、ＬＡＮ、ＷＡＮ、ま
たはインターネットのようなネットワーク４６１８に接続されている。ネットワーク４６
１８は、様々な演算デバイスおよび／または他の電子デバイスと通信する。ネットワーク
４６１８は、１つ以上の演算システム４６２０および１つ以上のデータソース４６２２と
通信する。チューブ状デバイス制御モジュール４６１４、遠近調整レンズ制御モジュール
４７１４、および／またはＡＲ／ＶＲ制御モジュール４８１４のそれぞれは、ウェブ対応
ユーザーアクセスポイントを介して、演算システム４６２０および／またはデータソース
４６２２にアクセス、または、これらによってアクセスされてもよい。接続は、直接物理
接続、仮想接続、および他の接続タイプであってもよい。ウェブ対応ユーザーアクセスポ
イントは、ネットワーク４６１８を介したデータの提供およびデータの相互通信を可能と
するために、テキスト、画像、音声、ビデオ、を用いるブラウザーモジュール、および他
のメディアを備えていてもよい。
【０５９４】
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　出力モジュールは、ブラウン管（ＣＲＴ）、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プラズマデ
ィスプレイ、またはディスプレイの他のタイプおよび／または組み合わせのような全ての
ポイントアドレス可能ディスプレイの組み合わせとして実施されてもよい。出力モジュー
ルは、入力デバイス４６１２と通信するよう実施されており、これらは、ユーザーが、メ
ニュー、窓、ダイアログボックス、ツールバー、およびコントロール（例えば、ラジオボ
タン、チェックボックス、スライドスケール等のような）特定のスタイルのスクリーンエ
レメントの使用を介して、データにアクセスすることを可能とする適切なインターフェー
スを有するソフトウェアを含む。さらに、出力モジュールは、ユーザーから信号を受信す
るために、入力および出力デバイスのセットと通信してもよい。
【０５９５】
　演算システム４６０２、４７０２、４８０２は、１つ以上の内部および／または外部デ
ータソース（例えば、データソース４６２２）を備えていてもよい。いくつかの実施形態
において、上述の１つ以上のデータレポジトリーおよびデータソースは、ＤＢ２、Ｓｙｂ
ａｓｅ、Ｏｒａｃｌｅ、ＣｏｄｅＢａｓｅ、およびマイクロソフト（登録商標）ＳＱＬサ
ーバーのような関係型データベースや、フラット－ファイルデータベース、エンティティ
ー関係データベース、およびオブジェクト指向データベースのような他のタイプのデータ
ベース、および／または記録ベースデータベースを用いて、実施されてもよい。
【０５９６】
　また、コンピューターシステム４６０２、４７０２、４８０２は、１つ以上のデータベ
ース４６２２にアクセスしてもよい。データベース４６２２は、データベースまたはデー
タレポジトリー内に保存されていてもよい。コンピューターシステム４６０２、４７０２
、４８０２は、ネットワーク４６１８を介して、１つ以上のデータベース４６２２にアク
セスしてもよいし、Ｉ／Ｏデバイスおよびインターフェース４６１２を介して、データベ
ースまたはデータレポジトリーに直接アクセスしてもよい。１つ以上のデータベース４６
２２を保存しているデータレポジトリーは、コンピューターシステム４６０２、４７０２
、４８０２内に常駐していてもよい。
【０５９７】
　本発明が特定の実施形態および実施例の文脈において開示されたが、本分野における当
業者であれば、特に開示された実施形態を超えて、本実施形態の他の実施形態への本発明
の拡張および／または本発明の使用が可能であり、およびそれらの変形および均等物も自
明であろう。さらに、本発明の実施形態のいくつかの変形が詳細に示され、記述される一
方、本分野における当業者にとって、本発明の範囲内の他の変形も、本開示に基づき、直
ちに明らかであろう。また、実施形態の特定の特徴および態様の様々な組み合わせまたは
サブ組み合わせが本発明の範囲内であり、さらに、本発明の範囲内において為され得るこ
とは、予期される。開示された実施形態の様々な特徴および態様は、開示の発明の実施形
態の変更モードを形成するために、互いに組み合わされ、または、構成され得ることは理
解されるべきである。本明細書に開示された任意の方法は、記載された順番で実行されな
くてもよい。したがって、本明細書に開示された本発明の範囲は、上述の特定の実施形態
によって限定されるべきではない。
【０５９８】
　特に、「し得る（ｃａｎ）」、「あり得る（ｃｏｕｌｄ）」、「であってもよい（ｍｉ
ｇｈｇｔ）」、または「でもよい（ｍａｙ）」等の条件文言は、特に述べている場合、ま
たは、使用されている文脈において理解される場合を除き、一般的に、特定の実施形態が
含むが、他の実施形態は含まない、特定の特徴、要素、および／または工程を導くための
意図である。よって、そのような条件文言は、一般的に、特徴、要素、および／または工
程が、１つ以上の実施形態で要求されているような態様であること、または、ユーザーイ
ンプットまたは指示を用いて、または、用いることなく、これら特徴、要素、および／ま
たは工程が含まれること、または、任意の特定の実施形態において実行されるか否かを、
１つ以上の実施形態が判断するためのロジックを必然的に含むことを、暗示するよう意図
されたものではない。本明細書で使用された見出しは、読み手の利便性の目的のみのもの
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【０５９９】
　本明細書において記述された方法およびデバイスは、様々な変形および代替的な形態を
許容するものである一方、それらの特定の実施例が、図面に示され、本明細書において詳
細に記述された。しかしながら、本発明は、開示された特定の形態または方法に限定され
ず、対照的に、本発明は、記述された様々な実子形態および添付の特許請求の範囲の原理
および範囲内の全ての変形、均等物、および代替物をカバーするものであることは理解さ
れるべきである。さらに、実施または実施形態と共に本明細書において開示されたものの
任意の特定の特徴、態様、方法、設定、特性、質、属性、要素等を、本明細書で説明され
た、全ての他の実施または実施形態において用いることができる。本明細書に開示された
任意の方法は、記載された順番で実行される必要はない。しかしながら、本明細書に開示
された方法は、実施者によって行われる特定のアクションを含み得、また、方法は、明示
的または暗示的に、これらのアクションの任意の第三者指示を含み得る。例えば、「眼球
内レンズを人工水晶体デバイス内に挿入する」等のアクションは、「眼球内レンズを人工
水晶体デバイス内に挿入することを指示する」ことを含む。また、本明細書に開示された
範囲は、これらの全ての任意の重複、サブ範囲、および組み合わせを意味する。「最大」
、「少なくとも」、「より大きい」、「より小さい」、「間の」等の文言は、記載された
数を含む。「約」または「略」等の文言が前に置かれた数字は、記載された数字を含み、
状況に応じて解釈されるべきである（例えば、その状況において合理的な可能な数字の細
かさ、例えば、±５％、±１５％等）。例えば、「約３．５ｍｍ」は、「３．５ｍｍ」を
含む。「実質的に」のような用語が前に置かれた文言は、記載された文言を含み、状況に
応じて解釈されるべきである（たとえば、状況下において可能な限り合理的に可能に解釈
される）。例えば、「実質的に一定」との文言は、「一定」を含む。その他述べられてい
る場合を除き、全ての計測値は、温度および圧力を含む標準的な条件におけるものである
。
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